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I．景気の現状に対する判断理由等

　１．北海道（地域別調査機関：株式会社北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ ＊ ＊ ＊

○

一般小売店
［酒］（経営
者）

それ以外 ・当地では２月15日まで酒類を提供する市内の飲食店
舗への休業要請が出されたことで、ほぼ全ての取引先
が休業し、売上が平常時の10％まで落ち込んだが、16
日以降は回復の兆しがみられる。

○
百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染者数の減少に伴い、来街
者数、来客数が増加傾向にある。このままの状態が続
けば、景気も少しずつ回復することになる。

○
百貨店（役員） 来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染状況が幾分落ち着いてい

ることから、景気はやや良くなっている。ただし、こ
の先の景気は不透明である。

○
百貨店（営業販
促担当）

お客様の様子 ・平均的な来客数はまだ厳しい状況が続いているが、
イベント時の集客に回復傾向がみられる。また、これ
まで苦戦していた婦人服にも回復の兆しがみられる。

○

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・前年は１月末以降、マスクなどの衛生用品が異常な
売れ方となった一方で、全体的な来客数は例年よりも
減少した。特に週末の来客数が大幅に減り、ファッ
ション衣料などの不要不急な商材は売上が例年の70～
80％まで落ち込んだ。今年２月はその状態から一巡し
たことで、衣食住のいずれの部門も前年を上回る実績
となっており、過去３か月の状況と比較すればやや上
向いている。ただ、一昨年の水準をいまだに下回るな
ど、厳しい状況は変わらない。

○
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・６～20時の時間帯において来客数が回復してきてい
る。

○
衣料品専門店
（店長）

それ以外 ・前年は入社式などが相次いで中止になり、スーツ関
連の販売量が過去最低となったが、今年は若干の回復
がみられ、一昨年の85％まで持ち直している。

○
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・車両販売の状況は３か月前と余り変わらないが、車
検を始めとした車両整備が繁忙期を迎えて好調に推移
している。

○

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・営業自粛の影響で売上が伸びず、前年比40％台と悪
かったが、昼夜共に特定の日の客入りが良かった。夜
は底ばいで推移し、昼は上向き傾向になってきてい
る。出張時に数回鉄道を利用したところ、１月は１車
両当たり５～６人の利用であったが、２月は２名掛け
席の全てで１名以上が利用しており、経済活動が回復
している様子もうかがえる。ただ、休業中のアルバイ
ト従業員からは、新規開業店以外、求人が増えていな
いと聞いた。

○

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・冬の観光シーズンを迎えて、個人観光客がやや増え
てきている。ただ、首都圏や関西圏などでの緊急事態
宣言が続いていることから、団体客は引き続きほとん
どみられない。一方、航空路線は既存各社の減便が継
続するなか、ＬＣＣの新規路線が就航しており、今後
のビジネス需要及び観光需要の回復への期待が高まっ
ている。

○

タクシー運転手 お客様の様子 ・当地における新型コロナウイルスの感染動向につい
て、いまだに感染者は出ているものの、一時期のよう
なクラスターの発生が減ってきている。人出はそれほ
ど増えていないが、昼間の利用は若干改善の兆しがみ
られる。

○

通信会社（企画
担当）

来客数の動き ・12月頃と比べると、大型スーパーや郊外店での出張
販売イベントへの人出が増加しており、販売量にも反
映されるようになってきている。このまま新型コロナ
ウイルスの感染者数が減少していけば、外出自粛の動
きも緩和され、状況が好転すると期待できる。

○

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの感染状況について、終息する
兆しがみられるようになってきていることに加えて、
米国及び日本の株式市場が活況を呈していることか
ら、消費のムードが上向いている。

　景気の現状に対する判断の理由及びそれに対する追加説明等について、その主だったもの
及び特徴的と考えられるものを取りまとめると以下のとおりであった。

家計
動向
関連

(北海道)
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・緊急事態宣言が出されたことで来街者がますます減
少しており、商店街は閑散としている。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・依然として来街者が減少している状態が続いてい
る。区域内の駐車場では60～70％の空きがみられる日
が多く、乗合バスの停留場も待っている人が少ない状
態が続いている。また、夜型飲食店は来客数の減少に
歯止めが掛からない状況であり、なかには例月の３割
程度という店舗もみられる。

□

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・当店は観光地にあり、観光客の利用が100％近くを
占めている。35人の社員を抱えているが、今は１日の
売上が１～２万円と大変な状態にある。売上は新型コ
ロナウイルスの影響がなかった２年前と比較して
10.1％にとどまる。

□

スーパー（店
長）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響が引き続きみられるな
ど、景気は好転していない。新型コロナウイルスの影
響が一巡したことで、前年比では回復基調にみえる
が、実態は変わっていない。

□
スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍のなか、まとめ買いによる買
上点数の増加がみられる一方で、来客数が伸び悩む傾
向が続いている。

□

スーパー（役
員）

来客数の動き ・売上を前年比でみると、ここ数か月、余り変化はな
く、やや良い状態で推移している。来客数は減少して
いるものの、客単価は引き続き２けたの上昇幅となっ
ており、新型コロナウイルス禍のなかで客が買物回数
を減らしている状況がうかがえる。

□
スーパー（役
員）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響に加えて、今年は雪が多
いこともあり、客がお買い得なセール時にまとめ買い
する傾向がますます強まっている。

□

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響が継続しており、全体的
な傾向に変化がみられない。来客数の減少傾向も続い
ているが、客単価の上昇により、店内販売は前年並み
の数字を確保できている。一方、外販については飲食
店からの発注が減少したままであることから、落ち込
みが続いている。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・飲食店関係の客の動きが鈍い一方で、工事関係の客
はまずますの動きがみられるなど、客による違いが大
きく、どちらとも言えない状況にある。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・客単価は上昇しているが、来客数の減少に変化がみ
られず、増加に転じる気配もないため、景気は変わら
ない。

□

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・春の増販期を迎えるなか、受注量が見込みほど伸び
ていない。登録台数は前年と比べて増加しているが、
半導体不足の問題や福島県沖を震源とする地震などに
よって、メーカーの供給体制に遅れが生じていること
も影響している。この時期に受注量が伸びてこない
と、この先がきつくなる。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新型コロナウイルス禍のなか、車の購入について様
子見している客が多く、客の購入意欲に変化がみられ
ない。

□

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・売れている営業マンも売れていない営業マンもいる
が、全体的に販売量が伸びていないことから、やや厳
しい状況にある。今は新型コロナウイルスの影響も
あって、客の動きが鈍く、来客数が伸びてこない状況
にある。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・外食など、外出する機会が増えてきていることか
ら、少しずつではあるが、景気が回復傾向にある。

□
自動車備品販売
店（店長）

お客様の様子 ・客の購買動向や会話の内容に変化はみられない。必
要品以外の商材を買う客も少ない。

□

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・街中の飲食店や隣接する自治体でクラスターが発生
した影響で、特に夜間の状況がひどい。歓迎会やお別
れ会なども行われないとみているため、景気が良くな
ることは見込めない。

□

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・インバウンドや国内団体観光客、イベント関連での
宿泊予約がほとんどない。一方、若干ではあるが、医
療関係者の長期滞在、Ｗｅｂを経由した個人ビジネス
客の利用がみられる。

□
旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・前年末以降、景気が好転するような材料もなく、景
気は底ばいが続いている。
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

□

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・景気はまだまだ悪いままである。全ての都府県で緊
急事態宣言が解除され、東京都の新型コロナウイルス
感染者数が大幅に減少しない限り、状況は変わらな
い。

□

美容室（経営
者）

販売量の動き ・ここ数か月、同じような動きが続いており、景気が
回復するような雰囲気がない。来客数も、売上も増加
傾向がみられず、販売商材もファンデーションや口紅
などの基礎化粧品の売上が厳しい状況にある。

□

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・天候不順に加えて、新型コロナウイルスの感染拡大
の影響もあり、旅客輸送量の減少が続いている。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客との話のなかで、どのような場合であっても景気
が良くないという言葉が聞こえてくる。

▲
商店街（代表
者）

販売量の動き ・例年と同様に２月は動きが悪い。ただ、新型コロナ
ウイルス禍のなかでは善戦している方かもしれない。

▲

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

来客数の動き ・ドラッグストア業界では、１年前は新型コロナウイ
ルスの影響が間違いなくプラスとなっていたこともあ
り、本格的な景気の落ち込みが１年遅れて生じてい
る。

▲

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・前年と比べて販売量が減少している。

▲
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・緊急事態宣言の影響で移動などが制限されているた
め、来客数が減少している。

▲

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・関東圏や関西圏などの緊急事態宣言が長引いている
こと、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが一時
停止となっていることの影響が大きく、新規の旅行申
込みがほぼみられない。特に企業などの団体旅行につ
いてはこちらから営業できる状況にもないことから皆
無である。ギフト券類の販売や旅行以外のソリュー
ション営業への切替えを進めているが、なかなか販売
まで至らない。

▲

タクシー運転手 販売量の動き ・当地における新型コロナウイルス感染者数が減少傾
向にあることから、繁華街への人出が若干増加してお
り、タクシー利用も上向きとなっているが、これまで
の感染動向から景気が順調に上向くとは考えられな
い。

▲
タクシー運転手 来客数の動き ・前月末から少しずつ電話での予約がみられるように

なっており、徐々にではあるが、受注件数も増えてき
た。ただ、月全体での景気はやや悪い。

▲
タクシー運転手 販売量の動き ・例年であれば、運送収入が上向き始める時期だが、

今年は一向に上向く兆しがみられない。

▲

タクシー運転手 お客様の様子 ・新型コロナウイルス禍のなか、景気は３か月前とほ
ぼ変わっておらず、むしろ若干悪くなっている。季節
的な影響もあるが、新型コロナウイルスがとにかく早
く終息しない限り、景気はこのまま変わらない。

▲

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、多くの客がモデル
ルームに来場できない状況が続いている。リモート営
業は可能だが、分譲マンションは大きな買物であるた
め、リモート営業だけで客が購入を決めることに難し
い面がある。

×

商店街（代表
者）

来客数の動き ・一部地区における飲食店などへの営業時間の短縮要
請が、２月半ばから市内全域にまで拡大されたことか
ら、他業種も含めて壊滅的な打撃を受けている。新型
コロナウイルス感染者数が落ち着いてきたことから、
２月末日で解除されることになったが、中心市街地に
根付いた悪いイメージが簡単に払拭されることはない
ため、影響は長期にわたると見込まれる。こうした影
響の大きな地域を対象とした直接的な救済策を打たな
い限り、産業の早期回復は見込めない。積極的な政策
立案を期待している。

×

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響による全国的な観光客の
減少傾向に歯止めが掛からない。緊急事態宣言の影響
もあり、観光を控える傾向が以前よりも強まってい
る。また、感染状況が落ち着いたとしても、すぐには
観光や遊びに出掛けるという心理にはならない。
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×
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・緊急事態宣言の影響で人の移動がなくなっているた
め、観光に特化している地域では観光客による需要が
ほとんどみられない状況になっている。

×
スナック（経営
者）

来客数の動き ・現在は基本的に営業していないが、街の人出をみる
限り、利用客が減少していることがうかがえる。

×

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが停止され
ていることも大きな要因だが、新型コロナウイルスに
関する誤った情報も多く流布されていることで社会不
安が形成されている面がある。その結果、多くの国民
の行動が抑制されており、感染抑制と社会経済活動の
バランスが著しく崩れている。特に飲食、観光にその
しわ寄せが集中して現れており、来客数の激減につな
がっている。

×

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・緊急事態宣言が延長されたことで、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔ
ｒａｖｅｌキャンペーンの再開も不透明な状態とな
り、道内宿泊の問合せすらない日が続いている。当地
では一時閉店する旅行代理店がみられたり、完全閉店
した旅行会社さえみられる。

×

タクシー運転手 来客数の動き ・２月も11～12月と同様にタクシーの売上が前年比マ
イナス50％であった。前年２月28日に北海道独自の緊
急事態宣言が発出されてから１年が過ぎるが、新型コ
ロナウイルス禍での自粛が続くほか、関東圏などでの
緊急事態宣言も続いていることから、夜の人出もみら
れず、タクシーの売上は一向に回復してこない。

×

観光名所（従業
員）

来客数の動き ・３か月前はＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン
の恩恵もあって、例年の平均的な来客数の70％ほどの
利用があったが、２月の来客数は約７％と激減してい
る。

×
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・前年と比べると、客が新型コロナウイルスに慣れて
きている面もみられるが、外出については引き続き自
粛している。

◎
家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス感染者の減少に伴い、人の動き
が出てきている。自粛ムードは続いているものの、春
に向かい世の中が少し明るくなっている。

○ － － －

□
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・売上が落ち込んでいる状態が続いている。前年と比
べると１割減、一昨年と比べると２割減となってい
る。

□

建設業（役員） 受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス禍のなか、民間設備投資につい
て業種による濃淡が鮮明になってきている。足元の受
注競争は激しく、次年度工事の受注が積み上がってこ
ない状況にある。

□

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、営業活動の量と幅は
限られているものの、政府による新型コロナウイルス
対策の施策効果などにより、周囲の景況感は３か月前
と同様の水準を維持している。

□

司法書士 取引先の様子 ・冬期間であることに加えて、新型コロナウイルスの
影響もあり、建築業ではなかなか受注が進まない状況
にある。不動産業も不振な取引先が多くみられるな
ど、以前と比べて変化は余りみられない。不動産の売
買が決まった場合も、地域間の移動の制限や自粛など
の影響で契約が先延ばしになるケースがみられ、売上
につながるまで通常より時間を要している。

□
コピーサービス
業（従業員）

取引先の様子 ・景気は横ばいでの推移となっている。業種による差
が大きいことから、今後も厳しい状況が続く。

□

その他サービス
業［建設機械
リース］（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・建設関連業界は基本的に官高民低の状況にある。都
市部では民需も比較的旺盛である。

□

その他サービス
業［建設機械レ
ンタル］（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・引き続き売上が前年並みで推移している。

□
その他非製造業
［鋼材卸売］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・以前と比べると、物の動きが鈍くなっている。大き
な変化ではないが、前月と比べて状況は余り好転して
いない。

▲

建設業（従業
員）

取引先の様子 ・公共工事、民間建築工事共に年度末しゅん工の時期
を迎えているなか、下請業者の手持ち仕事量が少なく
なっている。なかには廃業を検討している業者もみら
れる。

企業
動向
関連

(北海道)
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▲

輸送業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・例年、荷動きの鈍くなる時期であり、年末に倉庫間
移送などを先取りして行ったこともあり、その傾向が
ますます強まっている。特に本州送りの砂糖、でん
粉、建材の輸送量が減少している。飲料や紙パルプ関
連も相変わらず低調であり、少なくても春までは今の
状況が続く。

▲

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・道内では事業所数、従業者数、ＧＤＰにおいて、宿
泊業、飲食業の占める比率が高いが、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔ
ｒａｖｅｌキャンペーンの一時停止により、宿泊業、
飲食業の業況が悪化している。このため、道内景気は
Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンにより景気が
押し上げられていた３か月前と比べてやや悪くなって
いる。

▲

司法書士 取引先の様子 ・新型コロナウイルスの感染拡大に伴う各種規制の影
響により、経済活動が大きく制約された状態が継続し
ているため、不動産取引などの金額の大きい取引はス
トップしたままである。景気は悪化している。

▲

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・観光関連以外の業種にも新型コロナウイルスの影響
がじわじわと出始めており、設備投資意欲が減少傾向
にある。

×
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・２月の販売量は前年比マイナス35％であったが、３
か月前の11月の販売量は前年比マイナス25％だったた
め、景気は悪くなっている。

◎ － － －

○

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・新型コロナウイルスの感染者数の減少とワクチン接
種に関する報道の影響で、若干ではあるが、求人件数
が増加傾向にある。求人に対する反響も良い状態が続
いており、介護や建設などの人手不足業界の求人が堅
調である。

○
職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・１月の有効求人倍率は1.28倍と前年を0.06ポイント
上回った。新規求人数、就職件数が前年を上回ってい
ることから、景気はやや良くなっている。

□

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・企業からの求人は徐々に増えてきているが、業績が
前年を大きく下回っている企業が多い。業績回復を目
指して営業系の求人が多くみられるが、即戦力の人材
を求める求人がほとんどであり、未経験可の求人が減
少している。求職者とのマッチングが難しくなってき
ている。

□

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・求人件数に下げ止まり感がみられる。ただ、衣料品
販売や居酒屋を始めとした飲食店への客足をみる限
り、前年末よりも厳しい状況にあることがうかがえ
る。

□
求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・ここ２～３か月、求人広告の申込件数、掲載件数
が、新型コロナウイルス発生以前の７割程度で推移し
ている。

□

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・ここ最近、余り良くない状況が続いている。離職者
の状況をみても、事業主都合の離職者が多くみられ
る。また、これまで耐えてきた事業主がそろそろ危な
いのではないかという話もちらほらと聞こえてきてお
り、景気はまだまだ厳しい状況が続いている。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・当地における１月の有効求人倍率は0.84倍となって
いる。前月との比較では0.03ポイント下回ったが、３
か月前とは同率であった。

□

学校［大学］
（就職担当）

採用者数の動き ・2021年新卒者の就職内定率はここ10年間での最低水
準となっている。新型コロナウイルス禍で企業の採用
活動が遅れたことに加えて、Ｗｅｂ対応が多かったこ
とで、企業も学生も混乱した１年であった。採用人数
を絞り込む企業が多くみられたが、必要数を採り切れ
なかった企業が目立った。一方、未内定の学生に残さ
れた時間はあと１か月であり、大学側の支援にも限界
が生じている。

▲

求人情報誌製作
会社（編集者）

周辺企業の様子 ・国による緊急事態宣言や北海道による集中対策期間
などによって、旅行や外食などの消費活動の落ち込み
が広まっており、企業や店の体力をじわじわと削って
いる。

× － － －

雇用
関連

(北海道)
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　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○

百貨店（買付担
当）

お客様の様子 ・コロナ疲れのためか、来店客がショッピングを楽し
んでいる様子がみられ、来客数も回復傾向である。気
温が暖かくなってきた月後半はより購買意欲が高まっ
てきているようで、厳しかった衣料品も回復傾向がみ
られる。

○

百貨店（経営
者）

来客数の動き ・食品関連の催物開催時は来客数も増え、店内も年末
年始に比べれば、活気が出てきている。休日など近場
で余暇を過ごす人が、百貨店の物産展に来場している
ようである。ただ、13日の福島沖地震により、その後
３日程度は影響が出て、来客数は減少した。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数は若干回復傾向にある。販売単価が高めで推
移しており、来客数の回復分が販売量の増加につな
がっている。

○
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・中旬から日中の気温の上昇に伴い来客数は増加して
きた。高額ブランド商品のニーズが多く、購買につな
がっている。

○
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・各種学校での入学式開催が増えてきたことで、スー
ツ需要が回復してきている。

○
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・前年比ベースで来客数が増加している。近隣の
ショッピングモールでも駐車場が土日満車に近い状況
となっている。

○

乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・新規来場者数は前年末と比較し３週目時点でちょう
ど２倍である。前年２月との比較では、最終週次第だ
が、月末が土日ということもあり前年よりも多くなる
見込みである。

○

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染者が減少傾向になってきた
ため、来客数、売上共に例年に近い数字に戻ってきて
いるが、商談に要する時間は以前よりずっと短縮され
ている。

○
タクシー運転手 来客数の動き ・今月に入ってから、１日当たりの営業回数が増加傾

向にある。そして、基本料金の客よりも中距離の客が
増えてきている。

○
住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・遊休地所有の法人が賃貸マンションを検討し、受注
が増えている。

○
その他住宅［住
宅展示場運営会
社］（従業員）

来客数の動き ・前年や前月と比較しても、来場者数は安定してい
る。アンケート内容からは、住宅購入を１年以内に検
討するという客が目立っている。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・前年から新型コロナウイルスの影響が続いており、
集客に苦労している。今年はここにきて大雪になり、
通行量や来客数の減少が著しくなっている。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・積雪量が多いことに加え、寒波及び新型コロナウイ
ルスの影響で客足が伸びず、景気は３か月前の悪い状
況と変わりない。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響が続いているが、慢性化
してきており急激な変化はみえない。

□
一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・来客数は回復傾向にある。景気がもっと沈滞してい
た時期は本当に店頭が静かだったが、今の状態は明ら
かにそれとは違う。

□
百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・前月と比べると来客数の伸びがみられるが、まだま
だ購買行動は慎重な客が多く、回復基調にあるとまで
は言い切れない。

□

スーパー（経営
者）

単価の動き ・緊急事態宣言が再度発せられ地方でも自粛要請があ
り、食品等一部を除き消費状況は芳しくない。13日の
福島沖地震による揺れは大きかったが、10年前ほどの
被災はなく一部を除き復旧は早く進んだ。即食系、簡
便品、被災時商材が瞬間的に動いたがすぐに収まり、
通常の動きに戻った。平均１品単価の前年比は前月と
ほぼ同推移。来客数減、買上点数減は前月同様で、客
単価は上がっており、消費の全体的傾向は前月とほぼ
変わらない。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・買上点数増加で客単価は高い状況で推移している。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・売上は前月の前期比109％に続き、前期比111％と依
然好調である。

家計
動向
関連

(東北)
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□
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・売上は前年比で79％と相変わらず低調である。ここ
数か月でみると悪いままで横ばい状態できており、落
ち込みもなく上昇もみられない。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・前月に続き、新型コロナウイルスの影響で土日は行
楽客がほとんどいない。平日は横ばいだが土日が下
がっているので、景気は下がり気味になっている。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で人が動いていない。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・大きな変化要因がなく、来客数低下トレンドが続い
ている状況である。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・季節トレンドや天候要素もあるが、来客数に変動が
ない。

□

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスによる自粛が続いている状態
で、夜間、ビジネス街、行楽地の売上が激減してい
る。この状態はワクチンが一般の人に接種されるまで
続き、今年一杯は好転することはないとみている。

□

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で依然として冠婚葬祭や
宴会の中止や延期が続いているため商品が動かない。
ホテルの宿泊者も激減し、酒の提供を中止した所もあ
る。

□

家電量販店（従
業員）

来客数の動き ・緊急事態宣言の該当地域ではないので、来客数は比
較的安定している。購入されるのも巣籠りに関する商
品であり、そういった需要があるように見受けられ
る。

□

乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・自動車販売に関していえば、買い回り客は減ってき
ている。既存客の滞在時間は一時期より伸びてはきて
いるものの、本格的な商談に至るまでは時間が掛かっ
ているようである。受注はあるが、いろいろな事情に
より収益は伸び悩んでいる。

□

乗用車販売店
（本部）

単価の動き ・扱い車両拡大の影響で、新車販売は現状ある程度の
数字はまとめている。しかし、中古車購入客の動きが
鈍く、新車、中古車販売全体では90％台の進捗であ
る。

□
住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・受注生産なので、前受注の生産のみで、販売量はこ
こ数か月変わっていない。

□
住関連専門店
（経営者）

お客様の様子 ・２～３か月前から、とりわけ好材料も見当たらない
まま推移している。

□

その他専門店
［食品］（経営
者）

来客数の動き ・当県の新型コロナウイルス感染者数は落ち着いてい
るが、首都圏等の緊急事態宣言が延長されたことで冬
の誘客ができなかった。市内での雪祭りも中止とな
り、悪い状況に変わりはない。

□

その他専門店
［白衣・ユニ
フォーム］（営
業担当）

販売量の動き ・相変わらず景気が良いという実感は全くなく、ただ
ただ売上のために苦心している。また、企業もこの状
況で新入社員を採らないところも多く、新年度の制服
の追加も厳しい。医療と介護はほぼ例年どおりで余り
変化はみられない。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

来客数の動き ・緊急事態宣言発出後、客の動きは今一つ低迷してい
る。その傾向は今月も余り変わっていない。

□
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・夜の営業は予約制としているが、営業は週に１回か
２回しかしていない。営業しても１組か２組の予約し
かない。

□
観光型ホテル
（スタッフ）

それ以外 ・１月後半から休業状態が続いている。来客数の見込
みがなければ３月後半まで休業が続きそうである。

□

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響がまだまだ続いており、
居酒屋、小売業、観光業の売上が20％減少しているこ
とから、消費動向も下がっているとみている。また、
若年層の失業が増えており、就職難であるという話も
聞いている。

□
通信会社（営業
担当）

来客数の動き ・客の設備投資意欲に変化は見られない。

□

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・コロナ禍が長引いている影響で再び巣籠り需要が出
てきている。スマートフォンの利用時間が増え、動画
配信を利用する人も増えている。このため、自宅での
Ｗｉ－Ｆｉ環境が必須となり、自宅のインターネット
設備を準備する家庭が再び増えてきている。また、Ｃ
Ｓ等のテレビサービス利用者も高齢者を中心に若干増
えている。
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□

観光名所（職
員）

それ以外 ・１月下旬から２月上旬に掛けて冬のイベント等で誘
客を図ったが、大雪や低温、さらには新型コロナウイ
ルスの影響で効果はみられなかった。周辺の温泉施設
等をみてもガラガラな状態で、休業又は週末のみの営
業に切り替えているところが増えている状況である。

□
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・客は固定客で、寒い時期は客足が伸びない。しか
し、ある程度、髪の手入れには訪れている。

□

その他住宅［リ
フォーム］（従
業員）

販売量の動き ・リフォームは増改築や塗装などの金額の大きい工事
が減っている。住宅設備器具はエアコン、温水ルーム
ヒーター、ＦＦ暖房など暖房器具の販売並びに工事が
増えている。

▲
一般小売店［書
籍］（経営者）

販売量の動き ・全体的には新型コロナウイルスの影響で消費マイン
ドは低下しているが、こちらからＳＮＳなどで個別の
商品の情報を発信すると客は動いてくれる。

▲
一般小売店
［酒］（経営
者）

お客様の様子 ・東京の業務店からの注文がない。

▲

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で来客数が減っており、
前月比でも15％ほど落ち込んでいる。来客数が減って
いることで売上も減っている。前年の売上は良かった
ので、前年の75％ほどである。

▲

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染状況は落ち着きをみせて
いるものの、緊急事態宣言下の都市でなくとも自粛の
動きがみられる。来街への影響が出ており、来客回復
の鈍さが続いている。

▲

スーパー（営業
担当）

来客数の動き ・コロナ禍で来店頻度が減少し、買上点数は増加して
いるが、来客数は前年比95.1％まで減少している。来
客数の減少幅が大きく、買上点数の伸びが悪化した場
合は売上が厳しくなる。

▲
スーパー（営業
担当）

来客数の動き ・客単価は106％、買上点数は104％と、まとめ買いの
傾向は続いているが、低価格志向が高まっているよう
である。競合店の価格帯も下がってきている。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数が前年比91％まで落ち込んでいる。

▲
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・時短要請は終わったが、飲み歩いたり、歓送迎会を
したりしている様子もなく、学生も外を歩いていな
い。特に深夜の来客数が減っている。

▲

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・年明け以降、成人式、入学、卒業、旅行、出張用途
といったモチベーション需要が減少している。また、
ふだん着需要においても値ごろでお買い得な商品が中
心となっており、厳しい状態が続いている。

▲
衣料品専門店
（総務担当）

販売量の動き ・販売量は、前月は前年比で戻りつつあったが、今月
は再び減少してしまっている。また、客単価も低い。

▲

家電量販店（店
長）

来客数の動き ・２月の売上が前年を下回っている。暖房商品などの
季節要因もあるが、巣籠り需要もなくなり、通常商品
の客単価が下がっている。先行き不安もあり客の購買
意欲が下がってきているようである。

▲
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・半導体の不足により納期の掛かる車が多くなってき
ている。

▲
その他専門店
［靴］（従業
員）

販売量の動き ・来客数の減少が続いている。ショッピングセンター
でゆっくり買物する客は少ない。

▲

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・新型コロナウイルス感染防止のための緊急事態宣言
等による外出自粛の影響が販売数量に出ている。さら
に、２月中旬の福島沖地震により後半から日ごとの販
売数量が減少傾向にあり、車両の移動が少なくなって
いる。

▲

旅行代理店（従
業員）

単価の動き ・旅行需要はＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン
の一時停止により、個人も団体も新規申込みはほぼな
い状況である。緊急事態宣言が解除されつつあるがＧ
ｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの再開に至らな
い限り厳しい状況に変化はなく、観光業界の落ち込み
はより深刻さを増している。

▲

通信会社（営業
担当）

来客数の動き ・コロナ禍により、特に飲食業、宿泊業、またそれら
に関連する業種において売上がかなり落ち込み、廃業
を余儀なくされる状況が継続している。全体的に見て
かなり景気が悪くなっている。

▲
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスで客との接点が減ってきてい
る。
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▲
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・前年同月と比較し、販売数量が１～２割程度減少し
ている。

▲
遊園地（経営
者）

それ以外 ・現在冬季休園中で、学校団体等の問合せ、予約が
入っているものの、前年と比べると低調である。

▲
その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

お客様の様子 ・緊急事態宣言が発出されてからは、人の往来も街の
にぎわいもなくなって、ひっそりしている。

×

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・時間短縮営業要請を受けていることに加え、13日の
福島沖地震の影響で新幹線も止まり、その後は全く人
が来なくなってしまった。売上、来客数共に前年比
50％以下の最悪の状態になっている。

×

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・やっと少しずつ回復傾向にあったところでの首都圏
や主要都市での緊急事態宣言や、当地域での新型コロ
ナウイルス感染者数の増加により、前年の一番ひどい
時期と同じくらい売上、販売量共に落ち込んでいる。
客の中では、閉店を決めた店や今月一度も納品がない
店もあり、本当に切迫した状況に追い込まれている。

×
一般小売店［寝
具］（経営者）

販売量の動き ・商品の動きがほとんどない。仕立てもなく底状態で
ある。

×
スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・巣籠り需要は続くが、低価格志向が高まり、安い店
に客が集まる傾向が強くなってきている。

×

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・２月は１年で一番つらい月である。大雪、新型コロ
ナウイルスの影響で売上は大幅減。さらに、除雪代に
加えて営業日数が少ないので利益は出ない。毎年厳し
いが今年は新型コロナウイルスの影響で経営状態が最
悪である。

×
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・雪の日や寒い日も多く、来客数が少ない。

×

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・１月からの緊急事態宣言とその延長、これがスーツ
を着るとか、ビジネスで何かをするという動きへの大
きな障害になっていて、需要が盛り上がらず苦戦して
いる。

×

その他専門店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・１月に引き続き、飲食店は緊急事態宣言の影響を受
け悪い状況が続いており、限定流通・高付加価値商品
の動きは鈍い。店頭は単価の安い商材の動きはそこそ
こだが、薄利であるために非常に厳しい状況が続いて
いる。

×
高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で全ての数字が悪い。

×

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・東京を中心とした緊急事態宣言発出後、明らかにそ
れが原因で来客数の更なる減少が起きている。ランチ
タイム、ディナータイム含めて、これまでの２割程度
の客しか来ない厳しい状況が続いている。

×

一般レストラン
（経営者）

それ以外 ・当地では２月７日まで時間短縮要請があり、客がゼ
ロに近い状態も何回か続いている。解除以降も戻って
きていない。日本全国同じだろうが、夜の街が元に戻
るのは時間が掛かる。

×
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・歓楽街の自粛要請以降、隣接する当地でも客がほと
んど来なくなった。解除後も回復することはなく、客
が来ない状況が続いている。

×

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・今月一杯休業措置を講じ、来月から営業再開予定で
はあるが、予約状況は芳しくない。緊急事態宣言が全
国で解除となり、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャン
ペーンが再開するまで厳しい状況は続く。

×
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・自粛状態が続いており、前年比で半分程度の動きで
ある。

×
観光型旅館（ス
タッフ）

来客数の動き ・コロナ禍において休業中である。客の問合せも前年
同時期と比べて半分ほどである。

×
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・新型コロナウイルス感染者が減少している状況だ
が、来客数もＷｅｂでの申込みも全く増えていない。

×
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・緊急事態宣言により、既予約もほぼ全面的に取消し
となっている。

×
タクシー運転手 お客様の様子 ・当社においても同様だが、乗客の話からも景気の悪

さがうかがえる。

×
テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・新型コロナウイルスと地震のダブルパンチで客足が
遠のいている。また、購入するものもセール品ばかり
で定価品になかなか手が伸びない。
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×

観光名所（職
員）

それ以外 ・休業日が増えて営業日自体が減っているので、景気
を判断するところまでいかない。３か月前よりは落ち
込んでいるが、ここ１週間の短期では少し持ち直しの
変化がみられる。

×
競艇場（職員） 来客数の動き ・今月はここ最近で一番売上が悪い。来場者数は前

月、前々月と比べると70％くらいに落ち込んでいる。

×

美容室（経営
者）

来客数の動き ・当地は該当していないが、年が明けて11都府県に緊
急事態宣言が発出された後から、来客数が急激に減っ
ている。店舗にもよるが前年比15～20％減少し始め、
今月も15％程度減少している。緊急事態宣言による警
戒感と結び付いているとみている。

×

設計事務所（経
営者）

それ以外 ・ゼネコンからの問合せが非常に増えている。これま
では各社、独自の営業努力で受注を確保していたとみ
られるが、官民問わず、発注案件数の減少、規模の縮
小傾向にあり、目玉案件の受注を目指す動きが加速
し、ダンピングに拍車が掛かり悪化することを懸念し
ている。

◎ － － －

○
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・客の警戒感は強く、大きく変動する可能性もある
が、受注状況は改善の方向にある。

○
電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・半導体部品の供給不足が続いており、半導体価格が
上昇を続けている。それが業績に好影響を与えてお
り、我々の景気としても上向いている。

○
広告代理店（経
営者）

取引先の様子 ・客の企業業績が上向きになりつつあること、ワクチ
ン接種が始まり感染拡大が終息に向かいつつあること
が、全体の景況感を押し上げている。

○

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・前年比105％くらいいっているが、売れている商品
が前年と異なる。高価格帯の商品は鈍く、低価格品と
いうか、インスタントラーメン、缶詰といったすぐに
食べられる商品の売上の伸びが良い。

□
農林水産業（従
業者）

取引先の様子 ・前年の農家の所得は前年並みであったが、コロナ禍
のなかでは農機具店からの購入は例年からすると控え
目で、農機具店も動きが鈍いと言っていた。

□
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と変わらず販売量の前年割れが続いてお
り、状況は厳しい。

□
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・緊急事態宣言は解除になるが、今のところ人の動き
はほとんど変わっておらず、売上も同様に回復の兆し
がみられない。

□
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・年度末で仕事が増えているが、前年と比較すると減
少している。

□
建設業（企画担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・同業他社との競争が増しているのは確かだが、３か
月前と比較すると変化はない。

□
通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・相変わらず客の反応は鈍いが、業種によっては少し
ずつ明るい兆しが見え始めてきたところもある。

□
金融業（広報担
当）

取引先の様子 ・コロナ禍のなか、Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンも停止し
ており、観光宿泊業は引き続き厳しい。個人消費も年
末年始商戦が一服して以降は特段の動きはない。

□

広告業協会（役
員）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの感染状況が落ち着き、広告市
場もやや上向き傾向に転じている。しかし、まだまだ
先行きに不安感があり、ここ数か月と同様、売上は前
年を大きく下回っている状況である。

□
広告代理店（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響でイベントは中止にな
り、地元名産品の包装紙の発注が激減している。

□
経営コンサルタ
ント

それ以外 ・新型コロナウイルスによる自粛の期間が１年を超
え、景気停滞の状況が定常化している印象を受ける。

□

公認会計士 取引先の様子 ・客の月次、決算状況から判断している。飲食店関
係、対面サービス業、小売業は相変わらず低空飛行で
あるが、売上は落ち着いてきている。建設業は例年
ベースに戻ってきており、売上が増加している企業も
出てきている。全体としては３か月前と変わらない。

□

コピーサービス
業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・例年どおりの実績を上げており、特に新型コロナウ
イルスの影響を受けて苦戦している感じはしない。か
といってコロナ関連の対策商品の販売が特段増えてい
るわけでもない。

□
その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・市内飲食店への時短要請は解除になったが、首都圏
の緊急事態宣言が継続しており、外食に出ようという
雰囲気は形成されづらい。

企業
動向
関連

(東北)
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□
その他企業［企
画業］（経営
者）

それ以外 ・近くの名の知れた温泉街への客の戻りが芳しくな
い。コロナ禍前なら冬の湯治客でそこそこのにぎわい
があったが、現在はかなり少ない。

▲
農林水産業（従
業者）

それ以外 ・大雪の影響により、融雪剤の購入費や破損した施設
の改修費などの出費が発生している。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・人の動きが悪いので土産の動きが悪い。主要駅売店
の売上ダウンが大きい。バレンタインや桃の節句の企
画商品は動きが良い。通販も相変わらず動きが良い。

▲
出版・印刷・同
関連産業（経理
担当）

受注量や販売量
の動き

・売上高は３か月前は前年同月比10％の落ち込みで
あったが、今月は20％弱の落ち込みとなっている。

▲
窯業・土石製品
製造業（役員）

受注量や販売量
の動き

・景気の低迷と新型コロナウイルス感染拡大により、
地域経済は停滞している。民間の設備投資も手控え傾
向がみられる。当業界でも出荷が低調である。

▲
電気機械器具製
造業（営業担
当）

競争相手の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、客の発注が鈍化して
いる。

▲
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・競争案件の主だった受注がない。

▲

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・世界的な新型コロナウイルスの感染拡大の影響によ
り、海上コンテナ不足が発生し、輸出・輸入関連貨物
がスムーズに動いていない。また、国内貨物の動きも
良くない。２月の売上は前年比で10％減少、一昨年比
でも12％の減少見込みである。

▲

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・首都圏での緊急事態宣言の発出により自粛ムードが
続いている。地域全体で新型コロナウイルス感染の収
束を待っている感じである。飲食店、温泉施設などは
引き続き苦しい状況にある。

▲
司法書士 受注量や販売量

の動き
・登記所の登記申請件数が前年比で１割以上減少して
いる。

× ＊ ＊ ＊
◎ － － －

○

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・13日の福島沖地震の被災対応派遣業務について、大
手３社から約100名規模の短期とやや中期の混在した
依頼が入っている。特需ではあるが、やや活況となっ
ている。

○
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・来期に向けての採用計画が、前年よりも前向きに
なってきている。

○

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・新型コロナウイルスの新規感染者が減少傾向になっ
てきたことを受け、地方都市でも飲食店の客足が増加
傾向になっている。まだ店側は営業時間の短縮など慎
重さを維持しているが、今後首都圏での緊急事態宣言
が解除になれば、春先に掛けて小規模の宴会なども増
えてきそうである。

□

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・飲食業や旅行、イベント企画会社などは３か月前と
比べてもやはり厳しい状況である。一方、靴の小売や
建築会社は先々の需要は厳しいが、引き続きそこそこ
の仕事がある。

□

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人数は前年比90％ラインとなり、それほど厳しい
数字ではない。しかし、コロナ禍であおりを食ってい
る飲食、流通、サービス等の主要業種の件数が激減し
ており、上向き状態とはいえない。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数の前年同月比増減の割合は３か月前と変
化がみられない。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人について、前年同月比では減少しているも
のの、減少幅が縮小してきている。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数、有効求人数共に３か月前と比較すると
大きな動きはみられない。

□
学校［専門学
校］

それ以外 ・コロナ禍において、景況感は悪いままである。

▲
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・地域を下支えしていた大型工事が終わりつつあり、
今後の宿泊、飲食業への影響が懸念される。

×
人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・飲食系、販売系のオーダー等が全く伸びてきておら
ず、景気回復は見込めない状況である。

×
アウトソーシン
グ企業（社員）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響か、コンサルタントから
の仕事が減っている。

雇用
関連

(東北)
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　３．北関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・売上は前年比89％で１日当たりマイナス５万4000
円、来客数は83％で１日当たりマイナス126人となっ
ている。令和２年12月を底に、少しずつマイナス幅が
小さくなってきている。特に、夜の９～10時台の客の
戻りがみられる。前年は２月にキャンペーンを実施し
たので、その分を差し引くと、売上は１割減となって
おり、回復の兆しがある。

○

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・この１年間は、新車や高額な車は余り売れなかった
が、現状では、順調に例年どおり新車、高額な車が売
れている。ただし、まだ少し客の動向に固さがみられ
るため、この先はやや不安なところもある。

○
住関連専門店
（仕入担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言が再発出され、行動が制限されている
ことが当社には追い風となっており、今月もこの傾向
が続いている。

○

都市型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・緊急事態宣言が発出されているが、２月は受験シー
ズンのため、受験生等の宿泊があり、２月単体でみれ
ば、宿泊稼働率は上昇している。しかし、会合、会食
等は皆無の状態が続いている。

○
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・積極的な消費はまだ控えている印象だが、新型コロ
ナウイルス禍も落ち着き始め、最悪の状況は脱したよ
うである。

○
通信会社（総務
担当）

販売量の動き ・他事業者からの転入が増えている。

○
設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・感染状況が落ち着いてきて、今後の新型コロナウイ
ルスの状況継続を見据えた経済活動再開の兆しもあ
る。

□
一般小売店［精
肉］（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響は今月も変わらない。人
の動きはなく、スーパーや大型店でも平日の動きは鈍
く、皆、外出を控えている。

□
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・緊急事態宣言解除の話題が出始めているが、依然と
して来客数は少ないままである。食品は比較的堅調な
ものの、アパレルは厳しい状況が継続している。

□

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・当県では新型コロナウイルスの警戒レベルが４にな
るなど、客足が遠のく事態が続いていた。集客が肝の
営業スタイルなので、相変わらず厳しい状況が続いて
いる。

□
スーパー（商品
部担当）

販売量の動き ・前年と比べて、来客数減少、客単価上昇傾向には変
化なく推移している。また、地域クーポンの利用が多
い店舗は、他店舗より来客数が増加している。

□

衣料品専門店
（統括）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの国内感染から１年がたった。
祭礼用品を扱う当店にとっても大変な打撃で、ほとん
ど客が来ない状態である。飲食店だけでなく、一般商
店も大変な危機である。

□
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン、パソコンを中
心に、今月も好調に推移している。また、金額面では
前年売上の110％アップの着地予想である。

□

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新車販売が落ちているが、比較的低価格の中古車販
売が活発化しているので、気分的には落ち着いてい
る。車検などの整備売上は前年比10％程度の落ち込み
で、我慢のしどころなのかもしれない。

□

一般レストラン
（経営者）

競争相手の様子 ・店に回ってくる業者が皆、口をそろえて「買っても
らえない」と言っている。どこの業者からも「良く
なってきた」とは聞かない。暗い話ばかりで、廃業も
耳にする。

□

都市型ホテル
（副支配人）

来客数の動き ・前月に比べて宿泊は微増だが、料飲は厳しい状況が
続いている。県独自の緊急事態宣言が解除されたが、
ディナータイムの集客は、解除前と変わっていない。
客が外食に対して慎重になっている。

□
通信会社（社
員）

販売量の動き ・新型コロナウイルス禍の自粛期間で、営業活動が
減っている。

□
通信会社（営業
担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍で、携帯電話会社等への来店
も、３密を回避するため予約時に人数制限等をしてい
る影響で、前年と比べて来店客数が減少している。

□
通信会社（局
長）

来客数の動き ・来店者数は前年度比で60％を下回ったが、契約数は
横ばいとなっている。

家計
動向
関連

(北関東)
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□
競輪場（職員） お客様の様子 ・入場者数、購買単価とも、それほど変化がみられな

い。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・時短営業協力金が入る個人の飲食店が喜んでいる一
方、学生はバイト先がなく、食材納入業者は暇で仕事
にあぶれている。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・飲食店の時短営業による物販業への影響が、顕著に
出てきている。夕方の来客数が激減している。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・県独自の緊急事態宣言が発出されたため、来客数が
かなり減り、やや悪くなっている。

▲
家電量販店（店
長）

単価の動き ・東京オリンピック開催がみえず、新型コロナウイル
スの問題もあり、売上は低調である。

▲

乗用車販売店
（販売担当）

お客様の様子 ・緊急事態宣言が発出されてから、取引先のドライブ
インやホテル関係では、全くというほど売上が減って
いる。そこにきて、当県だけ宣言解除となったが、県
独自の緊急事態宣言が発出されて、余計に出歩かない
状況になっている。観光地周辺の国道を走っていて
も、観光客はいない上に、地元の人も外に出ない状態
なので、早く全ての緊急事態宣言が解除になれば、多
少は良くなるのではないか。今の状態は最悪である。

▲
その他専門店
［燃料］（従業
員）

来客数の動き ・受注が減少しており、主に業務用の減少が大きい。

▲

その他飲食［給
食・レストラ
ン］（総務）

販売量の動き ・事業所給食は、年度内の新規受託先が加わったた
め、売上は前年並みを維持できている。ただし、受託
先ごとにみると、喫食数が減少しているため、利益も
減少している。レストラン事業は、営業時間短縮や外
出自粛が更なる重しとなり、売上低迷が続いている。
総じて、先行きが見通せない状況である。

▲
旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・首都圏が緊急事態宣言中のため、外出自粛が続いて
いる上に、今回は助成金がまだないため、かなりのダ
メージを受けている。

▲

旅行代理店（所
長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染拡大は収まりつつあり、
感染者数も県全体で１日当たり10人台に減ってきてい
るので、良い方向に向かっている。やっと時短営業が
解除されたという程度では、観光需要の回復には程遠
い。加えて、首都圏の１都３県が解除されていないた
め、依然として厳しい状況は続いている。

▲
その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

単価の動き ・小型自動車全般を取り扱っているなかで、特に、車
体部門の板金塗装売上が前年比55％減となっており、
会社運営の大きな障害となりつつある。

▲

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスによる緊急事態宣言の再発出
で、飲食、旅行客の落ち込みが更に拡大している。一
方、公共事業は例年並みに発注があり、建設関連の落
ち込みは少ない。

▲

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・事務所関係の問合せはほとんどないが、最近、店
舗、塾関係の問合せが大変増えている。ただ、相変わ
らず、夜の飲食店等は苦しい状況で、閉店する店も増
えてきている。貸店舗でも空き家が目立ってきてい
る。

×
一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルス禍で、客が顕著にお金を使わな
くなっている。

×

一般小売店［土
産］（経営者）

販売量の動き ・例年１～２月の売上は、１年の内で最も厳しくな
る。前年同月比の売上達成度をみると、11月は72％ま
で回復していたが、今月は32％と大変厳しい状況であ
る。Ｇｏ　Ｔｏ事業が停止されて、旅行全てが自粛す
べきもの、不要不急との認識があり、たとえ旅行に出
掛けたとしても、購買意欲が湧かないため、大変苦し
い。また、１～２月に修学旅行の予約を受けていた食
品問屋では、年末年始の発注後に緊急事態宣言が再発
出された影響でキャンセルが相次ぎ、前年４月の宣言
時よりも、食品の廃棄が多いと嘆いている。

×
一般小売店［青
果］（店長）

来客数の動き ・当店は高齢の客が多いので、新型コロナウイルスに
よる緊急事態宣言の再発出で、ほとんど出歩くことも
なく、買物にも来ない。

×

衣料品専門店
（販売担当）

来客数の動き ・２月は年金支給月だったが、全くと言ってよいほ
ど、客が出てきていない。当店は商材の大半が高齢者
向けなので、緊急事態宣言下では、客は自己保身とい
うか、安全を確保するため、本当に外出していない。
この状況がずっと続くようだと、とんでもないことに
なる。
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×
住関連専門店
（店長）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍が発生してから約１年が過
ぎ、前年と比較すると客の来店頻度が少しずつだが低
下している。

×
その他専門店
［靴小売業］
（経営者）

来客数の動き ・地方だからなのか、１～２月は特に客の動きが悪
い。北関東の当店では、前年とは異なり降雪もない
が、寒さの影響がある。

×
一般レストラン
（経営者）

それ以外 ・県独自の緊急事態宣言が22日まで続き、客足がこれ
までにないくらい少なかった。解除後も動きが悪く、
前年５月頃と同様に、テイクアウトもない。

×
一般レストラン
［居酒屋］（経
営者）

来客数の動き ・県独自の緊急事態宣言による来客数減など、良い要
素が皆無である。

×
スナック（経営
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの自粛要請を受けて、２月中は
店を休業していたので、良くない。

×

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・緊急事態宣言の再発出で、週末のみの営業に切り替
えたり、３月７日まで休館している事業所もある。１
～３月は観光産業、特に、宿泊業の経営状態は、非常
に厳しい。年度をまたぐことなく、廃業やＭ＆Ａをす
る事業所も見られる。

×
都市型ホテル
（経営者）

それ以外 ・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、飲食店へ
の営業自粛要請や大人数での会食禁止要請があり、悪
くなっている。

×

都市型ホテル
（営業担当）

販売量の動き ・１～２月と県独自の緊急事態宣言が発出されてい
る。今月は、感染者の多い県南地区の稼働率が特に低
迷している。新型コロナウイルスの感染対策方針に
よって、稼働率は３か月前と比べても悪くなってい
る。

×
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・売上がなかなか立たず厳しい。変更、中止、取消の
連続である。１年前の同時期と同じことを繰り返して
作業している。

×

タクシー運転手 お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、全然仕事がない。緊
急事態宣言が発出されて、ますます少なくなってい
る。電車に乗っている人も少なく、街なかには歩いて
いる人もいなくなった。宣言が解除されても、なかな
か元に戻るとは思えない。

×
タクシー（経営
者）

お客様の様子 ・昼も夜も動きが悪く、前年同月比で49％減少してい
る。

×
タクシー（役
員）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響で、どうにもならない。
国、県、市の新型コロナウイルス対策が不平等で、税
金を納めるのが本当に馬鹿らしい。

×
通信会社（経営
者）

販売量の動き ・新型コロナウイルス禍のなか、観光業や飲食店が疲
弊すれば、おのずと我々の業種への影響も大きくな
る。

×
テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・首都圏の緊急事態宣言が延長されたことから、学生
団体の大量キャンセルに加え、一般来園者も大きく減
少している。

×
ゴルフ練習場
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言再
発出により、会食がなくなり、街中の人出がない。

◎ － － －

○

建設業（開発担
当）

受注量や販売量
の動き

・前与党政権誕生後、公共工事は順調に推移してお
り、現政権誕生後も今のところ順調である。当期公共
工事は前年比19％増の発注で、当社も前期比10％増の
受注と、有り難い。特に、県関係が前年比39％増であ
る。ただし、これは前年の災害関係の対応なので余り
喜べない。

○

司法書士 受注量や販売量
の動き

・１月20日を過ぎたあたりから、仕事は少し増え始め
ていて、やや良くなっている。ただし、次につながる
仕事ではなく、相続関係の一過性の仕事なので、今後
はどうなるかと気掛かりである。

□
化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・比較的好調な製品と漸減の製品とがあり、こうした
傾向は３か月前と同様で、変わらない。

□
窯業・土石製品
製造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・お陰様で、フル稼働、フル出荷でいる。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・自動車関連や建設機械関連等で、堅調な受注を維持
している。

□
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・やや良い会社、どちらとも言えない会社、やや良く
なっている会社といろいろだが、平均的には前月と余
り変わらず、Ｖ字型回復とは言えない。

企業
動向
関連

(北関東)
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□

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・現在の巣籠り需要による、特に、白物家電、冷蔵
庫、洗濯機、高額掃除機や本棚、調理器具等のイン
ターネット通販向けの物量が前年を20％ほど上回る好
調さとなっている。

□
その他サービス
業［情報サービ
ス］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・引き合い、商談件数、受注量共に、特段変化はみら
れない。ＩＴ関連投資への意欲は、前向きのようであ
る。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・１月頃から前年割れが続いている。

▲
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス禍の影響が出始めた前年２月よ
りも、売上が10％ほど悪くなっている。

▲
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・半導体不足による自動車の減産が続いている。

▲

不動産業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・管理しているビルの飲食業テナントが休業すること
になり、定期保守作業の一部が延期ではなく解約と
なった。その他にも清掃契約を年度途中でやむなく変
更し、作業が減少する取引先が相次ぎ、売上がやや減
少している。

▲
広告代理店（営
業担当）

それ以外 ・下請の看板製作会社代表の話では、年が明けてか
ら、予定していたイベントがほぼ中止となっており、
仕事もほとんどなく、開店休業状態とのことである。

▲
社会保険労務士 取引先の様子 ・人の動きが制限され、大部分の業種に影響が出てい

る。

×
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・売上がかなり少なくなっている。取引先の様子につ
いても、余り良いことは言われず、先のことは分から
ないと言われている。

×

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・前年同月に比べ、売上が約半分近くに減ってしまっ
ている。また、材料が入手困難で、来月はどうなるか
分からない。材料確保が全然間に合わず、２～３か月
入ってこない物もあり、もう、操業停止寸前である。

×
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・前月同様、新型コロナウイルスの影響が続いてい
る。

×

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・緊急事態宣言再発出の前後から人出があり、月末に
かけての休日も、観光等で県外からの流入者が増えて
いる。ただし、地域の物流、製造関係には、さほど大
きな変化はない。新型コロナウイルス関連の財政支出
はたくさんありそうだが、輸入品等の国外流出に回っ
て、国内に恩恵がもたらされていないようである。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・現状、久しぶりに忙しくなってきて、求人が間に合
わない。来月辺りから少し良くなる予定である。

○
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・建設業の求人が増加している。

○
学校［専門学
校］（副校長）

それ以外 ・当県は緊急事態宣言が解除され、飲食店を中心に動
きが出てきたことに伴い、求人にも動きが出てきてい
る。

□

人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・当社の場合は、ホテル、宿泊施設関係が主要な取引
先だが、やはりＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペー
ンが中止になった後、非常に稼働率も悪く、売上の落
ち込みがひどい。外国人労働者等を雇っているので、
仕事がない状態で待機してもらっている。これについ
ても間接的な経費が掛かるので、大変厳しい状態が続
いている。

□
人材派遣会社
（管理担当）

求人数の動き ・求人数は低迷したまま、変わらない。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人倍率は1.26倍と前月比0.01ポイント下回っ
ており、前年同月比ではマイナス0.46ポイントと、12
か月連続で下回っている。有効求人数は前年同月比マ
イナス19.2％で19か月連続の減少、新規求人数も同比
マイナス19.8％で、15か月連続減少している。

▲ ＊ ＊ ＊
× ＊ ＊ ＊

　４．南関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）
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◎
スーパー（販売
促進担当）

それ以外 ・２月度は、衣料、住居関連フロアの閉店売り尽くし
によって集客がアップし、売上増となっている。

雇用
関連

(北関東)

家計
動向
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◎

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・今月の販売量は目標数字100％を達成し、やや良
い。３か月前と比べてもかなり良くなっている。当社
の決算月ということもあり、全社的にふだんよりも目
標達成への意識が高くなっていたこともある。

○
一般小売店［祭
用品］（経営
者）

販売量の動き ・新型コロナウイルス感染者数が少なくなり、動き始
めた気配がある。ただし、収束したわけではないので
余波が心配である。

○

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・緊急事態宣言中なので、やはり店頭の来店客は若干
少ない。しかし、オンラインを中心とした売上、特に
２月はバレンタイン商戦が非常に好調で、店頭売上の
厳しい部分をカバーでき、前年に届いている（東京
都）。

○
百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・大型セールなどの特殊要因により、多くの客が来店
し、前年を大きく上回る結果となっているが、継続す
る要因ではないため、今後は苦戦が予想される。

○
百貨店（総務担
当）

来客数の動き ・緊急事態宣言の再発出以降、新型コロナウイルスの
感染者数が減少してきており、２月後半からは来客数
が少しずつ増えてきている（東京都）。

○

百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・メーカー、ブランドからも新型コロナウイルス禍で
のライフスタイル変化に対応した商品開発や打ち出し
があり、購買客単価が上昇し続けている。来店してく
れるのは、営業面では有り難いが、消費者の動向とし
ては「緊急事態宣言」自体が緊張感ある受け止め方を
されなくなっているように感じる（東京都）。

○

百貨店（店長） それ以外 ・売上が伸びている。前回の緊急事態宣言時にはでき
なかった物産展や、得意客を招待しての「特招会」な
どのイベントを開催できている。また、長らく買物を
控えていた客が、ようやく店に足を運んでくれている
（東京都）。

○
スーパー（営業
担当）

販売量の動き ・内食化が定着化している。販売量、買上単価共に上
昇しており、客の購買活動が活発化していることが顕
著に表れている（東京都）。

○
乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・需要月であり、新車、中古車、サービスいずれも堅
調に推移している。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・今月は１月よりも来客数が多かったように感じる。
天候も良かったので、週末は大変混み合っていたイ
メージがある。ただし、やはり少人数であり、複数名
での宴会などは１度も入っていない（東京都）。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・緊急事態宣言の解除地域も増え、何となく客の動向
が活発になってきたこともあり、売上や来客数が増え
ているが、新型コロナウイルス感染者数がまた増加す
ると、緊急事態宣言の再発出など、自粛期間も延びて
きそうなので、安心はできない（東京都）。

○
通信会社（社
員）

販売量の動き ・新プラン導入により、販売数が増える（東京都）。

○

通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・ＩＣＴソリューションの案件は徐々に増えてきてい
るが、大型案件は受注から売上までの期間が長期化し
ている。スマートフォン等のモバイル販売は、企業へ
は好調で、個人向けは苦戦している（東京都）。

○
ゴルフ場（経営
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス禍のなかではあるが、客の表情
や態度が数か月前に比べて明るく笑顔になってきてい
る。ただし、飽くまでも数か月前よりはである。

○
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売量が例年に比べて増えている。

○
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・２月に入ってから受注が前年同期を上回り、販売が
回復してきたと言ってもよい状態になってきている。

□
一般小売店［和
菓子］（経営
者）

単価の動き ・巣籠り需要により自宅で消費する菓子は前年より伸
びているが、ギフト物が売れないため客単価が下がっ
ており、売上につながっていない。

□

一般小売店［家
電］（経理担
当）

来客数の動き ・今月は来客数が極端に少ない。新型コロナウイルス
の影響で出掛けないせいもあるが、引っ越しなど生活
圏が移動すること自体が減っているためである。ま
た、外国人客が減ったことも一因である。

□

一般小売店［家
電］（経理担
当）

販売量の動き ・販促活動ができないので、依頼のあった用件をこな
している。会社などに対しては、エアコン、ＬＥＤ照
明など補助金の対象となる省エネ商品を紹介してい
る。個人ユーザーは白物家電に動きがある。

□
一般小売店［米
穀］（経営者）

販売量の動き ・前月に続き、米の消費量、販売量が落ちている（東
京都）。

関連

(南関東)
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□
一般小売店
［傘］（店長）

来客数の動き ・人通りが少ない。県内に緊急事態宣言が再発出され
ており、客足が戻らない。

□

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

販売量の動き ・天候に恵まれ、降雨日がそれほどなかったこともあ
り、店頭は良い感じがする。ただし、例年ならもっと
セール等を行えるのだが、新型コロナウイルスの影響
でできなかった分、若干落ちている。一方で、外商で
は官公庁案件が大変増えている。小口案件だが数多く
受注したことで売上を伸ばすことができている。さす
がに民間は大きな案件が全て駄目になっているので、
なかなか難しい。

□
一般小売店
［茶］（営業担
当）

来客数の動き ・自宅用、配送用の品は前年並みであるが、来客数、
持ち帰り進物が大きく減少しており、トータルでは前
年比でも減少している。

□
百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・緊急事態宣言の再発出以降、営業時間を１時間短縮
しているが、販売量はインターネット注文で補えるほ
どではない（東京都）。

□

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・緊急事態宣言が延長され、不要不急の外出が制限さ
れているなかで、外出着や雑貨などに対する客の消費
行動は全く振るわず、景気の悪い状況が継続してい
る。株高などの好材料もあるが、現時点での実感は余
りない（東京都）。

□
百貨店（広報担
当）

来客数の動き ・緊急事態宣言中なので、景気は変わらない（東京
都）。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・緊急事態宣言の延長により、都心店は大きな影響を
受けているが、郊外店は食料品を中心に売上が伸長し
ており、前回の緊急事態宣言時に比べれば、落ち込み
は限定的である（東京都）。

□

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言が延長され、来客数の低迷が続くな
か、集客催事の開催が難しく、バレンタインやホワイ
トデー等のオケージョン対応が十分にできない状態が
続いている（東京都）。

□

百貨店（副店
長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染者数が減少していること
もあり、食品売場、物産展など食関連の人出が戻って
きている。一方、アパレルの不振は変わらず、全体と
しては厳しい状況が続いている（東京都）。

□

スーパー（販売
担当）

単価の動き ・競合との価格競争もあり、重点商材の単価が下がる
傾向にある。客は、前年並み、あるいは前年以上の点
数を買ってくれているが、単価が下がっているため、
客１人当たりのトータルの買上額がなかなか前年に達
していない状況が続いている（東京都）。

□

スーパー（店
長）

単価の動き ・来客数は、前年と比べて１日88人、月2000人くらい
ダウンしているが、客単価は130円以上高いので、来
客数減を単価アップ分で何とかカバーできている（東
京都）。

□
スーパー（店
長）

単価の動き ・来客数、販売量は前年並みを維持しているものの、
単価の上昇がみられない。客は価格に対してシビアに
なっている（東京都）。

□

スーパー（店
員）

お客様の様子 ・緊急事態宣言により飲食店の営業時間に制限がある
ため、特に酒類の購入客が増えている。前年同時期に
比べ、買いだめによる品薄等の状況は見受けられな
い。

□

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・店全体の売上としては前年並みになってきている
が、子供以外の衣料品は大きく低迷したままである。
生活雑貨などは、前年のマスクやトイレットペーパー
需要がないため、やや下回っている。逆に、食料品は
ステイホームということで大きく10％ほど伸びてい
る。客の生活様式が前年と大きく変わっていることを
実感している。

□
スーパー（仕入
担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言のなか、来店頻度が減り、１回の買物
点数が増え、客単価が上がっている状態が続いてい
る。

□
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・深夜帯の来客数の減少傾向は止まらないが、この状
態が常態化し、ここ数か月は売上、来客数共に変化が
なくなっている。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・１日の売上は良かったり悪かったりだが、総じて悪
くなっている。これから先どうなるかは分からない。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・緊急事態宣言が続いており、近隣のイベントが全て
中止になったため、影響を受けている。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言再発出後から販売量や客足が鈍く、そ
の傾向は変わっていない（東京都）。
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□

コンビニ（商品
開発担当）

販売量の動き ・ある意味で緊急事態宣言の効果かもしれないが、全
体的に来客数、販売量共に落ちている。恵方巻きも例
年のうちで一番静かで地味な結果の年となっている
（東京都）。

□
衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・春物衣料の動きが悪い。外出自粛で外出着が売れな
い。

□
衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・扱う商材が、着物、ドレス等の晴れ着のため、成人
式や今後の卒業式を含め、大きく需要減少に転じてい
る（東京都）。

□
家電量販店（店
長）

販売量の動き ・依然として、郊外店を中心に冷蔵庫、洗濯機、空気
清浄機、ゲーム機が好調に推移している状況は変わら
ない（東京都）。

□

家電量販店（経
営企画担当）

来客数の動き ・２月に入ったが、緊急事態宣言が３月７日まで延長
され、都心店の来客数は相当に厳しい状況が続いてお
り、売上は大きく前年を割る状況となっている。海外
の渡航制限があるなかでは、インバウンド需要は元よ
り蒸発状態である（東京都）。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・自動車の整備は順調に入っている。販売は余り芳し
くないが、前月より段々良くはなってきている。

□
乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・来客数に増減はない。

□
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言が再発出されてから、飲食店でもない
のに時短営業をしているため、実質の稼働時間が短く
なり、夕方から始める商談にも影響が出ている。

□

乗用車販売店
（販売担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、大々的な新車キャン
ペーンなどで人を集めることができず、やはり新車販
売が落ちている。ただし、逆に良いこともあり、大手
企業の採用が減っているので、今年は中小ディーラー
でも応募のメールが結構あり、補充できるのではない
かという話がある（東京都）。

□
乗用車販売店
（渉外担当）

お客様の様子 ・依然として厳しい環境にある業種が多いと感じる。

□
乗用車販売店
（店長代行）

来客数の動き ・緊急事態宣言中だが、前回ほど来客数の減少はな
い。３月の決算期で販売台数を見込んでいるが、客は
購入に慎重になっているように感じる（東京都）。

□
その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

販売量の動き ・何というか、活気がない。来客数も販売量も少ない
し、我々も元気がなくなってきている。

□
その他専門店
［貴金属］（統
括）

販売量の動き ・販売量は、前年同期、前々年同期と比較して減少し
た状態が継続している（東京都）。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

お客様の様子 ・外出自粛が長期化しており、自粛の限界を感じる
（東京都）。

□
高級レストラン
（仕入担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍における緊急事態宣言の影響
もあり、レストラン、宴会共に非常に厳しい状況であ
る（東京都）。

□

一般レストラン
（経営者）

競争相手の様子 ・緊急事態宣言下でもあるので、３か月前と比べて決
して良くはないが、時短営業で夜８時までのところ、
３～４時と早めに来て食事をしてくれる客もいる。景
気が良い客と不景気な客にある程度二極化している。

□

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・宴会需要は全くないので、大体同じような客がフ
リーで来店している。単価も変わらず、それなりに
使ってはいるが、回数が増えるわけでもない。このま
まの状態でいきそうである（東京都）。

□
一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・業態によりもちろん異なると思うが、緊急事態宣言
の再発出により、全体的に経済は停滞気味である。

□
旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で全然営業ができない。
これではとてもやっていけない。

□
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・緊急事態宣言の再発出により、予約済みの案件が全
てキャンセルとなっている。新型コロナウイルス感染
の収束が見通せないため、旅行需要は消失している。

□
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言期間はツアーを全て中止している（東
京都）。
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□

タクシー運転手 それ以外 ・現在は、緊急事態宣言が３月７日まで延長されてお
り、飲食店などは営業時間を午後８時までに短縮、酒
類の提供は午前11時から午後７時に制限されている。
タクシーはその影響をまともに受けており、午後８時
を過ぎると利用客が極端に少なくなる状態が毎夜続い
ている。景気は悪いままである（東京都）。

□

タクシー運転手 来客数の動き ・今は夜主体で仕事をしているが、緊急事態宣言の再
発出後、夜９時を過ぎると人の動きがほとんどなく
なってくる。深夜は全く厳しい。３月も同様の状況に
なる（東京都）。

□
通信会社（経営
者）

単価の動き ・来客数等は余り変わらない（東京都）。

□
通信会社（経営
者）

販売量の動き ・緊急事態宣言の再発出以降は販売量が増加していな
い（東京都）。

□
通信会社（社
員）

お客様の様子 ・既に覚悟はしていたことだが、例年ある年初のイベ
ントが軒並み中止となり、前年と比べて売上が減少し
ている（東京都）。

□

通信会社（管理
担当）

お客様の様子 ・積極的な訪問営業を一律中止としているが、緊急事
態宣言が解除されれば再開する見込みである。現在
は、客からの問合せ案件のみ対応し、その他は客のケ
アに重点を置いている。

□

通信会社（局
長）

販売量の動き ・当拠点で新型コロナウイルスり患者が出た影響や、
東京の中心部ということもあり、自宅訪問に対する客
の反応がネガティブで、契約数は前年同月比でマイナ
スとなっている。他の拠点が全てマイナスではないの
で、緊急事態宣言が解除されれば、今より盛り返すと
思われるが、全回復とまではいかない（東京都）。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新規加入、コース変更共に必要最低限のプランを選
択する意識が相変わらず強い。

□
通信会社（経営
企画担当）

お客様の様子 ・少しずつ業務案件数は増加しているものの、就業希
望技術者があふれており、３か月前と比べても商談獲
得数は変わらない（東京都）。

□
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・加入者数の変動は余りなく、販売量についてもここ
数か月大きな変動はみられない（東京都）。

□

通信会社（経理
担当）

単価の動き ・割引販売が限界に近づいてきている。サービス別に
売上高の推移を参照すると、加入者数が増えていても
客単価が毎月10円未満下がり続けているため、前月比
では減少している。インターネットサービスだけ売上
が増えているが、他のサービスのマイナスを吸収し
て、全体としては横ばいである。

□
通信会社（総務
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染再拡大の影響による訪問営
業機会の減少等により、新規契約獲得件数が伸び悩ん
でいる（東京都）。

□
観光名所（職
員）

来客数の動き ・こちらは観光地のため、一番の閑散期を迎えてい
る。したがって、前回の数字とほとんど変わらない
（東京都）。

□

パチンコ店（経
営者）

来客数の動き ・緊急事態宣言下で、依然として市中の客足は遠のい
たままである。飲食店の時短営業とあいまって、午後
８時以降は街中が閑散としており、人影もまばらであ
る。

□
競輪場（職員） それ以外 ・前月で競輪場の発売を一旦停止した。現在は解体や

移転準備を行っている。

□
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・前月と変わらず、今までの案件が続いている。

□
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・前年から継続している仕事が年度末まで続いている
ので、景況感の変化は感じていない。

□
設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・計画や相談ごとは多少なりとも増えてきてはいるも
のの、行ったり来たりでなぜか進まず、仕事へは結び
付いていない（東京都）。

□

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・３か月前と比べて余り変化がない。客の動きも活発
ではなく、ちょこちょこ動いているように感じる。金
融機関も資産家や地主などには積極的に融資を行う
が、投資家に対しては厳しい対応が続いている。

▲

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・呉服店をしているが、成人式が中止ではないが延期
になってしまった関係で、客が非常に心配している。
キャンセルするかもう少し我慢して待ってみるとか
で、客が不安定になっており、商売にはとてもマイナ
スになっている。
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▲

商店街（代表
者）

それ以外 ・クレジットカードの取扱高は前年比７割で推移して
いたが、現在は６割まで落ちている。飲食店の時短営
業の影響もあると思うが、それを差し引いてもアパレ
ルなども軒並み数字を落としている（東京都）。

▲
一般小売店［家
具］（経営者）

来客数の動き ・今年に入って、やはり新型コロナウイルスの影響
か、本当に客が来ない。暇である（東京都）。

▲
一般小売店［文
房具］（経営
者）

販売量の動き ・緊急事態宣言が続き、近隣飲食店や事業所の来店が
減ってきており、業務需要の商材を中心に、店頭売上
が２割強落ち込んでいる（東京都）。

▲

一般小売店［生
花］（店員）

来客数の動き ・元々２月は良くないのが相場である。２月、８月が
最低だが、２月はとにかく花がもつ。逆に、８月は花
がもたず、すぐ駄目になってしまうのが理由である。
今年の２月もやはり例年と同様に売れない。ましてや
新型コロナウイルス禍で客が外出していないので、本
当に悪い。少しでも早く回復してほしい（東京都）。

▲

百貨店（広報担
当）

来客数の動き ・緊急事態宣言の再発出を受けた外出自粛傾向の高ま
りから、来客数自体は減少傾向にある。ただし、宣言
再発出直後の１月に比べると、足元では緩やかながら
回復の兆しもある（東京都）。

▲
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・緊急事態宣言による外出控えの影響もあり、来客数
が低迷している。衣料品を中心に売上低下が継続して
いる（東京都）。

▲
百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言の再発出以降、来館客数は減少傾向に
あり、売上減が続いている（東京都）。

▲

百貨店（経営企
画担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言中ということもあり、前月に比べると
若干揺り戻しがあるものの、厳しい状況に変わりはな
い。食料品はやや堅調に推移しているが、衣料品等の
動きは厳しい。退店したショップの跡地についても、
次の候補が決まらない状態が続いている（東京都）。

▲
スーパー（経営
者）

来客数の動き ・２月は来客数にストップが掛かっている気がする。

▲

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・緊急事態宣言が再発出され、来客数が減ってきてい
る。このところ新型コロナウイルス感染状況が収束の
傾向にあり、内食需要がこれから徐々に減ってくるの
ではないか。外食需要の高まりも合わせて、我々スー
パーにとってはこの先景気が悪くなる。

▲
スーパー（総務
担当）

単価の動き ・新型コロナウイルスの影響で売上が減っている。

▲
スーパー（ネッ
ト宅配担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言期間も後半になり、売上の伸びが鈍化
してきている。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・売上が減少している（東京都）。

▲
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・来店する客は仕事がないということである。今まで
仕事帰りに買物に来てくれていた客の来店が減ってい
る。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・緊急事態宣言中なので、夕方から夜に掛けての来客
数がかなり落ちている。

▲
家電量販店（店
長）

販売量の動き ・商品単価が少し落ちてきている。高単価商材の動き
も鈍くなっている（東京都）。

▲
乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・販売量、来客数共に減少傾向がみられる。予算を達
成するとしても、以前と比べてスピードが遅くなって
いる。

▲
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・決算期だが、例年と比較して全体的に販売台数が少
ない（東京都）。

▲

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

来客数の動き ・前年は新型コロナウイルスの影響により、ドラッグ
ストアは非常に好調だったが、今年は前年のあおりを
受けて、非常に厳しい。調剤も処方箋の減少がまだ続
いており、とても厳しい１年になる。

▲

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（団体役
員）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事態宣言再
発出と、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの一
時停止により、売上が落ち込んでいる（東京都）。

▲

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

販売量の動き ・前年度より良くはなっているが、それは前年２月に
新型コロナウイルスの影響があったためで、一昨年と
比較すると、この影響なのは明らかである。３か月前
はＧｏ　Ｔｏキャンペーンがあり、新型コロナウイル
ス前との比較で微減まで戻っていたが、現時点でそこ
までの回復はみられない。
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▲
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・通常で一番忙しい12～13時のランチの来客数が５割
減少している。夜営業は地元客が中心で、多少の予約
が入るが、遠来の客はほとんどない（東京都）。

▲
旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・緊急事態宣言による影響で申込みがない（東京
都）。

▲
タクシー運転手 お客様の様子 ・会社関係の仕事が激減しており、それが継続中であ

る（東京都）。

▲

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・２月の客からの問合せ状況では、前年比で戸建ては
大幅減少、集合住宅は増加となっており、前月比でも
同様の傾向が継続している。特に、学生がオンライン
授業で通学できていないため、不動産関連で新入居が
停滞気味である影響がみられる（東京都）。

▲
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言の再発出を受け、訪問営業機会が減少
しているため、新規契約の獲得件数が大幅に低下して
いる。

▲

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・大手携帯各社の新プラン発表以降、消費者が様子見
の状態になり、携帯の切替えの動きが鈍っている。そ
れに伴い通信関係でも同様に動きが鈍り、契約数に影
響が出ている。

▲

その他サービス
［福祉輸送］
（経営者）

販売量の動き ・３か月前の前年12月と比べると、２月はやはり緊急
事態宣言の影響で消費が落ちた状態である。全般的に
は自動車需要はそれなりに残っているものの、購入の
決定が遅れている（東京都）。

▲
その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で客自身の会社の業績も
悪化し、間接的に当社の売上も減少している。購入商
品単価も抑えられており、前年より悪化している。

▲
設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・仕事量が少なくなっている。

▲
設計事務所（職
員）

競争相手の様子 ・年明けからの受注状況は、例年に比べて低調な傾向
が見てとれる（東京都）。

▲

その他住宅［住
宅管理・リ
フォーム］（経
営者）

競争相手の様子 ・前月も同じようなことを言ったと思うが、新型コロ
ナウイルスの影響が続いている限り、ほとんど営業的
なことができない。これからまだまだ厳しい状況が続
いていく。大変心配である。

▲
その他住宅［住
宅資材］（営
業）

販売量の動き ・年明け以降建築資材の動きが低下しており、悪い状
況が続いている（東京都）。

×

一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・店舗の外を客がほとんど歩いていない。また、行政
改革担当大臣のはんこ不要論等の影響で、認印等の売
上がゼロに等しい状況になっている。そればかりが原
因ではないと思うが、商売としては非常に低迷してい
る。

×
一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・緊急事態宣言が再発出されているのに、良いわけが
ない。イベントもないし、売上も増えない。従業員も
交代で出たり休んだりしている（東京都）。

×

百貨店（販売促
進担当）

それ以外 ・１月７日の緊急事態宣言の再発出以降、既に新型コ
ロナウイルスの影響により少しずつ落ち込みが見えて
いた前年２月と比べても、来客数が落ち込んでいる。
また、営業時間の短縮、物産展催事の中止等もあり、
売上の落ち込みも顕著である。

×
衣料品専門店
（役員）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で中高年の外出が減って
おり、衣料品の需要がない。

×
住関連専門店
（統括）

来客数の動き ・外出自粛が定着してきていることで、来客数も相当
減った状態のまま推移している。

×
その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

販売量の動き ・売れていないのに商品の仕入れ値が高騰しているの
はおかしい（東京都）。

×

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・３か月前の12月は、まだ緊急事態宣言が再発出され
る前で、11月までは前年比マイナスで来ていたが12月
のみ黒字転換となっていた。その12月の景況と比べ
て、明らかに来客数、売上共に減少している。

×
高級レストラン
（営業担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言を受けて、首都圏を中心にほとんどの
店舗が休業している（東京都）。

×

一般レストラン
（経営者）

競争相手の様子 ・レストランとしての営業は20時までなので、売上が
その分少なくなっているが、何とかやっている。ケー
タリングが前年から一切なく、その分の売上が約半分
になっているためかなり悪く、店を維持していくのが
大変である。
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×

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・３か月前の11月１～26日までの前年比は、売上
69.5％、来客数65.3％である。今月２月１～27日まで
の前年比は、売上38.7％、来客数36.9％である（東京
都）。

×
一般レストラン
（経営者）

それ以外 ・新型コロナウイルス感染防止対策の影響で、アル
コールの提供は19時ラストオーダーとなっており、夜
の客はほぼゼロになっている。

×
その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

それ以外 ・当商店街の他店の様子をみると、夜はかなり暇な日
が続き、以前であれば予約が取れないような店でも、
客がゼロのことがあるようである（東京都）。

×

その他飲食［給
食・レストラ
ン］（役員）

販売量の動き ・緊急事態宣言再発出の影響を受け一時閉鎖した食堂
や、テレワーク等による喫食者数の大幅減から、売上
が前年の緊急事態宣言下の５月水準まで低下している
（東京都）。

×

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・緊急事態宣言の延長により２月はほとんど休業に近
い状態が続いている。僅かに宿泊が稼働しているが、
近隣の大型コンベンション施設がほぼ休業しているの
で、割合としては僅かである。宿泊客がほとんどな
く、街自体がゴーストタウン化している。また、２月
は日数が少ないこともあり、業績は最悪である。

×

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・緊急事態宣言の延長に伴い、ホテル全体の売上が回
復することのないまま推移している。特に、会食につ
いては、元々少なかった問合せもほぼ皆無となり、厳
しい。19時までのアルコール提供や、20時閉店の縛り
の前に、客が来ないので売上が立たない。

×
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・緊急事態宣言の延長により、２月は大変厳しい結果
となっている。宿泊、料飲共に全くといっていいほど
客足が止まっている。

×
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・２月は前年同期比では80％だが、３か月前と比べる
と半減である（東京都）。

×

旅行代理店（販
売促進担当）

販売量の動き ・３か月前はＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン
が実施されていたが、現在は一時停止になっている。
その結果、販売する旅行自体の動きも全体的に止まっ
ている。国内は教育旅行が一部あるが、法人等は一切
ない。海外に至っては全くない。そうしたことから、
非常に厳しい状態に置かれている（東京都）。

×
旅行代理店（営
業担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言が解除されず、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖ
ｅｌキャンペーンも一時停止の状態で、客の来店が少
なく、売上もほとんどない。

×
旅行代理店（総
務担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言中でもあり、客は業務渡航における海
外赴任者及び海外からの帰国者のみで、一般旅行客の
動きはほぼない（東京都）。

×

タクシー運転手 お客様の様子 ・緊急事態宣言が２か月間に及び、無線本数、駅から
乗り込む客が激減している。昼間はやや仕事がある
が、夕方５時頃からは２時間に１回仕事ができれば良
いといった具合で、タクシー利用客が少ないのが現状
である。

×
タクシー（団体
役員）

来客数の動き ・緊急事態宣言の影響が大きい。特に、夜間の人出が
全然ない。

×

ゴルフ場（従業
員）

それ以外 ・景気の悪化は、まずは中小零細企業に影響する。今
となっては大企業にも影響し、かつて就職先として憧
れであった大手旅行代理店が中小企業となり、大手航
空会社が新卒採用を見送るなどの報道が続いている。
景気が悪くなっていると実感する。

×

ゴルフ場（経理
担当）

来客数の動き ・２月の首都圏は天候に恵まれ、ほぼ雪が降らず、季
節外れの温暖な日もあって、比較的高稼働率で推移し
ている。一方、新型コロナウイルス感染者で入院やホ
テル療養ができず自宅で亡くなる事例が多発し、医療
提供体制が壊滅的になっている状況下にある。新型コ
ロナウイルスに限らず病気にり患すること自体が生命
の危機に直結する、もはや自分の身は自分で守るしか
ないと考える高齢層は多く、３密が発生しにくいゴル
フプレーすら自重する動きがみられる。

×
その他レジャー
施設［総合］
（広報担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言下で大規模催事の開催が見送られてお
り、来客数がとても少ない（東京都）。

×
美容室（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で客の来店頻度が鈍って
いるような気がする。
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×

設計事務所（経
営者）

それ以外 ・現在は新型コロナウイルスの影響で、１～２月は一
般、民間の設計受注はゼロとなっている。行政の指名
入札の環境も非常に悪化していて、この２月は最低で
ある。営業といっても、取れる術がない。

×

住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・当社は不動産ディベロッパー業と総合建設業であ
る。都内数か所に保有している賃貸用のホテルでは、
観光客及びビジネス客が極端に減っているため、ホテ
ル運営業者から約定している賃料がほとんど入ってい
ない。また、建設業では、公共工事以外は新規プロ
ジェクトが少なく、民間からの受注もほとんどない。

◎
その他サービス
業［警備］（経
営者）

それ以外 ・入札案件の新規受注があり、売上が見込める。

○
出版・印刷・同
関連産業（所
長）

受注量や販売量
の動き

・緊急事態宣言解除に向けた動きが出てきており、案
件依頼が活発になってきている。

○

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・印鑑、ゴム印、名刺印刷、表札の注文などを受けて
いる。路面店だが、外回りで会社にも納めている。今
月は会社設立に関連した注文は１件のみである。通信
販売で客から印鑑リフォーム、彫り直しの注文も受け
ているが、こちらは非常に注文が多く、通常は10～20
万円くらいのところ、今月は40万円近くの売上となっ
ている（東京都）。

○
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・年度末が近いと、売上の目標に近づけるためか、取
引先では発注量を増やす傾向がある。例年のことなの
で、差し引いて見る必要がある。

○

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・前月までは、前年、一昨年の売上に引けを取ってい
たが、今月は超えてきている。理由としては、市場が
やや動き出してきたことと、地道に経営努力をしてき
た賜物だと考えている（東京都）。

○
精密機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・前月から受けた受注量に対して、今月に入ってか
ら、今月納入で約20％の追加発注があったが、設備の
問題と原材料の入荷ができず、生産が間に合わない。

○
通信業（広報担
当）

受注量や販売量
の動き

・１月よりは少し減少幅が縮小しているが、依然とし
て低迷している（東京都）。

□
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・街中の人出が少ないように感じる。来客数も減った
ままだが、気温の高い日は以前より客が増えているよ
うである。

□
化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・１月に緊急事態宣言が再発出されたが、11～12月と
比べて受注の勢いが低迷した状況に変化はなく、悪い
状況が続いている。

□
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・回復傾向にあった化粧品容器の受注が、今回の緊急
事態宣言再発出により２割キャンセルとなっている。

□
金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・新しい設備案件がない。見積依頼があっても単価が
厳しく、大変である。

□
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・当社が関係している建設機械等は国内、国外共に好
調だが、国内の景気は新型コロナウイルスの影響を受
けており、良くなっているとは思えない。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新築案件や計画案件の話がほとんど出てこないとい
う状況は前年から変わらないものの、ここにきて、官
庁工事の公告案件が出てきている。

□
輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・悪いなりに、売上の底は脱したようである（東京
都）。

□
輸送業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・物量が低迷した状態が続いており、厳しい。

□
輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・繁忙期の物量が予想していた以上に増えていない。

□

金融業（役員） 取引先の様子 ・緊急事態宣言の再発出により宿泊業、観光業、飲食
店の苦境が継続している。消費者の消費動向が変化
し、店内での飲食を控え、食べ歩きの傾向が一層増し
ており、飲食に関する消費単価の低下傾向が続いてい
る。ただし、湾岸地区のシーフロントエリアの不動産
業の動きは活発である。

□
広告代理店（営
業担当）

受注価格や販売
価格の動き

・引き続き、エンタメ、イベント関連の売上は厳しい
が、それ以外は予算が低いながらも変わらずに相談が
来ている（東京都）。

企業
動向
関連

(南関東)
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□

税理士 それ以外 ・近隣駅周辺の飲食店は、夜８時までの営業となって
おり、持ち帰り可能な店は流行っているが、そうでな
い店には客が入っておらず、悲惨である。営業時間短
縮に係る感染拡大防止協力金６万円をもらえているよ
うな小さな店は良いのだろうが、チェーン店などは本
当に大変である（東京都）。

□
その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量が前年同様に低迷したままである。

□

その他サービス
業［ビルメンテ
ナンス］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新規契約の時間単価は現状の人手不足を反映して推
移しているが、相変わらず既存現場の値上げができな
い状況にある（東京都）。

□
その他サービス
業［映像制作］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・緊急事態宣言が継続しているなか、ホテルや大きい
会場での撮影は全くなく、学校関係からの受注も停止
している状態である（東京都）。

□
その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・年度末が近いが、特に新たな動きもなく、受注状況
に変化はみられない。

▲

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

それ以外 ・依然としてセミナー、委員会、学会はＷｅｂ開催が
多い。来年度もＷｅｂ開催が主流とのことで、データ
配信が更に増え、その分、印刷需要減が続く（東京
都）。

▲

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、全体としては受注が
減ってきている。動きが良いのは医療機器関係だけ
で、やはり経済が縮小してきているのではないかと感
じる。

▲
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・受注量の減少傾向を感じる。

▲
建設業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注の平均額が落ちている。また、物件自体も減少
していると感じる。

▲
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・緊急事態宣言の影響か、落ち込んでいる取扱量が更
に減少しており、２月の稼働日数減とあいまって、非
常に厳しい状況が続いている（東京都）。

▲
金融業（支店
長）

取引先の様子 ・緊急事態宣言中であり、法人の設備投資、個人消費
共に冷え込んでいる。

▲

金融業（総務担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響が大分大きくなってい
る。飲食業やサービス業の売上がかなり落ちており、
業界全体が低迷している。不動産業も、客の収入に対
する先行き不安感があり、販売が低迷している。生活
全般に関する物の売上が減少しているので、新型コロ
ナウイルスの収束が見えない限り、景気は上向かない
（東京都）。

▲

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・当社が営業している再開発店舗も、５店舗が空室
で、１店舗が２年半ぶりに金物販売店から水販売店に
決まったが、他の４店舗はまだそのままである。緊急
事態宣言の再発出により休業している店舗もあるが、
時短営業で皆大変である。全ての行事が中止となり、
静かな２月を終える（東京都）。

▲
不動産業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・人の動きが減っており、ホテル需要は下降気味であ
る（東京都）。

▲

不動産業（総務
担当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルス感染防止対策の影響で、飲食店
の売上は、持ち帰り販売が好調な店では前年同月比で
平均20％減、夜が中心の居酒屋系店舗では平均60％減
となっている。賃料も30％程度の減額要請に応じてい
るが、体力のない店舗は閉店に追い込まれている。退
店されると、後継テナントが全く見つからず、先行き
に対する不安感が増大している（東京都）。

▲
社会保険労務士 取引先の様子 ・雇用調整助成金を受給したいという会社が増えてい

る（東京都）。

▲
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・緊急事態宣言による営業時間の短縮、来客数減少な
どがある。

▲

税理士 取引先の様子 ・国と県からの営業時間短縮に係る感染拡大防止協力
金６万円を受給している飲食店は、規模が小さいほど
恩恵を受け、開店しているよりも利益が出ている様子
だが、それ以外の業種は新型コロナウイルスの影響を
受け、相当つらいようである。

▲
その他サービス
業［ソフト開
発］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・客からの発注条件が厳しくなっている。また、案件
が決まらない（東京都）。
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×
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・例年２月は受注量が落ちこむ（東京都）。

×

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

それ以外 ・明るい兆しが見えず、受注率の減少も変わらない。
この様子だと今後も変わることはないだろう。今一度
モチベーションが上がるような言葉が欲しいものであ
る。

×
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・商品が希望どおりに売れない。退去したテナントの
後の再入居がない。

×
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・緊急事態宣言再発出の影響がある。

×

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・建設業に限って言えば、東京オリンピックをやるか
やらないか曖昧な状況下であるため、都内の大型工事
が全てストップしてしまっている。その影響が大き
く、受注減少が甚だしい。

×
広告代理店（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響でイベント等の業務がな
い。また、我々の業界に対しては補助金等もなく、会
社の経営状況が厳しくなってきている。

×

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・中小金属加工業では、受注の大幅減少により、今年
の昇給を見合わせている。投資型の製品に関与する部
品などが、大きく減産になっている模様である（東京
都）。

◎
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・募集件数が前年比100％を超えている（東京都）。

○

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・新型コロナウイルスの影響下ではあるが、例年どお
り年度末の繁忙期となる兆しがみえており、求人数が
増加している。また、求職者数も増加傾向にあり、派
遣稼働者数も増加している（東京都）。

○
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人総数は前月と比較して増加しているものの、飲
食など特定の産業は減少したままである（東京都）。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人件数などは緊急事態宣言前と大きく変わらな
い。

□
人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響による企業活動や業績に
変化はなく、自身を含めた周囲の消費動向等は低調で
変わらない（東京都）。

□

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数は３か月前比、前年同月比共に100％を割っ
ている。緩やかな回復トレンドではあるものの、新型
コロナウイルス前の水準に比べて10％程度、長期派遣
労働者が減少している（東京都）。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・依然として受注は前年を３割ほど割り込んだ量で推
移しており、地方では約半分になっている（東京
都）。

□
人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・エンジニア派遣のニーズはまだ低く、景気の回復傾
向は見えていない（東京都）。

□

求人情報誌制作
会社（営業）

求人数の動き ・緊急事態宣言により経済活動が制限されている状態
では、景気が上向くことはなかなか難しい。宣言が解
除され、仕事が回っていくようになって始めて徐々に
良くなっていくのではないか。

□
職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・新規求人数の減少は高止まりが続く一方で、就職者
数は前年比３割減の状態が続いている。

□

民間職業紹介機
関（経営者）

採用者数の動き ・就職戦線は３月のスタート本番を控え、各就職情報
会社がいろいろ仕掛けているが、企業サイドは新型コ
ロナウイルスの影響もあり、それほど無理をしていな
い印象である。採用ＰＲに費用を掛けておらず、熱心
に採用しようという機運に乏しい（東京都）。

□
民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・求人数には大きな変化はみられず、力強さも感じら
れない。技術者、特にＩＴ関連の需要は常に多い（東
京都）。

▲

人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・技術者や即戦力人材の採用ニーズは底堅いが、なか
なかマッチする人が少ない。一方、求職者が多くいる
事務系の派遣依頼は低調かつ既存契約も縮小傾向と
なっている（東京都）。

▲
求人情報誌製作
会社（広報担
当）

採用者数の動き ・新型コロナウイルスの影響で先行きが不透明なた
め、採用人数を絞っている周辺企業が多い。当社も同
様である（東京都）。

×
求人情報誌製作
会社（所長）

求人数の動き ・求人掲載数も採用数もかなり少ない。

雇用
関連

(南関東)
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×

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・10人以下の中小企業に集金に行くと、もう会社がな
いとか工場がないということがこの２か月間で20数件
もある。求人依頼ももちろん激減しており、とにかく
最悪の状況である。

　５．甲信越（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

その他サービス
［葬祭業］（経
営者）

お客様の様子 ・葬儀の依頼の８割はお別れの会である。故人が好き
だった物は、業者よりも当事者が良く分かっていると
いうことで、花や写真を自分、家族で用意する人が増
えてきている。

○
一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスも少し落ち着きをみせ、季節が
春に向かって、客の動きが少しずつ出てきているよう
に感じている。

○
百貨店（営業担
当）

単価の動き ・全体ではさほど変わらないと思うが、富裕層の購買
が増えているのか、高額商材が売れている。

○
自動車備品販売
店（従業員）

来客数の動き ・人の動きが活発になり、来客数が10％以上伸びて、
やや上向いている。

○

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染が拡大し、県独自の警戒レ
ベルが５になって、外出自粛要請が出て以来、客足が
減っている。１～２月に警戒レベルが１になっても、
客足は僅かしか戻っていない。それでも自粛期間中よ
りは少しずつ戻りつつあり、歓送迎会シーズンには多
少の期待を持てそうである。

○
都市型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・年末年始を除いた１月の宿泊平均稼働率は20％だっ
たが、今月は35％に伸びてきている。

○
観光名所（職
員）

来客数の動き ・スキー場の入込や飲食で、やや回復傾向がみられる
ものの、夜の飲食業、特に、宴会需要はほとんど戻っ
ていない。

□

一般小売店［家
電］（経営者）

お客様の様子 ・補助金事業関係も終わり、商材の動きも目に見えて
悪くなってきている。人の移動の多い３月を前に、人
や商材の動きが見えてこない。必要な物だけを必要に
迫られて購入するパターンに戻ってきてしまってい
る。

□

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・売上は前年比５％減、来客数は同14％減である。前
年は３月20日までは近隣施設のイベントも何とか実施
の方向で動いていたが、実際は練習のみで本番は中止
になり、以降、現在まで大きなイベントは全くない。
新型コロナウイルスのワクチン接種が始まり、早く収
束してもらいたい。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、来客数が前年よりや
や伸び悩み下回っているため、売上も多少悪い。

□

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・地域的な問題だと思うが、新型コロナウイルスの感
染者数も大分落ち着いてきているのに、今までの傾向
がほとんど変わっていない。これまでどおりの新型コ
ロナウイルス対応の生活に落ち着いているような状況
が続いている。

□
衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・休日も商店街の人通りは少ない。リモートワークな
どの影響も多少あってか、スーツ購入の見送りもある
ようである。

□
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・今年は降雪や新型コロナウイルスの影響もあり、来
客数が減少している。

□

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルス感染の終息が見えず、新車販売
が停滞している。また、半導体不足と先日の地震の影
響で新車の生産が止まったことも、販売減の要因と
なっている。

□

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・車検及び一般整備は前年同月に比べ、若干ではある
が売上増となっている。本来なら、今ごろは４月から
新社会人になる若者の車両購入関係の問合せがある
が、今年は極端に少ない。新型コロナウイルスの影響
かと思われる。

□

その他専門店
［酒］（店長）

お客様の様子 ・２月は本当にひどい。月後半になって土日は少し動
くようになったが、アップダウンが激しく、一進一退
である。良くなるか悪くなるか本当に分からず、総括
するとほどほどというところだが、悪くなる懸念もた
くさんある。

□
一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・来客数は若干多いようだが、売上は単価が低いせい
か、横並びで変わらない。

家計
動向
関連

(甲信越)
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□

スナック（経営
者）

来客数の動き ・宴会が１件もない。会食を自粛するようにとコメン
トを出すなら、全国規模で営業補償をしてくれないと
困る。閉店する店舗が増えてきているが、当たり前で
ある。

□

旅行代理店（副
支店長）

それ以外 ・12月のＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの一
時停止と緊急事態宣言の延長により、客の流れが止
まっている。また、この延長に伴って自治体による支
援事業も一旦停止となっているため、企業の出張も含
め、受付が皆無となっている。

□
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染の終息が見えないなか、新
規加入は低調である。

□
通信会社（社
員）

販売量の動き ・新生活シーズンに向けた新規の問合せは徐々に増え
てきているものの、動向としては例年より落ち着いて
いる。

□
ゴルフ場（経営
者）

それ以外 ・冬季降雪クローズ中のため判断しかねるが、予約状
況は例年並みとなっている。

□
設計事務所（経
営者）

販売量の動き ・社員１人１人が抱える物件数は増えている。

▲
スーパー（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍も１年が経ち、前年と比べる
と来客数、単価共に下がってきている。

▲
スーパー（経営
者）

来客数の動き ・来客数は減少傾向であるものの客単価が好調なた
め、何とか売上を維持している。

▲
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス禍で、やや悪くなっている。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数は前年と比べて大幅に下がっているが、天候
等の影響も大きい。

▲
住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・当社は観光地内にあるが、首都圏の緊急事態宣言の
延長などから、当地への入込客が減少している。

×
商店街（代表
者）

販売量の動き ・新型コロナウイルス禍が始まって１年がたったが、
人出が全くなく街が死んだような状態が続き、結果と
して売上は下がったままである。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・引き続き、主要都市圏の緊急事態宣言が発出中で、
駅前立地の商店街は人出が少ない。

×
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・売上や商店街への来客数が、ますます少なくなって
いる。

×

スナック（経営
者）

来客数の動き ・来客数の動きと回答したが、客や競争相手の様子を
みても、新型コロナウイルスで困っている。その割に
は、競争相手の店が、徐々にまた増えたりしているの
で、本当にどうなっているのか状況が分からない。

×

観光型旅館（経
営者）

販売量の動き ・11月まではＧｏ　Ｔｏ事業の効果で、団体客は全く
いなかったがインターネット経由のカップルや家族客
の予約が多く入っていた。個人客なので１部屋に入る
人数が少なく、入込は満室でも例年の75％程度にしか
ならなかった。しかし、Ｇｏ　Ｔｏ　事業のお陰で、
週末２名の高額な宿泊でも値下げをせずに販売できた
ため、売上は例年並みとなっていた。その後、Ｇｏ
Ｔｏ事業が止まり、緊急事態宣言が発出され、マスコ
ミも大騒ぎしたため、１～２月は実質休業となってし
まっている。売上は、この３か月で100％の状態から
０％まで落ちている。

×

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・緊急事態宣言の継続やＧｏ　Ｔｏキャンペーン停止
により、人の動きが非常に悪くなっている。３か月前
はＧｏ　Ｔｏキャンペーンの恩恵を大きく受けていた
ので、その分、落ち幅が大きい。緊急事態宣言の対象
地域ではないものの、県民性なのか、全く人の動きが
なく、団体利用はほぼゼロで、さらに夜の動きは少人
数でもほとんどない。

×
都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・３か月前の11月はＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャン
ペーンが絶頂期で、プチバブルのような景気だった。
11月と比べると、２月の売上は４割減となっている。

×
遊園地（職員） 来客数の動き ・緊急事態宣言の延長やＧｏ　Ｔｏ事業の一時停止の

影響が依然として続き、来園者数は落ち込んでいる。

×

その他レジャー
施設［ボウリン
グ場］（経営
者）

来客数の動き ・緊急事態宣言が発出中で、相変わらず団体やグルー
プの利用はない。新型コロナウイルスのワクチン接種
も段階的に開始されたが、一般接種はまだまだ先のた
め、厳しい状況はしばらく続く。

◎ － － －

○
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・例年と比べればまだ少ないものの、３か月前と比べ
れば仕事量は増えている。

企業
動向
関連
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□
食料品製造業
（製造担当）

取引先の様子 ・取引先で平日の客がゼロや１人という日もあり、当
社も全く納品できていない。客が入らないので、全体
の売上も落ちている。

□
食料品製造業
（営業統括）

受注量や販売量
の動き

・相変わらず、緊急事態宣言の影響で、他県からの来
場者は激減している。飲食業界からの引き合いも少な
く、苦しい状況が続いている。

□
食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・売上未達の状態が続いており、市況の数字も元気が
ない。今月もご多分に漏れず、同じ状況が続くとみて
いる。

□
窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・主要取引先からの受注が全くなくなっている。

□
金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・企業の景況感は下げ止まっているが、製造業と非製
造業の間で格差が拡大しており、低水準の改善となっ
ている。

▲
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・例年、降雪もあり仕事量が少ない時期ではある。今
年も仕事は少なく、地域経済に活気はなく停滞気味で
ある。

▲

金融業（経営企
画担当）

取引先の様子 ・首都圏を中心に、再度の緊急事態宣言が発出された
こともあり、県外からの観光客は更に減少している。
飲食店も時短営業を余儀なくされているため、経営が
厳しい状況が続いている。

×

その他製造業
［宝石・貴金
属］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・２月は東京、名古屋、大阪を中心とした都市部のデ
パートや小売店では、緊急事態宣言継続の影響を受
け、来客は減少したまま戻っていない。積極的な顧客
の勧誘を控えたり、催事開催を延期せざるを得ず、売
上は大幅に減少している。

◎ － － －

○

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新型コロナウイルスの影響により、飲食、宿泊関
連、土木、建築、設備関係には余り改善がみられない
ものの、製造業の一部では求人活動が活発になってい
る感触がある。

○
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新型コロナウイルス感染拡大の最悪な状態は抜けた
感があり、雇用調整弁である派遣求人も増えてきたた
め、やや良くなっている。

□

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・新型コロナウイルス禍で、企業内の人事は、社員の
60歳再雇用制度や４月の定期異動も合わせ、派遣社員
数が見直され、更新しないケースが増えている。新規
採用活動もしているものの、採用のない状況が続いて
いる。

□
民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・正社員採用が拡大せず、有期雇用の契約社員やパー
ト、アルバイト、派遣の募集が増えている。

▲

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン事業の一時
停止や緊急事態宣言の再発出の影響が、飲食や宿泊業
等と関連企業に波及してきている。土産物製造や遊戯
用機械器具製造、飲食店向け食材卸などが、再び落ち
てきている。

×
求人情報誌製作
会社（経営者）

求人数の動き ・求人数の減少に下げ止まり感がある。従来から求人
をしている企業の募集広告が多く、新規企業の求人募
集広告は余りない。

　６．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・ワクチン接種により新型コロナウイルスの感染が収
束に向かいそうだと客が言っている。

◎
スーパー（店
長）

来客数の動き ・緊急事態宣言が続いていることで、日中から夕方に
掛けての来客数が緊急事態宣言前より増えており、売
上が上がっている。

◎
乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・問合せ数、来客数共に非常に良かった。一般的に２
月はそれほど良くないはずだが、客の様子も問合せ件
数も良かった。

○
一般小売店［高
級精肉］（常勤
監査役）

販売量の動き ・新型コロナウイルスのワクチン接種のスケジュール
が見えてきたため、良くなる景況感がある。

○
百貨店（営業担
当）

単価の動き ・緊急事態宣言が解除されず、来客数は前年より３割
ほど落ちたままだが、必要な物は買物に来ている。

○
百貨店（営業担
当）

単価の動き ・自宅で過ごすために、質の良い生活雑貨を選ぶ傾向
がみられる。

(甲信越)

雇用
関連

(甲信越)

家計
動向
関連

(東海)
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○

百貨店（計画担
当）

お客様の様子 ・緊急事態宣言中ではあるが、新型コロナウイルスの
感染者数は減少傾向にあるなかで客は自粛疲れがある
のか、特に富裕層は売上アップの施策に対する反応が
大きくなってきている。今後も旅行などアクティブな
活動が制限されているなか、欲しいモノに対する購買
意欲は高くなってくると感じられる。

○
スーパー（ブ
ロック長）

お客様の様子 ・今回の緊急事態宣言下では、大きな買いだめの傾向
はなかったが、外食がままならないためか和牛やフグ
などのごちそう商材の動きが好調であった。

○

コンビニ（企画
担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言は継続中であるが、１月と比べて若干
改善傾向にある。売上が前年比で７割程度に戻ってい
る。その傾向は、都市中心部よりそれ以外の店舗の方
が強い。

○

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・売上の前年比は前月と比較して５％改善している。
家庭内需要と思われる手作り弁当、冷凍食品、生鮮品
や日配関連は４％プラスで、特にエリア商品の強化で
デザートは20％の伸張があった。

○
乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・決算月の２月ではあるが、やはり例年どおりとはい
かない。先が見えにくいことで購入せずに様子見にす
る方が多い。

○
乗用車販売店
（経営者）

単価の動き ・次世代自動車補助金利用に伴う駆け込みと、新型コ
ロナウイルスによる緊急事態宣言の解除に向けた客の
動きから、新車、中古車共に売上が上がっている。

○

乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・気温のせいかは分からないが感染者数が減ってきた
ことで、また、緊急事態宣言解除も少し前倒しにな
り、来店客の話題も変わってきている様子である。来
客数は横ばいで通常の売上まではまだまだ届かない
が、少し回復しつつある。

○
その他飲食［仕
出し］（経営
者）

お客様の様子 ・客の過ごし方は以前と比べて落ち着きがあるが、時
短の影響は大きい。

○
通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・新規契約者数はさほど変わりはないものの、解約数
は落ち着いてきており、多少良くなってきている。

○
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・時期的なものもあるが、少しずつ新規申込みが増え
ている。

○
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・次年度に向けて、販売量が増加傾向になってきた。

□

商店街（代表
者）

販売量の動き ・在宅時間が増えたことによるいわゆる巣籠り需要に
期待したが、ほとんど売上は変わらない。日用品、食
料品を除いてはネットでの購入が多いようである。店
売りは相変わらず厳しい状況が続いている。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・特に１～２月は売上が伸びなかった。３か月でみた
ときにはほぼ変化なしの見解である。

□
一般小売店［結
納品］（経営
者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの感染がまん延している間は、
景気は良くならない。

□

一般小売店［生
花］（経営者）

単価の動き ・今までより単価を少し下げて販売している。仕入価
格は上がっているので厳しいが、その方が売れるので
努力している。外出が減って家にいることが増え、客
単価は下がっているが家使いの花は売れている。ただ
し、ブライダル、葬儀に関する売上はかなり落ちてい
る。

□
一般小売店［書
店］（営業担
当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスで営業活動が制限されるなかで
も、例年並みに年度末向けの受注の増加が確認され
る。

□
百貨店（経理担
当）

お客様の様子 ・緊急事態宣言への反発消費が一部にみられるもの
の、消費マインドの大勢は低位にある。

□
百貨店（業績管
理担当）

販売量の動き ・11月からの新型コロナウイルスの感染再拡大以降、
売上が戻ってこない。客も警戒してか来客数も低い水
準のままである。

□

百貨店（販売担
当）

お客様の様子 ・まだ厳しい状況ではあるが、２月後半は、緊急事態
宣言解除への期待もあり少しずつ来客数が増えてきて
いる。高単価商品も稼働しており、必要な物や欲しい
物だけを購入する傾向が強くなっている。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・緊急事態宣言解除後も客のライフスタイルは変わら
ず、買物頻度は落ちてくる。

□
スーパー（店
員）

来客数の動き ・来客数が少なくなっている。
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□
スーパー（販売
担当）

単価の動き ・競合店が改装オープンして３か月、新型コロナウイ
ルスの影響もあって来客数は減ったが、客単価は上
がった。売上は前年比100％に達してない。

□

スーパー（商品
開発担当）

販売量の動き ・３か月前の売上前年比は104％で、２月は103～
104％と同様に推移している。ここ数か月は売上前年
比105％以内で推移し、新型コロナウイルスのピーク
時と比較すると約３～４％下がって推移している。

□
コンビニ（店
員）

来客数の動き ・来客数はほぼ変化なしで、売上も横ばいである。

□

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・バーゲンセール中にもかかわらず来客数が激減して
いたが、ポップ広告で冬物全商材を半額にしたら一見
客の購買があり、なじみ客とは違う傾向の商品がさば
けたため結構助かった。

□

衣料品専門店
（売場担当）

お客様の様子 ・外商について、法人客は社内イベント等の開催が困
難ということで、代替策として記念品の支給等を行っ
ている模様である。そのため、３か月前と比較しても
大きな落ち込みは感じられない。

□
衣料品専門店
（販売企画担
当）

販売量の動き ・必需品以外はほぼ動かない。ファッション品は、緊
急事態宣言も出ているので、全く動かない。

□
家電量販店（店
員）

単価の動き ・エアコン、冷蔵庫や洗濯機の買換えで、長く使える
良い商品が選ばれている。

□

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・緊急事態宣言が出されているとはいえ、慣れてし
まっているのか、来客数が増え始めた。それに伴い販
売台数も増えてきている。目標どおりとまではいかな
いものの、前年を超える売上となっている。半導体不
足や福島の震災による生産の遅れで新車販売が鈍化す
るなか、すぐに納車できる中古車の販売が好調であ
る。ただ、在庫に限りがあるため、全体的には喜べな
いような状況ではある。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新車の販売台数は前年と比較すると少し減ってはい
るが、緊急事態宣言下だと考えれば、客の動きは悪く
ないと思われる。

□

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・緊急事態宣言が発出されてかなり景気が落ち込むと
予想していたが、意外とそこまで落ち込む気配はな
く、大分収束に向かっているように感じるため、取り
あえず今はそれほど悪い状態ではないと考える。

□
一般レストラン
（従業員）

お客様の様子 ・団体で利用できる飲食店なので、売上が全く上がら
ない。

□

旅行代理店（経
営者）

それ以外 ・新型コロナウイルス禍によって様々な動きが加速さ
れ、ターミナル駅前のオフィスの解約も年度末に向け
て増加している。飲食店ビルのテナント募集の張り紙
も目立ってきた。今まで考えられないことが発生して
いる。地下街のシャッターが降りたままで、テナント
が決まらずにいるのか何か月も閉まっている。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・繁華街は景気の良いときと比べて非常に人出が少な

い。３か月前の悪いままの状態で、良くなっている気
配も感じられない。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染が収束しても、しばらく

景気は戻らない。

□

タクシー運転手 お客様の様子 ・相変わらず特に夜の営業は全く駄目である。年末か
らずっと夜の街は閑散としており、昼間も２割くらい
落ち込んでいる状態であり、売上は２～３万円程度で
ある。緊急事態宣言期間中、当社も２割の約130台の
車を休止している。

□
通信会社（サー
ビス担当）

お客様の様子 ・新規申込みが若干減少している。また、料金見直し
の問合せが増加している。

□
テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍で、春節のインバウンドをカ
バーするだけの一般客は見込めない。

□
テーマパーク職
員（総務担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言の解除が見込まれるが、新型コロナウ
イルスの影響は残る。

□
観光名所（案内
係）

お客様の様子 ・街中の人出が相変わらず少ない。

□

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・今月は比較的穏やかな日が多く、入場者は順調に確
保できている。売上も前年より増加する見込みであ
る。ここ数か月の入場者数は、雪の影響が大きかった
前月を除いてほぼ順調である。

□
美顔美容室（経
営者）

お客様の様子 ・来店回数を、１か月に２回から１回にする客が数人
出ている。マスク生活のため化粧をしない客も多くい
て、売上にも影響している。



68 

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

□
その他サービス
［介護サービ
ス］（職員）

それ以外 ・レンタル商材の調達量が控えめであった。

□
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・悪い状態が継続している。

□
設計事務所（職
員）

お客様の様子 ・打合せのなかでも景気については良くなるとか悪く
なるという話はないため、変わらないと判断した。

□
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・新型コロナウイルス禍の状況も変わらず、相変わら
ずの横ばい状態が続いている。

□
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・緊急事態宣言中のため客の動きが鈍化している。

□
その他住宅［不
動産賃貸及び売
買］（営業）

単価の動き ・賃貸業界は繁忙期に入っているが、緊急事態宣言下
で例年よりも減少している。売上は当然３か月前より
は多いが、景気は下向きである。

▲
商店街（代表
者）

販売量の動き ・来客数そのものが減少しているため、どうしても販
売量、売上高につながってこない状況がずっと続いて
いる。

▲

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍の勢いはやや落ち着きを見せ
ているが、この地域でも常識のない人々の行動による
カラオケ、飲み会などで病院、介護施設、学生寮など
のクラスターが続いており、終息には程遠い。観光客
もバス利用の団体客はゼロに近い。

▲

一般小売店［贈
答品］（経営
者）

お客様の様子 ・当地は緊急事態宣言の対象外であったがその影響を
受け、当店は定休日をもう１日増やした。新型コロナ
ウイルスの感染対策のために客自身が来店しなくな
り、付き合いの幅も狭くなった結果、来客数が少なく
なって売上量も減っている。したがって、４か月前く
らいと比べると、来客数、売上共に減少である。客は
外出を控え外向きの活動をしなくなった。

▲

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・昼間は年配の夫婦や男性１人で歩いている客が多
い。買物というよりも昼食後に散歩がてらに来ている
といった様子で、売上には結び付かない。夕方７時以
降はほとんど来客がない状態である。来客のピークは
夕方５時～６時半頃だが、ゆっくり話を聞いて吟味し
ても今日は見るだけという客も多く、なかなか売上に
は結び付かない。

▲

スーパー（店
員）

お客様の様子 ・緊急事態宣言に伴う夜８時以降の飲食店閉店の影響
だろうか、隣接する道路の人通りも夕方を過ぎると閑
散としている。夕方以降の客の減少がもろに響いてい
る。

▲

スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・土日の来客数は以前と変わらないが、平日の来客数
はぐっと減った。新型コロナウイルス禍ということも
あるのだろうが、それにしても、とても少なくなった
と感じる。

▲
スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・客の購入数が減少しており、化粧品やリップス
ティック等の購入が著しく減少している。日用品は、
新製品の購入があるが、拡大基調とは言い難い。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンが中止になり来客数が前年
比90％を切ってしまった。

▲

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・２月は緊急事態宣言の発出中で、月の前半は特に来
客数の減少が著しく、後半に入ると新規感染者数が減
少してきたせいか、若干ではあるが戻りつつあるよう
に感じる。

▲

コンビニ（本部
管理担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言中のため、コンビニは低調である。売
上前年比は約95％で推移している。３月初旬までには
宣言解除の見通しのなか、現状では手の打ちようがな
く景気回復は期待できない。

▲

家電量販店（フ
ランチャイズ経
営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍による外出自粛で来客数が
10％ほど減っている。特に高齢者は外出自体を控えて
いるようだ。自粛疲れといわれているが、人によって
は自粛慣れして出歩かない人も増えているのかもしれ
ない。

▲

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・緊急事態宣言が発出され、やはり客との面談に気を
遣って、来店誘致や商談促進といったこちらからのア
プローチにちゅうちょが生まれる。客からも受け入れ
ようとする反応が鈍い。

▲
乗用車販売店
（販売担当）

お客様の様子 ・緊急事態宣言が発出されて、来店を見送る客が増え
てきた。緊急事態宣言が解除された後どうなるかだと
考える。
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▲

住関連専門店
（営業担当）

販売量の動き ・飲食・物販等の商業施設の新築・リニューアルの現
場が減っていたり、様子見状況が続いている。戸建て
住宅やマンションの新築は減少、リフォームは横ばい
である。

▲

高級レストラン
（経営企画）

来客数の動き ・緊急事態宣言発出後、大きく落ち込んだが、夜の客
が昼に来店し、併せてテイクアウトを利用している。
２月下旬より少しずつ回復傾向であるが、まだまだ採
算が取れるレベルにない。

▲
一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・最近は客が買う点数や商品を選ぶ際にとてもシビア
になっている。

▲
その他飲食［ワ
イン輸入］（経
営企画担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルス禍のなかで業務の縮小を検討し
ているという声が増えてきた。それに合わせた在庫量
の調整が始まっている。

▲
都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・予約が入ってもすぐキャンセルになる。

▲
都市型ホテル
（営業担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス禍の影響が続いている。宿泊の
稼働が悪く、レストランにも波及している。ブライダ
ルだけは少し伸びてきている。

▲

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・緊急事態宣言の期間延長に伴う自粛とＧｏ　Ｔｏ
キャンペーン中止で旅行を控えている。ワクチン接種
をするまでは余り外出したくないと言われた。ワクチ
ン接種をして日常生活が戻るには時間が掛かるので、
旅行業者、宿泊業やバス会社などにも飲食店のような
手厚い支援をしてほしい。いざ回復しても、軒並み潰
れていると観光業は成り立たない。再度持続化給付金
のような支援をお願いしたい。

▲

レジャーランド
（職員）

来客数の動き ・緊急事態宣言の延長と新型コロナウイルスの感染状
況を考慮し、２月初旬から屋内施設を臨時休業とし
た。例年の水準には程遠いが、第３波の収束と気温の
上昇とともに、緩やかに来客数は増加してきている。

▲
パチンコ店（経
営者）

販売量の動き ・来客数の動きから景気はやや悪くなっていると判断
した。

▲
理美容室（経営
者）

来客数の動き ・皆が出歩かないのか、客が余り来てくれない。

▲
美容室（経営
者）

来客数の動き ・客にイベントや外出の用事がなく、髪を余り気にし
なくてよいため来客数が減っている。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・やはり新型コロナウイルスの影響が大きい。

▲
その他住宅［住
宅管理］（経営
者）

お客様の様子 ・ネガティブな報道ばかりで消費マインドも低下して
おり、売上は引き続き低い状態で景気が良くなる気配
もない。

×
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客が外へ出ようとしない。緊急事態宣言が慢性化し
てしまい、ボディーブローのように消費マインドが冷
え込んでいっている。

×

商店街（代表
者）

販売量の動き ・駅の売店や空港などステーション系売店は前年同月
比５～15％が続き、最悪の状態である。大型観光施設
の宿泊客の土産品購買も５％である。日配商品なので
毎日製造販売はしているが、ほとんど廃棄のための製
造である。

×
一般小売店［酒
類］（経営者）

販売量の動き ・今月に入って、前月は時短営業をしていた店も休業
になり、毎日仕入れをしていたビールが１週間仕入れ
をしなくてもよいほどの販売量になった。

×

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・バレンタイン催事が大きな事故もなく開催できたこ
とは有り難いが、主力の衣料品の売上が全く期待でき
ず、売上は更に厳しい状況である。ごく一部に株高な
どの資産効果による高額品需要があるが、全体をカ
バーし切れていない。

×
スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・中小小売店は、特に２月下旬は来客数が極端に減少
しつつあり、大変悪い状況である。

×
スーパー（支店
長）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス禍が全く落ち着かず、集客もで
きず客足が遠のくばかりである。

×
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・緊急事態宣言発出後、目に見えて来店客が減ってい
る。人通りが少なく、特に17時以降の来店が減ってい
る。

×
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍における当県の緊急事態宣言
の発出から、客足が大幅に落ち込んでいる。この動き
は１月と同様で、今月も回復しなかった。

×
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染が続く限り、悪い状況が
続くと考える。
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×
コンビニ（商品
企画担当）

それ以外 ・緊急事態宣言の３月への延長により、引き続き来客
数が大幅に減少しており、売上が厳しい状況が続いて
いる。

×

その他専門店
［貴金属］（経
営者）

来客数の動き ・前月からこれまで以上に来客数が減少している。新
型コロナウイルスの第３波の影響はもちろんだが、消
費動向に大きな影響が出てきており、売上自体も前年
比70％ほどしか確保できない状況である。

×
その他専門店
［雑貨］（店
員）

来客数の動き ・土日の来客数も、平日並みかそれ以下になる日が続
く。

×
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・緊急事態宣言の発出を受けて時間短縮及び休業をし
ているため、来客数が極端に少ない。

×
一般レストラン
（従業員）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、来客は一部の常連客
のみである。

×

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・当地は緊急事態宣言の対象地域ではないが、週末の
ごく一部しか利用がなく大変景気が悪い状況にある。
緊急事態宣言の解除若しくは観光支援策がなければ、
低迷したこの状態が続くと考える。

×

観光型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・３か月前は、Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンに加えＧｏ
Ｔｏ　Ｅａｔキャンペーンもスタートし、ようやく前
年の50％まで回復してきたところへ、12月になって共
に停止となった。予約、利用状況は一気に悪化とな
り、社全体で前年の20％まで落ち込んでしまった。特
に宴会は10％にも満たない有様で、事業部門を除いた
ホテル本体だけでみると、更に下落している。

×

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・緊急事態宣言により、宿泊売上は前回の宣言時より
も悪化している。３月以降の予約もない。宴会は、３
月までほぼ予約がない状況である。レストランにおい
ては、昼夜とも開店休業の状態である。

×

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・緊急事態宣言が再び発出され、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａ
ｖｅｌキャンペーンの停止が延長された。Ｇｏ　Ｔｏ
Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが運用されていたときは順
調に旅行売上が回復しつつあったが、停止されてパタ
リと受注が止まり現在に至っている。今後の受注も全
くない。

×

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言の延長とＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌ
キャンペーンの停止期間延長により、今月の新規旅行
申込みは皆無の状態である。催行したものは、スポー
ツ団体の春季キャンプや強化試合等観光性のないもの
のみである。取扱販売量は前年同月で20％ほどと話に
ならない現状である。

×
旅行代理店（営
業担当）

お客様の様子 ・緊急事態宣言下で当然ではあるが、春以降の旅行も
含め、問合せすら一切ない。

×
通信会社（営業
担当）

来客数の動き ・２月は元々閑散期だが、それ以上に例年と比べて来
客数が落ちているように感じる。夜もどこにも行くと
ころがないと客との会話でよく聞く。

×
テーマパーク
（職員）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言のため、
客が動かない。

×
理容室（経営
者）

お客様の様子 ・とにかく客が来てくれない。話にならない。

×
住宅販売会社
（経営者）

競争相手の様子 ・他社も、広告を出しても来客も問合せも少ないそう
である。

×
住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・同業他社も今年度の決算は赤字になると落ち込んで
いた。

◎
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・半導体関連、農機具関連の生産が増産基調である。

○

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（顧問）

受注量や販売量
の動き

・一部の取引先は、新型コロナウイルスの影響を受け
受注量、販売量が減少しているが、全体的には前月に
引き続き、自動車・農産物関連は回復傾向にあり、景
気はやや良いと感じる。

○
化学工業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・電材向け需要が引き続き好調である。

○

電気機械器具製
造業（総務担
当）

取引先の様子 ・家庭内での動画配信サービスの需要増加に伴い通信
インフラの増強の要望が多く、当社においては通信系
光端末機器の受注も好調で、年内の納入スケジュール
は固まっている。

○
輸送用機械器具
製造業（管理担
当）

それ以外 ・新型コロナウイルスの緊急事態宣言のなかで、外出
を控えている分購買意欲が膨らんでいる。

企業
動向
関連

(東海)
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○

輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・前年は新型コロナウイルスの影響で上半期から10月
くらいまでは荷物の量が落ちていたが、年末に向かっ
て徐々に回復を始め、盛り返してきていた。今年に
入ってまた緊急事態宣言があり、やや落ち込みはした
ものの、回復基調は急激ではないが右肩上がりで、３
か月前と比べると徐々に良くなっていると物量の動き
から判断できる。

○

金融業（企画担
当）

取引先の様子 ・法人では、新型コロナウイルス禍で宿泊業、飲食業
を中心に一段と業績の厳しさが増している業種もある
が、自動車を中心に業績の回復がかなりみられる。ま
た、個人投資家は株高により含み益が増えており、消
費に向けた動きもみられる。

○
不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・売買は活発だが、価格の下落は著しい。仲介不動産
業界そのものは活発で良いが、資産価値は減少してい
る。

○

その他非製造業
［ソフト開発］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・２月も好調で10年来で最高の売上を記録した。しか
し、競合他社においては余り良くなく苦戦状態であ
る。当社は１年ほど前の開発品がタイミング良く当
たった。当分、世間はまだら状態と考える。

□

食料品製造業
（経営企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・外食機会が減ったことによる業務用商品の売上減少
が続く。これまでは家庭内消費の増加で補ってきた
が、２月に入りマイナスの影響が大きくなってきてい
る。

□

化学工業（総務
秘書）

それ以外 ・外出、買物や外食を控える習慣は１年間で定着し新
常態となった。根強い人気がある買物スポットや飲食
店はおとなしく楽しむ客でそこそこにぎわっている
が、元々競争力のない店は補助金でしのいでいる状態
で、アフターコロナが不安である。

□
窯業・土石製品
製造業（社員）

受注量や販売量
の動き

・相変わらず受注は良好で、残業して対応している。
Ｗｅｂからの新規引き合いも増えており、海外からも
問合せが来るようになった。

□
鉄鋼業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今後の期待度と足元の受発注量の停滞に矛盾とジレ
ンマを抱えている。直近の受発注量は、やはり通常時
と比べてまだ10～15％ほど悪くなっている。

□
一般機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・北米自動車向け設備投資は、引き合いが増えている
がなかなか受注には至らず、まだ少し厳しい状況であ
る。

□
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・業種によって若干の差はあるが、ここ３～４か月は
売上、受注量共に横ばいである。

□

輸送用機械器具
製造業（品質管
理担当）

取引先の様子 ・以前の派遣先の航空機業界社員も、いろいろなとこ
ろへ出向してほとんど人が残っていない状態で景気は
悪い。ずっと景気が悪いままなので変わらないと判断
した。

□
輸送用機械器具
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・中国向けを中心に輸出が堅調であると聞いている。
半導体の手当てができないため、自動車生産台数はや
や下がるとは思うが堅調に推移している。

□

建設業（役員） 受注量や販売量
の動き

・本来２月は年度末に近く異動の時期で客の動きが見
られるが、来場者数と成約数が伸びない。今年は新型
コロナウイルス禍でリモートが普及し異動が少なく
なったことが要因かもしれない。

□
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・宅配を扱う輸送業で好業績が報道されているが、Ｂ
ｔｏＢでも個人消費者向けの物量は底堅く、利益を押
し上げている。

□

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響により、引き合いが増え
ている荷主と減っている荷主との差がはっきりしてい
る。減っている業種については、もう受注がほとんど
ないに近い。自動車関係を始めとして受注量が好調を
維持している荷主もあり、新型コロナウイルスの感染
がある程度下火になるまでは、このままではないかと
思う。

□

通信業（法人営
業担当）

それ以外 ・仕事が５割減、休業手当なしの実質失業者は90万人
との調査もある。海外に比べ倒産や失業者数は少ない
が、世間の雰囲気はとても上向きとは言い難い。上向
くためには、なお一層の内需拡大や５Ｇへのインフラ
への設備投資等が必要である。

□

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、飲食店は不安を抱え
ながら取り扱っている部分と、自動車産業等において
は若干受注量が上がり景気が良くなりつつある部分が
あるため、業種により大きく二極化しているイメージ
である。
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□
不動産業（経営
者）

それ以外 ・例年同様に晴れの日が多いが、新型コロナウイルス
の影響により出費を控える傾向は継続しており、売上
は前年同期を下回っている。

□
広告代理店（制
作担当）

取引先の様子 ・全国的に新型コロナウイルスの感染者が減少してき
ているが、取引先としてはまだ様子見の感が強い。

□

会計事務所（職
員）

受注価格や販売
価格の動き

・緊急事態宣言下ではあるが、当月売上は前年と比べ
て上振れしている。間もなく宣言も解除され、ワクチ
ン接種も始まるため、今後は現状より悪化することは
なさそうである。

□
会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・緊急事態宣言の影響で、夜８時までの営業となって
いる飲食店は、客の入りが少ない。

□
その他サービス
業［ソフト開
発］（社員）

取引先の様子 ・３月に向けて開発が立ち上がる予定もないが、減員
の依頼もなく現状維持で変わらない。

▲
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で時短営業が響いてお
り、その結果受注量も大幅に減少している。

▲
金属製品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・やはり引き合いが減ってきている。新型コロナウイ
ルスの直接的な影響か、投資を控えるマインドの表れ
か、いずれにしても良くない傾向である。

▲
電気機械器具製
造業（営業担
当）

それ以外 ・開発費の予算が大幅に削減された。

▲

通信業（法人営
業担当）

それ以外 ・緊急事態宣言下とはいえ、週末の人出は陽気につら
れて通常どおりである。しかし、飲食店だけでなく小
売店も休んでいる店が多いと感じる。久しぶりに通る
道には知らない店がオープンしていたり、潰れてし
まった様子の店も多い。久しぶりに訪れた百貨店は、
フロアに入っている店舗が変わっている。どの業界
も、変化しながら必死に耐えている様子を見たり感じ
たりする。

▲

通信業（総務担
当）

それ以外 ・緊急事態宣言による外出の自粛は今月まで継続して
おり、購買意欲を満たす財やサービスが情報発信され
ていない。人が動ける環境が整って、安心安全の兆し
が見えてこないと、景気は良くならない。

▲
行政書士 受注量や販売量

の動き
・物量業者からドライバーを休ませていると聞く。

×
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・販売量が減少している。

×
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・客先の業界が新型コロナウイルスの影響で相変わら
ず設備投資を抑えているため、当社の設備関係の出荷
もほとんどないという状態である。

×
新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・折込チラシの出稿量が減少している。

×
公認会計士 それ以外 ・中堅、中小企業の顧問先の業況は、特に、バランス

シートが悪化している。中堅、中小企業の従業員の
ボーナスが減少している。

◎ － － －

○
アウトソーシン
グ企業（エリア
担当）

求人数の動き ・国内の新型車種及び中国の販売が好調で、大手自動
車メーカー系は業務量が回復し、求人数は増加してい
るが採用に至らず人手不足という声も耳にする。

○
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数が前年同月比で16か月ぶりに増加に転じ
た。

○

職業安定所（次
長）

求人数の動き ・12月の新規求人数及び新規求職者数については、前
年同月と比較した場合は悪化している状況であるが、
前月と比較した場合はいずれも改善した数値となって
いる。有効求人倍率についても、前月と比較した場合
1.18倍が1.21倍へと改善している。

○
民間職業紹介機
関（支社長）

採用者数の動き ・面接の通過率が新型コロナウイルス発生以前に戻り
つつある。

○

民間職業紹介機
関（営業担当）

求人数の動き ・徐々にではあるが、求人案件の発注依頼数は伸びて
きている印象を受ける。転職者の動きは業界によって
様々であり、法人のニーズと転職希望者の方のスキル
における需給バランスが合うかどうかは、今後注視す
べきポイントである。

□
人材派遣業（営
業担当）

周辺企業の様子 ・建設業では受注の大幅減少の影響もあり、現場工事
の稼働率が低下している。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・相変わらず悪いままである。

□
人材派遣会社
（企画統括）

求職者数の動き ・現在就業中の転職希望者の動きが非常に鈍い。

雇用
関連

(東海)
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□

人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・主要客の自動車メーカーからの派遣募集は、ここ数
か月少なかったが、４月開始の募集内容で今月は増え
ている。ただし、これは派遣枠の数が増えるのではな
く、既存の枠が３月末で満期となり入替え募集を掛け
ているということなので、景気が良くなっているわけ
ではない。

□
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・求人数は前年比70％と厳しい状況が続いているが、
成約数が徐々に戻りつつある。契約終了数が減少して
いることから底打ち感がある。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・大企業の求人減少が報道されているが、11月以降の
求人提出の状況をみると、業種を問わずしばらく求人
提出のなかった小規模事業所からの求人が増加傾向に
ある。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新型コロナウイルスの影響が続く限り変わらないと
考える。

□
職業安定所（次
長）

求人数の動き ・有効求人数の前年同月比を３か月前と比較すると、
徐々に改善傾向はみられるものの、ほぼ全ての業種で
依然減少傾向が続いている。

□
職業安定所（次
長）

求人数の動き ・求人数に特段の変動は見受けられない。また、現時
点で変動の予兆とみられる動きも把握できない。

□
民間職業紹介機
関（窓口担当）

求人数の動き ・例年、求人数が増えるこの時期に、状況としては大
きく増加することなく緩やかな印象を受ける。

▲

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

周辺企業の様子 ・３か月前は既に景気が非常に悪い状態だったが、そ
こから改善の兆しはなく、じりじりと悪化している。
自動車関連や通信など一部に調子の良い業種はある
が、大多数は縮小した市場のなかでもがいている状態
である。

×
新聞社［求人広
告］（営業担
当）

求人数の動き ・緊急事態宣言下ではヒトもモノも動かない。

　７．北陸（地域別調査機関：一般財団法人北陸経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○
一般小売店［書
籍］（従業員）

来客数の動き ・前月同様、来客数や販売量は微増である。

○

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・家の中や近場でできる娯楽が主となっており、食を
中心とした需要がある。食品の物産催事やバレンタイ
ンの企画等は高額品から品薄となり、自分への御褒美
需要が顕著にみられる。

○
スーパー（店
長）

来客数の動き ・自治体の景気浮揚策に若干良い効果がみられる。

○

スーパー（店
長）

来客数の動き ・競合店の出店が続くなか、新型コロナウイルス禍で
下がっていた来客数が上昇傾向に変化してきている。
客の話では、食品スーパーとしてワンストップで買物
できる利便性が再評価されているようである。

○

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・今月に入り週末の来場者が少しずつ増えてきて、商
談数も増えてきている。競合他社でもイベント等が活
発に実施されていることで、来場者が増えていると考
える。

○

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・子供向けの新規契約や、既存の子供向けの機種をス
マートフォンに替える客が増えている。また、ガラ
ケーから替えると購入価格が安くなるため、スマート
フォンを購入する傾向が目立つ。

○
住宅販売会社
（営業）

来客数の動き ・２月中旬から来客数が増えてきている。県が新型コ
ロナウイルスに対する警戒レベルを１段階引き下げた
タイミングと符合している。

□
一般小売店［精
肉］（店長）

販売量の動き ・３か月前と比較すると、ほぼ横ばいで推移してい
る。

□
一般小売店［事
務用品］（店
員）

販売量の動き ・一部の官公庁や民間企業はオフィスじゅう器等の整
備をし始めているが、会社全体の売上増加には程遠
い。

家計
動向
関連

(北陸)
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□

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・前年２月は中旬以降に県内初の新型コロナウイルス
感染者が発生し、来客数が大幅に減って売上が低迷し
た。今年２月はその反動もあり、前年11月以来３か月
ぶりに前年実績を超える見通しである。ただし、前年
実績を超えたとはいえ、一昨年実績には程遠い状況で
ある。バレンタイン商戦は店頭もＷｅｂも好調に推移
している。

□
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・客単価が変わらない。

□
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・月半ばに雪が降り、春物商材の出ばなをくじかれて
いる。また、ワクチン接種の予定も不透明で、なかな
か売上が戻ってこない。

□
衣料品専門店
（店舗運営）

単価の動き ・例年であれば、新生活や卒入学用品などで定価品が
売れる時期であるが、今年は割引商品ばかり売れてい
る状況である。

□
家電量販店（店
長）

販売量の動き ・県外へ移動するための新生活需要が減っている。

□
家電量販店（本
部）

単価の動き ・テレビ等の大物商材が維持できている。

□
乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・１年のうちの最需要期となる２～３月に向け、来客
数が徐々に増えてきており、例年と変わらない受注が
見込める。

□

自動車備品販売
店（役員）

お客様の様子 ・一部地域限定の還元企画では今までになく客が来店
し、ふだんは余り動きの良くない商品が本当に飛ぶよ
うに売れている状況である。客は価格等に敏感で、生
活が厳しい状況は変わっていない。

□

その他専門店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・節分が終わってからというもの、商材が動かなく
なっている。また、当店取引先の飲食店で、Ｇｏ　Ｔ
ｏ　Ｅａｔキャンペーンの恩恵が段々と少なくなって
きている。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

来客数の動き ・２月前半は緊急事態宣言の延長に加え、県内の新型
コロナウイルス感染者数の増加による夜間飲食店の時
短営業や外出自粛などの動きが影響し、来客数が週末
を中心に少なく、夕方以降の来客数の減少が顕著だっ
た。20日以降は平日、週末共に前年並みかそれ以上の
来客数となり、持ち直しつつある。

□
一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・前年の新型コロナウイルス禍以来、最悪な状況が続
いている。

□
旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・この１年間ずっとどん底である。

□
通信会社（店舗
統括）

来客数の動き ・相変わらず来客数が増えていない。

□
通信会社（役
員）

販売量の動き ・３か月前同様に、通信、放送共に前年同期並みに契
約者数を獲得できている。

□

その他レジャー
施設［スポーツ
クラブ］（総支
配人）

お客様の様子 ・子供向けのスクール事業は通常どおり動き始めてい
る。しかし、成人会員では、いまだに新型コロナウイ
ルスの影響による退会や休会希望が出ている。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・特に高齢者の来店頻度が落ちたままである。来客数
が減少した分の売上を客単価のアップでカバーしてい
る。

□

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・２月は雪の日が多かったため、商談が進まず契約者
数は少なかった。また、月初めは問合せも少なく、雪
のせいで土地を見ることができず、販売が進まなかっ
た。

□
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・悪い状態が続いている。契約を取るにも時間を要
し、１人ではなくチームを組んであらゆる分野の社員
が力を合わせないと結果が残せない。

▲

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響に加え、まれにみる大雪
で経済活動は完全に停止した。通勤もままならない状
況があり、春に向けた売出しに影響している。雪が多
過ぎて冬物は消化不良である。春の大型イベントも中
止が発表され、明るい話題が少ない。早く平常に戻ら
なければ、大変な不況になる気配がしている。
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▲

百貨店（販売担
当）

お客様の様子 ・思ったより客が多い感じはするが、購入につながら
ない。時期的なものでは、バレンタインなどのギフト
需要も非常に少ない。外出自粛に加え、イベント自粛
に伴うギフトの自粛も見受けられる。一方、必需品の
需要はあるが、安価な商品に目を向ける傾向である。
また、旅行や出張の需要は皆無に等しく、旅行バッグ
などは動かない状況である。外出で金をほとんど使わ
ないためか、一部に上質で高額な商材を購入する傾向
がある。

▲
スーパー（店舗
管理）

来客数の動き ・固定客の購入点数は横ばい状態で変化は見受けられ
ない。流動客に関しては必要な商品以外は購入しない
傾向である。

▲
コンビニ（営
業）

来客数の動き ・特に駅周辺の人の動きが弱まっている。

▲
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響による先行きの不透明感
はまだ続きそうである。ワクチン接種が始まったこと
で、多少の安心感は生まれてきていると感じる。

▲

スナック（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染が終息しないと来店しな
いという常連客からの声があるなかで、売上は前年同
月の９割で少しほっとしている。しかし、まだまだ厳
しい状態が続く気配を感じている。

▲

タクシー運転手 来客数の動き ・繁華街の中心部で新型コロナウイルスの感染クラス
ターが発生したため、飲食店の営業時間が21時までと
なったことから、夜の街に客がほとんど足を運ばなく
なっている。タクシー業界は全く仕事にならない。

▲
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響か、客の動きに活気がな
いようにみえる。

×

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・会計時の釣り銭を両替する頻度が少なくなってきて
いる。むしろ小銭の使用が以前より多くなっていて、
両替が必要ないほどである。要するに客単価が減少し
ており、紙幣を持ち歩かない、金を使わない傾向が顕
著にうかがえる。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・少しずつだが、週末を中心に若年層の客足が戻りつ
つある。しかし、全体としてはまだまだ厳しい状況が
続いている。

×

一般小売店［鮮
魚］（役員）

販売量の動き ・大都市における緊急事態宣言は大都市ばかりではな
く、当然地方都市にも影響している。当県では第４波
が来ているかのように感染者数が増加していて、緊急
事態宣言並みの様相である。当然人々は外出を控え、
消費は低迷している。

×

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・今月は前月同様大雪の影響で来客数が激減してい
る。２月に入ってからも異例の大雪で、店舗の駐車場
に客の車が入られないほどの状況が数日続いた。新型
コロナウイルスの影響で前年比で10％程度減少してい
るなかで、雪の影響からあり得ないほどの来客数の減
少となった。売上ベースでは、前年の４割強減少して
おり、１～２月と２か月続けて固定費の支払もできな
いほどの状況である。

×
コンビニ（店舗
管理）

来客数の動き ・２月前半は来客数の減少が顕著であった。後半は
徐々にではあるが、回復基調にある。

×
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・大雪以降、販売、サービス共に厳しい状況が続いて
いる。

×
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・当地の繁華街を対象に、２月22日から飲食店の時短
営業が要請されたが、外食が悪いような報道や風潮に
より、来客数は４割程度に落ち込んでいる。

×

一般レストラン
（統括）

来客数の動き ・３か月前の11月は、特に北陸では冬の海の幸を求め
て多くの県外客がＧｏ　Ｔｏキャンペーンで来てお
り、新型コロナウイルス禍とは思えないほどのにぎわ
いをみせていた。しかし、２月は緊急事態宣言中で、
かつ当地は新型コロナウイルスの感染が拡大傾向にあ
り、県外客の訪問もなければ県民や市民の外出も少な
く、外食産業だけでなく北陸全体が低迷している。

×
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染者数の増加で、１月の入込
数は前年比で85％の減少である。今月もほぼ前月並み
の減少になる。

×

観光型旅館（ス
タッフ）

来客数の動き ・前年比で総売上は26％、宿泊人数は23％、宿泊単価
は120％となっている。15名以上は４組のみで、個人
客が96％を占めている。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌ
キャンペーンの一時停止が大きく影響している。
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×
都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの休止と首
都圏等の緊急事態宣言の発出により、旅行客はもとよ
り地元客の動きも止まっている。

×
タクシー運転手 来客数の動き ・夜の飲食店は閑散としており、県外からの出張者は

非常に少ない。

×
テーマパーク
（役員）

来客数の動き ・緊急事態宣言の発出により観光客が大幅に減ってい
ることから、ほぼ週末のみの営業であり、大幅に来客
数も減少している。

◎ ＊ ＊ ＊

○

プラスチック製
品製造業（企画
担当）

受注量や販売量
の動き

・引き続き新型コロナウイルスの影響が大きいもの
の、受注、販売共に厳しい状況からやや明るさがみえ
てきている。特に自動車関連部材が上向いてきてい
る。

○
一般機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・今年に入り、国内市場が回復基調にある。欧米市場
も少しずつ動きが出ている。

○
精密機械器具製
造業（役員）

受注量や販売量
の動き

・前年末頃に比べると、１～２月の販売実績や受注状
況は増えてきている。

□

食料品製造業
（経営企画）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス禍で、家庭消費向けを中心とし
た市販用が前年同月を上回り、低迷が顕著な外食向け
を含む業務用が前年同月を下回るパターンが固まりつ
つある。

□
化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注状況は変わらずに推移している。

□

建設業（経営
者）

取引先の様子 ・当社のような公共土木事業をメインとする建設業者
は、１～２月の大雪による除雪作業が加わって収入を
確保できているが、行きつけの居酒屋や会合で出掛け
るホテルなどは閑散としていて、業種間の格差を感じ
る。

□
通信業（営業） 受注価格や販売

価格の動き
・上期との比較では明らかに良くなっているが、３か
月前と比べると、一部の補助金が終了しているので、
特段景気が良くなったようにはみえない。

□

税理士（所長） 取引先の様子 ・前月と同じく、製造業でも特に設備投資につながる
機械製造において受注の先細りが続いている。細々と
需要はあるのだが、大口の需要が少し遠のいたままと
いう状態である。一部業種では回復の動きがあるが、
トータルすると余り芳しくない状況である。

▲
不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・同業者から、今は購入客がなかなかいないという話
を多く聞いている。

▲
司法書士 取引先の様子 ・金融機関への融資依頼のための議事録作成や定款作

成、商業登記手続の依頼が多い。

×

金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・年末年始の大雪に加えて、緊急事態宣言の延長が重
なり、取引先の１月の売上は前年比で大幅に減少して
いる。無利子制度融資が取扱延長や限度額の増額によ
り、相談が増加している。

◎ － － －

○
新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・採用の動きが鈍い状態に変わりはないものの、少し
ずつだが求人広告数が上向きになりつつある。

□
人材派遣会社
（役員）

求人数の動き ・求人件数が減少している。

□
民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・職業紹介、人材派遣共に新規の受注が少ない。行政
関係の派遣や業務委託などの発注はあるが、短期間の
案件ばかりで回復には程遠く感じる。

▲
求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・求人数が減っている。

▲
新聞社［求人広
告］（営業）

周辺企業の様子 ・年明けの緊急事態宣言の後、どの業種も再び人が動
いていないと話すようになっている。

× － － －

　８．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・緊急事態宣言も発出され、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅ
ｌキャンペーンが実施された時期と比べると、明らか
に客が家庭内飲食に回帰している。また、前年よりも
寒いため、鍋物需要が増え、買上点数も増加してい
る。外食よりも相当安いという感覚が身についたの
か、前年よりも単価の高い青果物の販売点数も伸びて
いる。

企業
動向
関連

(北陸)

雇用
関連

(北陸)

家計
動向
関連

(近畿)
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◎

通信会社（社
員）

販売量の動き ・今年に入ってから、インターネット契約が順調な伸
びをみせている。また、通信速度の早い回線への切替
えも増えており、在宅勤務の定着が少し進んでいるよ
うに感じる。

○

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月は目標達成の見込みである。また、前年比では
依然としてマイナスの状態であるものの、１月よりも
改善している。新型コロナウイルス禍の影響が一巡し
たことが大きな要因であるが、客は不要不急の購入を
控えているものの、新たなスタイルの商品や特選洋
品、化粧品といった一部の商品は回復傾向にある。

○
百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスによる売上への影響は続いてい
るが、特選ブティックや宝飾品などの動きは少しずつ
良くなっている。

○
百貨店（売場マ
ネージャー）

来客数の動き ・緊急事態宣言が発出され、１月中旬～２月中旬まで
来客数が減少していたが、２月中旬からは増えてい
る。

○

百貨店（サービ
ス担当）

単価の動き ・新型コロナウイルスの感染拡大が始まってから約１
年がたち、営業時間の規制も解消されつつある。今月
は売上も前年並みに戻りつつあるため、今までに比べ
ると良くなることが予想される。

○

百貨店（商品担
当）

来客数の動き ・緊急事態宣言の延長が影響し、月前半は来客数が伸
び悩んだものの、月後半は新型コロナウイルスの感染
下での行動様式が定着化し、来客数の減少にブレーキ
が掛かっている。また、感染の拡大開始から１年が経
過したこともあり、売上の減少は続いているものの、
徐々に改善している。女性の関心が高いバレンタイン
デーの催事は、インターネット受注と感染対策を行っ
た特設会場への来場が順調で、関心の高さが表れてい
る。

○
百貨店（外商担
当）

来客数の動き ・まだ一部の店舗ではあるが、入店待ちの行列が散見
されるようになっている。

○

百貨店（マネー
ジャー）

販売量の動き ・月後半に入り、関西の３府県では緊急事態宣言の解
除が近づいたことで、自粛によるフラストレーション
の解消とみられる動きが、大型のファッション催事で
目立っている。また、今年は気温の上昇も早く、春物
衣料の動きも例年以上に早くなっている。

○

百貨店（マネー
ジャー）

お客様の様子 ・緊急事態宣言中の１月はクリアランスセールが不調
であったが、２月は中間層を中心とした国内の現金客
で、新卒、新社会人などのモチベーション商材が堅調
となり、ほぼ前年並みにまで回復している。また、お
得意様が中心の富裕層は特選ブランドの購入が好調
で、前年比で２けた増と回復傾向にある。

○
家電量販店（店
員）

お客様の様子 ・今後は新生活関連や単身赴任などの引っ越しが増
え、家電のセット販売が増えるため、下見の客が増え
てくる。

○
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・白物家電の販売が前年比で20～30％の増加で進捗
し、客の購買意欲も上がっていると感じる。

○
家電量販店（企
画担当）

来客数の動き ・巣籠り消費や新生活需要、寒波などの影響で、エア
コンやテレビ、パソコンの動きが良い。しばらくはこ
の傾向が続きそうである。

○
乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響は続いているが、車を買
換えるタイミングなどでは、販売量は増えている。

○
高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・時短営業中のため、来客数は限定されているが、客
単価が比較的高い。

○
一般レストラン
（企画）

販売量の動き ・前月よりも売上の前年比は回復傾向にあり、12月の
水準には戻ってきているが、依然として80％程度であ
り、厳しい状況が続いている。

○
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・緊急事態宣言が解除されれば、企業の動きも良くな
ると予想している。また、デジタルシフトの傾向が進
んでいるため、受注が増えてくると考えている。

○
競輪場（職員） 単価の動き ・３か月前の客単価は8826円で、今月は9264円となっ

た。ただし、２か月前や前月に比較すると悪くなって
きている。

○
その他レジャー
施設［複合商業
施設］（職員）

来客数の動き ・年末から１月に掛けて、新型コロナウイルスの感染
第３波や、それに伴う緊急事態宣言で大幅に悪化した
が、２月になって改善傾向となっている。
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○

その他レジャー
施設［イベント
ホール］（職
員）

来客数の動き ・イベントの開催予約がやや増えつつあり、一時期よ
りも良くなってきていると感じる。ただし、新型コロ
ナウイルスの感染が拡大すれば、多数のキャンセルが
発生することから、まだ完全に上向いているとはいえ
ない。

○

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・新築マンションは高額物件の販売が好調であり、戸
建て住宅も全般的に非常に好調な状況である。販売用
不動産の仕入れはかなり活発な様子で、価格の高騰も
一部で顕著となっている。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・高齢者の人出の減少が続いており、夕方になると人
通りが少ない。

□

一般小売店［時
計］（経営者）

それ以外 ・緊急事態宣言下ではあるが、近隣の商業施設は影響
を受けているように感じられない。バレンタインデー
のイベントが重なったこともあり、週末の人出はふだ
んと変わらない。その一方、必要な物と、今すぐには
必要のない物では動きがはっきりと分かれており、時
計関連にもそれが感じられる。全体としては、今月は
良いとはいえないものの、かなり悪かったわけでもな
い。

□

一般小売店［事
務用品］（経営
者）

販売量の動き ・年度末を前に、例年であればこの時期は年間で最も
忙しくなるが、今年は大きく異なる。前年は緊急事態
宣言の発出前で、大きな落ち込みはなかった一方、今
年は事前の商談も少ないなど、到底例年どおりの売上
は見込めない。

□
一般小売店［衣
服］（経営者）

来客数の動き ・前月と同様に来客数が少なく、厳しい状況である。
前年比で来客数が２～３割減少している。

□
一般小売店［野
菜］（店長）

お客様の様子 ・２月も新型コロナウイルスの影響で、一般の飲食関
係の注文は激減している。ゴルフ場も自粛の影響か、
客は例年に比べて半分程度になっている。

□
一般小売店［呉
服］（店員）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍が続いているため、密を避け
るという意識や、先行き不安により、来客数が激減し
ている。

□

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・今月の売上は、緊急事態宣言により１時間の時短営
業を行っているものの、前年比で８％の減少にとどま
る。株価の高騰に反応し、宝飾品や美術品、輸入ブラ
ンドの売上が好調である。一方、衣料品や身の回り品
は、相変わらず前年比で25％減少と厳しい状況にあ
る。

□

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・食料品での２月の最大のプロモーションであるバレ
ンタイン商戦は、売上が前年比で5.7％増加と前年を
大きく上回った。今年は取引先が生産を縮小したこと
もあり、品切れ商品が続出した。一方、郊外店である
当店は、食料品が相変わらず好調であり、売上は
1.0％の増加傾向を維持している。ただし、ファッ
ションフロアはブランドの廃止や商品の不足から、回
復には程遠い状況である。

□

百貨店（マネー
ジャー）

来客数の動き ・来客数は前年比で28.8％減少と、３か月前の40％減
少に比べれば改善したようにみえるが、既に前年は新
型コロナウイルスの影響で来客数が落ち始めていたた
め、相変わらず悪い状況である。

□

百貨店（販促担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響が長引くなか、当然なが
ら、来客数は前年の水準を割り込んでいる。午前中が
顕著であり、夕方以降も大きく減少している。滞留時
間も短くなり、目的買いの傾向が強まるなど、客単価
も低下している。気温の変化も激しく、思ったほど寒
くならなかったり、暖かい日が少し続いた後に急に寒
くなったりと、新たなファッションを取り入れる心理
にはなりにくく、販売に苦戦している。

□

百貨店（営業推
進担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響も１年以上続くことにな
り、前年との比較では、各指標がプラスとなり始めて
いる。ただし、インターネット通販へのシフトや、購
入する物自体が大きく変化しており、回復の兆しとは
受け取っていない。緊急事態宣言中ではあるが、生活
者の意識は宣言前と大きな変化はないため、これが
ニューノーマルであると判断した方がよい。

□

百貨店（販売推
進担当）

お客様の様子 ・バレンタインデー商戦は、インターネット通販への
誘導などを強化した結果、比較的堅調に終えることが
できた。下旬からは新型コロナウイルスの感染拡大も
一巡し、前年の実績はクリアできたが、２年前に比べ
ると、３か月前と大きく変わらない。
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□

百貨店（外商担
当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの感染拡大が落ち着いてきたも
のの、依然として緊急事態宣言は続いており、その影
響もあって来客数は停滞している。高額の時計や海外
ブランド品は好調に売れているものの、婦人服や紳士
服の売上は低調である。

□

百貨店（店長） 来客数の動き ・気候が不安定であるほか、緊急事態宣言が続いてい
ることもあり、外出の自粛が続いている。新型コロナ
ウイルスのワクチンといった明るいニュースがあるた
びに、少しずつ来店の傾向は改善しているように感じ
るが、買物の内容は食品が中心であることに変わりは
なく、購入額が上がってこない。

□
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス禍が続いており、過去１年間の
傾向が継続している。

□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・緊急事態宣言の発出により自宅で過ごすことが多い
ため、節分やバレンタインデーといった催事は好調で
あるが、何かのきっかけがなければ、食品以外の消費
は下降気味となっている。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・足元では来客数に大きな変化はないが、３キロ以上
の遠方からの来店が減ったまま、回復していない。

□
スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・巣籠り需要が高いレベルで安定している。

□

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・緊急事態宣言の発出もあり、巣籠り消費や家庭での
食事が増えると予想したが、さほど伸びていない。売
上自体は停滞気味であるが、肉や魚を始めとする冷凍
食品の販売は伸びている。

□
スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言の影響として、前回のようなパニック
的なまとめ買いは発生しなかった。その一方、内食需
要が底堅く、売上は堅調に推移している。

□
スーパー（販売
促進担当）

販売量の動き ・買上単価の上昇による売上の増加、まとめ買いによ
る来客数の減少といった傾向には、引き続き変化がみ
られない。

□
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・緊急事態宣言の影響で時短営業が続いているため、
まだまだ動きが悪い。

□
コンビニ（店
員）

来客数の動き ・例年２月は来客数が少ないが、今年は直近の数か月
と変わらない水準で、２月としては忙しくなってい
る。

□
コンビニ（店
員）

お客様の様子 ・緊急事態宣言が出ても余り変わらず、これまで動い
ていた客が、若干減ってきたような感覚である。

□
コンビニ（店
員）

来客数の動き ・来客数、販売量共に横ばいであり、新型コロナウイ
ルスの影響は余り感じられない。

□
乗用車販売店
（営業企画）

単価の動き ・今後どのようになるか分からず、現状も様子見のよ
うな状態である。ただし、月後半は来客数が増えてき
ている。

□

住関連専門店
（店長）

販売量の動き ・３か月前と売上が変わらなかったのは、たまたまマ
スコミに取り上げられて反響があったからである。そ
れがなければ、新型コロナウイルスで落ち込んだ売上
に復調の兆しは見られない。

□

その他専門店
［宝石］（経営
者）

お客様の様子 ・株価は高騰しているが、景気には反映されていな
い。株価と景気は異なるため、景気は良くならない。
一方、新型コロナウイルスの感染が収まりつつあるた
め、今後どのような動きとなるのかが注目される。

□

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

お客様の様子 ・２月中旬から、新型コロナウイルスの感染者数は減
少傾向となっている。その影響もあって少し気が緩ん
でおり、自粛から解放された感覚から、友人たちと繁
華街や喫茶店、娯楽施設などに行く動きが増えたよう
に感じる。ドラッグストア業界にはその影響はない
が、一部の業種は上向きとなっている。

□

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（店員）

来客数の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが一時停止
となったことで、休日は前年よりも客が増え、売上も
好調であった。ただし、ダイレクトメールやクーポン
などがない日は、来客数が減り、利益も前年比で少し
減っている。

□
その他専門店
［宝飾品］（販
売担当）

販売量の動き ・購買目的の客は高額品を選んでいるが、全体的に来
客数が少ない。購入客の割合や客単価については、更
に厳しい状況である。

□

その他専門店
［スポーツ用
品］（経理担
当）

販売量の動き ・今回の緊急事態宣言は、営業活動に大きく響いてい
ない。消費者の活動も鈍くなっていないが、冷えたマ
インドの復活には時間を要する。緊急事態宣言が解除
された後も、Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンの再開は期待さ
れるが、２年前の状態に戻るまでには時間が掛かる。
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□

その他小売［イ
ンターネット通
販］（企画担
当）

販売量の動き ・ファッションや食品を中心に、売上の大幅な減少傾
向が続いている。ファッションでは、通常は比較的悪
化しにくい婦人関連も、緊急事態宣言による来客数の
減少で厳しい状況にある。

□

その他小売［イ
ンターネット通
販］（オペレー
ター）

販売量の動き ・非接触体温計やパルスオキシメーター、不織布マス
クなどがテレビで紹介されると、一時的に受注や問合
せが増加するが、すぐに落ち着く。その繰り返しが続
いている。

□
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・緊急事態宣言の発出により、旅行のトップシーズン
であるにもかかわらず、売上は前年比で30％を下回る
状態である。

□
タクシー運転手 販売量の動き ・前年比で売上は30％減少しており、まだまだ夜の人

出は閑散としている。

□
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・ゲーム機器の販売先であるアミューズメント施設
が、緊急事態宣言の発出による時短営業で芳しくな
い。その結果、販売先の減少につながっている。

□
その他サービス
［学習塾］（ス
タッフ）

単価の動き ・生徒数は少し戻りつつあるが、受講する教科数が絞
られている。

□
その他住宅［展
示場］（従業
員）

来客数の動き ・緊急事態宣言下でもあるため、住宅展示場への来場
者は、前月と同様に前年比で３割減少している。

▲
スーパー（店
長）

それ以外 ・生活難からの万引きが増えている。

▲

スーパー（店
長）

それ以外 ・当店に入っている飲食やアパレル専門店で、退店の
動きが数店舗出てきている。現在は、その後の出店予
定の店舗はない。ただし、緊急事態宣言が３月１日か
ら解除予定であり、気温上昇とともに来客数は増える
ことが予想される。

▲
スーパー（店
員）

来客数の動き ・来客数は少なめである。

▲

スーパー（社
員）

単価の動き ・多くの店舗で、競合店との間で客の買い回りが増え
ている。それに伴い、販売量を増やして売上を維持す
るため、店頭価格やチラシ価格を少し引き下げて対応
している。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・緊急事態宣言の発出で、企業の出社制限がより強化
されたためか、通勤時間やランチでの来客数が減少し
ている。

▲
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・夜20時以降は酒類やおつまみ類が売れなくなり、売
上が減少している。

▲

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・繁華街の人通りは通常よりも少ないとはいえ、ある
程度の動きはある。ただし、商業施設の店舗では、客
が買物をするわけでもなく、コワーキングスペースや
喫茶店などを在宅勤務代わりに使っている印象を受け
る。オフィス街の飲食店では飲食の激減した状況が続
き、オフィスの食事や休憩時間での利用が少ない状況
である。大企業で在宅勤務が増えるなか、飲食につい
てはオフィス客の来店を待つしかなく、緊急事態宣言
での補助に該当しない飲食店は不公平さを感じる。

▲

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・営業時間の短縮要請にこたえて、店を早く閉めてい
ることもあるが、来客数が減っている。周囲でも週末
などは閉める飲食店が増えてきた。その影響で、週末
の夜や日曜日は来客数が激減し、客から明るい話題は
ほとんど出なくなっている。

▲
コンビニ（店
員）

来客数の動き ・まだまだ寒いほか、新型コロナウイルスの影響もあ
り、来客数が少ない。

▲
家電量販店（経
営者）

お客様の様子 ・緊急事態宣言の再発出、新型コロナウイルス禍の長
期化による先行き不透明感で、客の消費意欲は一段と
低下している。

▲

家電量販店（店
員）

お客様の様子 ・客がインターネットから間違った情報を入手するこ
とで、正しい理解を得ることが困難になってきたと感
じる。客に合った内容を提案しようにも、客自身の知
識が偏っている場合もある。インターネットの情報と
同じように、当社からの情報も扱ってもらいたいと感
じる。

▲
家電量販店（人
事担当）

単価の動き ・例年であれば、新生活関連の需要が高まってくる時
期であるが、今年は前年よりもスタートが遅く、単価
も低下している。

▲
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・２度目の緊急事態宣言の発出もあり、行動が制限さ
れるなかで、来客数が減少している。
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▲

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経理担
当）

販売量の動き ・緊急事態宣言の再発出により、ガソリンの販売量が
減少している。

▲
その他小売［イ
ンターネット通
販］（経営者）

来客数の動き ・緊急事態宣言発出の影響で来客数が減少している。
客が集中するのは近隣のスーパーのみであり、商店街
はなす術もなく、ひっそりしている。

▲

その他飲食［自
動販売機（飲
料）］（管理担
当）

販売量の動き ・緊急事態宣言の発出もあるが、解除されてもリモー
トワークの動きに変化はなく、人の動きが減れば売上
は減少する。

▲

観光型旅館（団
体役員）

来客数の動き ・当地域には関西一円から多くの客が訪れるが、新型
コロナウイルスの感染拡大で緊急事態宣言が発出され
て以来、回復の兆しは見られない。宣言が解除され、
各種のＧｏ　Ｔｏキャンペーンの再開を期待するしか
ない。

▲

都市型ホテル
（販売促進担
当）

来客数の動き ・３か月前よりも来客数は少ないが、年末年始に比べ
ると上向いている。宿泊稼働率は20％と、他社の休館
の影響も少しあるが、12月や１月の10％台に比べると
多少戻っている。これには、１月に比べて単価を下げ
た影響もある。他のホテルの宿泊客数や稼働率をみる
と、関西での宿泊客はやや増えており、Ｇｏ　Ｔｏ
Ｔｒａｖｅｌキャンペーンは一時停止であるものの、
徐々にビジネス客は戻ってきている。一方、レストラ
ンはディナーを休業せざるを得ない状況で、緊急事態
宣言が解除され、22時まで営業ができなければ苦し
い。

▲
都市型ホテル
（管理担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言の再発出で落ち込んでいるほか、先の
見通しが停滞したまま、動かなくなっている。

▲
旅行代理店（支
店長）

お客様の様子 ・例年であれば、ゴールデンウィークの旅行の申込み
が入るタイミングであるが、今年は毎年申込みのある
客の動きもなく、完全に動きが止まっている。

▲

タクシー運転手 お客様の様子 ・緊急事態宣言の発出による外出自粛の影響で、昼夜
とも繁華街の人出が減少したため、客の乗車機会が激
減している。営業収入は前年比で50％以下に減少して
いる。

▲

タクシー運転手 来客数の動き ・タクシーや運転手の数を調整し、休業させたりして
いるため、昼間しか稼働することができない。ホテル
の宿泊者数も激減しているため、動きは良くなく、今
は病院など、絶対に行く必要のある部分しか動きはな
い。特に、世の中の動きがない状態となっている。

▲
テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・緊急事態宣言の影響は大きく、来場者がなかなか伸
びてこない状況が続いている。

▲
ゴルフ場（従業
員）

単価の動き ・客の購買意欲が減退しており、単価が低下してい
る。

▲
美容室（店長） 来客数の動き ・緊急事態宣言の影響で、来客数が半減している。前

回の宣言時は様々な援助が受けられたが、今回はそれ
もなく、非常に経営が苦しい。

▲
住宅販売会社
（総務担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言の影響で、展示場への来客が減少して
おり、今後の契約に悪影響が出る。

▲

その他住宅投資
の動向を把握で
きる者［不動産
仲介］（経営
者）

それ以外 ・消費は減少傾向にあるため、今後、倒産件数や労働
者の雇用状況は悪くなると予想される。

▲

その他住宅［住
宅設備］（営業
担当）

お客様の様子 ・当社の東京の部署で新型コロナウイルスの感染者が
出た。本人は１か月ほどの自宅療養となったが、１人
が抜けた穴のカバーに奔走することになった。東京で
あったため人員に余裕があったが、感染者が出ると、
小さな事業所は機能しなくなることを痛感している。

×
一般小売店［珈
琲］（経営者）

販売量の動き ・喫茶関連の卸売先からの注文量が減少している。休
業補償の申込みのため、時短営業や休店の連絡が増え
ている。

×
一般小売店［鮮
魚］（営業担
当）

それ以外 ・今月の売上は前年比で40％減少しており、直近の日
次の売上は50％減少している。
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×

一般小売店［衣
服］（経営者）

販売量の動き ・来客数が減り、販売数は更に落ちている。バーゲン
セールが終わり、通常の販売が落ち込む時期ではある
が、今年はその落ち込み具合がひどい。新型コロナウ
イルスにより、来客数が減少していることも大きく影
響している。

×
百貨店（特選品
担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言の影響もあり、26日現在で来客数は前
年比で37％減少している。特に、18時以降は厳しい状
況である。

×

百貨店（宣伝担
当）

お客様の様子 ・緊急事態宣言が延長され、客のマインドがすっかり
冷え込んでいる。外出だけでなく、不要不急の買物も
控えており、来店しても必要な物だけを購入するた
め、滞在時間が短い。

×

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・政府が新型コロナウイルスへの対応で、家から出な
いようにと発信しているため、服が売れない。そう
いった政策を取るのであれば、飲食店と同じような補
償をしてほしい。

×

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・１月の緊急事態宣言の発出以降、全く来店客がいな
い。また、働き方改革の影響で休業せざるを得なく
なっている。小売業自体が効率の良くない業種である
ため、強制的に有給取得を促進する余裕はない。この
ままの状況であれば、非正規雇用の増加を検討するこ
とになる。

×
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・前年２月は非常に厳しかったが、今月はそれ以上に
来客数が厳しい状況となっている。

×
衣料品専門店
（営業・販売担
当）

来客数の動き ・飲食店ばかり救済されているが、物販店も来客数、
購入客が少なく、売上も激減している。

×

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・前年の緊急事態宣言発出時に近い売上となってい
る。20時までの営業時間の短縮で、夜の利用はほとん
ど需要がない。また、テイクアウト利用者は前回より
もかなり減っている。インターネット販売でのお取り
寄せの質が向上しているため、そちらに需要が流れて
いるようである。飲食店として生き残っていくために
も、様々な提供方法の導入を検討する必要がある。

×
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・緊急事態宣言が発出され、昼夜を問わず商店街には
人通りがなく、閑散としている。

×
観光型ホテル
（経営者）

それ以外 ・緊急事態宣言の延長を受けて、休館日も延長し、２
月は全日休業としている。

×

都市型ホテル
（管理担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言の発出後は、宿泊、宴会、婚礼、食堂
の全部門に悪影響が出ている。婚礼もキャンセルされ
るか、実施されても出席人数が減少となり、最終的に
は親族のみでの挙式が目立ってきている。

×

都市型ホテル
（総務担当）

来客数の動き ・１月に大阪府などの11都府県に出された緊急事態宣
言の発出により、宿泊部門ではレジャー客が大幅に減
少している。また、レストラン部門では10店舗のうち
５店舗が休業となっているほか、20時までの時短営業
により、売上は大きく落ち込んでいる。宴会部門でも
キャンセルが相次ぎ、２月の宴会売上は前年比で約
10％と非常に厳しい状況である。

×
都市型ホテル
（客室担当）

それ以外 ・政府による緊急事態宣言の発出を受け、新型コロナ
ウイルスの感染拡大を防止する観点から、臨時休業と
している。

×
旅行代理店（店
長）

来客数の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの一時停止
や緊急事態宣言により、来客数は減少したままであ
る。

×
旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・経済対策に遅れがみられる。

×
旅行代理店（役
員）

それ以外 ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの一時停止
が長引き、再開の時期も不透明なため、客が動かない
状況となっている。

×

観光名所（経理
担当）

お客様の様子 ・特に月前半は人通りが少なく、前年の半数程度まで
減少している。緊急事態宣言について、早期解除の可
能性が浮上といった報道が出るたびに、来客数が段階
的に増えているような感覚である。

×
住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・相変わらず購入の低迷が続いている。

◎ ＊ ＊ ＊

○
化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・やや良くなってはいるが、非常に不安定である。
日々の受注額をみても、前年と比べて良くなったと思
えば、また悪くなるという動きを繰り返している。

企業
動向
関連
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○
窯業・土石製品
製造業（管理担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注量は減少傾向にあるが、３か月前に比べると、
少しであるが回復傾向がみられる。緊急事態宣言が解
除になれば、更に回復すると予想される。

○
金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・緊急事態宣言中であるにもかかわらず、受注量は新
型コロナウイルス発生以前の活発な動きに戻ってきて
いる。

○
金属製品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・12月頃から、売上が前年比でプラスとなる月が出て
きている。

○

その他非製造業
［衣服卸］（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・緊急事態宣言の発出による店舗の時短営業が続いて
いるため、売上は前年比で２割減少しているが、緊急
事態宣言が解除され、春先の繁忙期は改善が見込める
ため、先行きには明るい兆しが見られる。商談は徐々
に進んできており、店頭への商品投入も前向きに進め
ているため、３～４月は前年比で100％以上は期待で
きる。

□
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・ここ数か月の売上は、前年を下回ったままで推移し
ている。家庭用は安価な商品を中心に売れているが、
業務用はほぼ半減の状況が続いている。

□
パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・月末に近づくほど、取引先の在庫調整が入り、受注
量が減少している。

□
出版・印刷・同
関連産業（企画
営業担当）

受注量や販売量
の動き

・緊急事態宣言の発出で、上向いたようにみえた受注
量が、再び減少となっている。

□
化学工業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・10月以降は自動車関連の出荷が好調となっている。
また、建設関連の出荷もやや好調である。

□
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・先行きの雰囲気は重苦しいが、受注量、販売量は３
か月前の水準を維持している。

□
金属製品製造業
（開発担当）

受注量や販売量
の動き

・中国が旧正月のため、製品の動きに影響が出てい
る。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・この１年は、受注量が前年と比べて極端に少なく
なっており、今もその状況が続いている。

□
一般機械器具製
造業（設計担
当）

それ以外 ・街中の人出は少ないため、世間的にはまだまだ厳し
い。

□
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス禍は、これまで全ての面に悪影
響を及ぼしている。

□
電気機械器具製
造業（宣伝担
当）

受注量や販売量
の動き

・今月もテレビや冷蔵庫、電子レンジ、空気清浄機な
ど、実売額が前年や２年前を超えている商品が多数あ
り、３か月前と同様の推移となっている。

□
電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注は横ばいの状態である。

□

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量は伸び悩んでいると感じる。例年、年度末は
もう少し動きがあるが、今年はそれほどでもない。緊
急事態宣言により在宅の客が多いため、動きが鈍い可
能性はある。

□
建設業（経営
者）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、設備投資を凍結、延
期する企業もあれば、体力のある企業はやるべき計画
に集中し、確実に進めている。

□
輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・海外から商品が入らず、欠品が多くなっている。

□
金融業（営業担
当）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響で、取引先全体に活気が
ない。緊急事態宣言の解除後も自粛の動きは続くた
め、まだまだ景気の回復にはつながらない。

□

金融業［投資運
用業］（代表）

それ以外 ・新型コロナウイルスの感染者数は漸減となってい
る。ワクチンの接種も進むことから、飲食店を中心に
１年ぐらいかけて徐々に元の経済状況に戻る。滞りな
く東京オリンピックが開催できれば、これも大きな景
気浮揚のきっかけとなる。

□
新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・緊急事態宣言の発出後は、相変わらず悪い状況が続
いている。

□
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・紙媒体、Ｗｅｂ媒体共に、広告売上が前年を下回る
状況が続いている。

□
その他非製造業
［機械器具卸］
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・冬物商材もほぼ動かなくなり、通常の商品だけが動
いているが、余り変化はない。全体としては、活発な
動きはみられない。

(近畿)
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□

その他非製造業
［商社］（営業
担当）

取引先の様子 ・緊急事態宣言の発出で取引先に訪問できておらず、
明確な情報が入手できていないが、電話での問合せも
減少しており、設備投資などは中止か延期になってい
ると感じる。

▲
食料品製造業
（営業担当）

取引先の様子 ・緊急事態宣言が解除されない限り、人の流れは良く
ならないため、飲食店などの売上も少し悪いままであ
る。

▲

繊維工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス禍で、催事への集客や勧誘も控
え目となっている。少人数の催事が増えている一方、
交通費や宿泊費、人件費などの経費が増えており、売
上の不振に輪を掛けている。

▲
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・個人住宅の問合せは例年並みであるが、企業からの
設備投資の話が減っている。

▲
金融業（副支店
長）

取引先の様子 ・サービス業は、緊急事態宣言の影響で売上が減少し
ている。

▲
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・緊急事態宣言の発出で、イベントや広告の中止が相
次いでいる。

▲
その他サービス
業［店舗開発］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・緊急事態宣言の発出により、前年の１回目ほどでは
ないが、帰宅時間が非常に早くなっており、駅ナカで
も夕方以降の売上が大幅に減少している。

×

繊維工業（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・今月の生産量は前年比で75％前後となった。特に、
当地タオルの主要品である白タオルが大きく減少して
いる。新型コロナウイルスによる需要の減少や、し好
の変化による影響が大きい。

×
不動産業（営業
担当）

取引先の様子 ・２回目の緊急事態宣言が出てから、店舗の閉店が増
えている。賃料の減額要求もきており、景気が悪く
なっていると感じる。

×
その他非製造業
［民間放送］
（従業員）

取引先の様子 ・今年度の業績悪化を受けて、各業界で広告宣伝費の
圧縮が既定路線になっていると感じる。

×
その他非製造業
［電気業］（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの感染の収束がみられず、状況
は混とんとしている。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・派遣の求人件数は、年末までは前年の７割以下で推
移していたが、２月以降は例年の水準には届かないも
のの、上向いている。

○
人材派遣会社
（支店長）

採用者数の動き ・前年度に出てこなかった案件が、徐々に出始めてい
る。ただし、４月以降は分からない。

□
人材派遣会社
（役員）

求人数の動き ・反転を図るべき時に緊急事態宣言が発出されたた
め、全般的に沈滞ムードが漂い、求人も低位で安定し
ている状況である。

□
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・求人数が若干増えている。

□

新聞社［求人広
告］（管理担
当）

求人数の動き ・緊急事態宣言の発出による影響で、どの業種も求人
を控えている。新型コロナウイルスのワクチン接種が
始まったものの、中小零細企業が多い関西経済は冷え
込んでいる。

□
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・新型コロナウイルスの感染収束のめどが立ってきた
ため、上向き傾向となっているが、まだ雇用情勢には
影響が出ていない。

□

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・１月の関西の有効求人倍率は1.05倍と、前年比で
0.04ポイント上昇した。有効求人数が2.5％増え、有
効求職者数が2.1％減ったことが要因である。ただ
し、有効求職者数の減少は、緊急事態宣言による新規
求職者数の出控えが響いているとみられ、依然として
厳しい状況にあると考えている。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数が求職者数を上回っているが、12～１月は公
共工事で建設関係の求人は改善しているものの、その
他の業種では募集の抑制がみられる。

□

民間職業紹介機
関（営業担当）

求人数の動き ・新卒採用市場では通期で採用人数を決めており、月
ごとの大きな変化はないが、21年卒の採用では求人数
が減少傾向にある。22年卒の採用においても、その傾
向は続く見込みである。就職情報サイトの掲載企業数
も、前年の新型コロナウイルスの発生前と比べて、当
社を含めた大手サイトで10％前後減少している。ただ
し、３か月前からの変化はない。

雇用
関連

(近畿)
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□

学校［大学］
（就職担当）

それ以外 ・緊急事態宣言が関西では先行解除されるが、今回の
宣言期間中は在宅勤務が余り行われていなかったと感
じる。通勤中も混雑の緩和はみられなかった。最近は
新型コロナウイルス感染者数が減少気味であるが、ま
た増加する不安があり、先行きは不透明である。今の
ところは景気の回復感が感じられない。

▲

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・年度末が近づいているが、相変わらず景気の動きは
鈍い。新型コロナウイルスの影響で、新年度以降の先
行きが見通せないため、派遣先企業は必要最小限の人
員だけを確保し、３月末で契約を一旦終了させる動き
が出ている。一方、新型コロナウイルスの影響で、貸
付けの窓口となっている社会福祉協議会が相当忙しく
なっており、人材の注文がかなりある。

▲

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・１月の新規求人数は前年比で46.4％減少と、大幅に
減った。２けたの減少は前年の２月以降、12か月連続
であるほか、減少自体も２年前の11月から15か月連続
となっている。１月は緊急事態宣言が発出されたこと
で、企業の採用動向に大きな影響が出ている。

×
新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・新聞広告の出稿状況をみても、新型コロナウイルス
の影響で各企業が宣伝費を削減しているようで、相当
悪い。

×
学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・求人が全くないわけではないが、前年と比べると格
段に減少している。求人企業数は同じでも、求人数が
減少しているように感じる。

　９．中国（地域別調査機関：公益財団法人中国地域創造研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）
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◎

乗用車販売店
（店長）

来客数の動き ・新車購入を目的とした来客数がようやく前年の90％
まで回復し、サービスを目的とした来客数を含めた全
体の来客数は前年を上回っている。特に20日以降、来
客数が増加し、店に活気が戻ってきている。

○

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・まだまだ全体の売上は前年に届いていないが、食
品、お菓子、リビング・キッチン用品など商品群に
よっては好調に推移しており、来客数も増加傾向にあ
る。

○

スーパー（店
長）

販売量の動き ・食品や雑貨の買上点数が増加傾向にある。また、各
種行事が徐々に開催されるようになっている。新型コ
ロナウイルスについても、３か月前よりは改善してい
る。

○
コンビニ（支店
長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響が緩和し、週末の来客数
が増加している。

○

コンビニ（副地
域ブロック長）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍ではあるが、次第に人の往来
が増加しつつある。県外からの観光客はまだ少ない
が、近場でのレジャーは増加しつつあり、日中の来客
数の増加につながっている。

○
乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・新型車の売行きが好調で、２月の販売台数が前年比
105％となっている。

○
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・２月に先行き決算フェアを実施したため、来客数が
前年並みとなっている。

○
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響が少なく、来客数も販売
台数も増加している。

○
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響が続いているが、客がそ
ろそろ自粛に飽きてきている様子で、売上も例年並み
に戻りつつある。

○
その他専門店
［和菓子］（経
営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響が徐々に緩和している。

○
一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスへの慣れもあり、客の来店頻度
が徐々に増加してきている。今後、ますます安心材料
が出てくるため、外食需要も高まる。

○
一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・職場関係の飲み会や宴会の利用はほとんどないが、
家族連れなど一般客の利用の増加が顕著である。

○
観光型ホテル
（営業担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染者数が減少しつつあり、
宿泊客数がやや増加している。

家計
動向
関連

(中国)
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○

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言の影響で、客の動きはまだ鈍い。宿泊
稼働率も１月よりやや上昇しているが30％台と低迷し
ている。レストランは営業縮小を継続中で、再開には
慎重であるが、スイーツのイベントを企画したとこ
ろ、予約受注は想定以上に好調である。

○
タクシー運転手 お客様の様子 ・新型コロナウイルスの感染者数が減少し、少しずつ

ではあるが、人が街に出始めている。

○
住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・暖かくなってきたこともあり、客の動きが活発化し
ている。

○
住宅販売会社
（営業担当）

販売量の動き ・物件販売数が伸びている。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・相変わらず商店街の人通りは少ない。特に飲食関係
の来客数が少なくなっている。

□
一般小売店［食
品］（経営者）

販売量の動き ・来月からは厳しい状況になりそうだが、現状では新
型コロナウイルスの影響で食品スーパーの売上は好調
に推移している。

□
一般小売店
［茶］（経営
者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で、相変わらず人出が少
なく、商品が動かない。

□
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

お客様の様子 ・50代までの客は戻りつつあるが、70代以上の高齢者
の来客数が減少している。

□
一般小売店
［靴］（経営
者）

競争相手の様子 ・同業者には業績悪化のため人員削減をしている会社
や補助金などを活用して事業の転換、再構築を行って
いる会社がある。

□
百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・婦人服の生産が前年から20％減少しており、売上も
見込めない。来客数も前年を大幅に下回る状況が続い
ている。

□

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・１月末から県内でも新型コロナウイルスの感染者数
が増加し、来客数が減少したが、２月の後半に入り、
回復しつつある。セール最終月ということもあり、
セール商材などは購入につながったが、春物商材など
の動きは悪い。

□
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響が出始めた前年と比べる
と改善しているが、３か月前からは来客数や売上に大
きな変化はない。

□
百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・高級時計が数本売れ、ブランドの洋服もよく売れて
いる。

□
百貨店（外商担
当）

販売量の動き ・婦人、紳士衣料が苦戦している一方で、雑貨、菓子
やギフト商品を除く食品は比較的好調である。新型コ
ロナウイルス禍で人の動きが固定されてきている。

□
百貨店（営業企
画担当）

単価の動き ・客は戻ってきているが、衣料品の売上の減少が止ま
らない。

□
百貨店（外商担
当）

お客様の様子 ・東京や大阪で緊急事態宣言が発出されて以降、高齢
者を中心に来客数が大幅に減少し、売上も大幅に減少
している。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数は半年以上、前年の95％程度で推移している
が、売上は前年の105％程度で推移している。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・販売量は３か月前から変化がない。

□
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・客の買物回数が減少し、来客数が増加しないため、
買上点数が僅かに増加しても来客数の減少を補えない
状況である。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、ここ数か月、来客数
は前年比85％前後で推移している。

□
スーパー（総務
担当）

単価の動き ・客単価や買上点数は前年並みである。

□
スーパー（業務
開発担当）

来客数の動き ・客の来店頻度は減少しているが、客単価が上昇して
いるため、売上は前年を上回っている。

□
スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・中心地より郊外へ、大型ショッピングセンターより
路面店へといった客の流れが続いているため、来客数
が前年比141％、売上が前年比126％と好調である。

□
スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・３か月前と比べても来客数や客単価に変化はない。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・パンを販売しているが、客が求める商品に片寄りが
ある。

□
家電量販店（販
売担当）

販売量の動き ・新生活関連の商品の動きが悪い。

□
家電量販店（企
画担当）

来客数の動き ・来客数が前年と比べ10％減少していることで、売上
も減少するなど厳しい状況が続いている。
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□
乗用車販売店
（営業担当）

単価の動き ・来客数や販売台数は増加しているが、値引きに頼っ
ている部分がある。

□
その他専門店
［時計］（経営
者）

来客数の動き ・来客数が減少しており、高単価の商品が販売できて
いない。

□
その他専門店
［土産物］（経
営者）

販売量の動き ・いちごや殻付きの牡蠣（かき）などが売れる時期だ
が、観光客が少ないため、販売量は多くない。ただ、
Ｗｅｂのネットショップでの販売量は増加している。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（支
配人）

販売量の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　ＴｒａｖｅｌキャンペーンやＧｏ　Ｔ
ｏ　Ｅａｔキャンペーンなど各種キャンペーンが実施
されると客の反応が良くなるが、休止や終了になる
と、厳しい状況に戻ってしまう。また、緊急事態宣言
が継続していることが景気回復の逆風となっている。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（管
理担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの感染者数が減少してきている
ため、来客数が少しずつ増加してきている。新型コロ
ナウイルスのワクチンの接種が進むにつれて、客の危
機感は薄れてくる。ただ、景気が今後どのように回復
していくのか、ワクチンの効果がどれほどあるのかを
判断するのはまだ早い。

□
高級レストラン
（事業戦略担
当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスによるＧｏ　Ｔｏキャンペーン
の停止の影響が大きく、景気に回復の兆しはない。

□
観光型ホテル
（副支配人）

来客数の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの停止に伴
い宿泊の予約は少ないままで、今後の予約も現在余り
入っていない。

□
都市型ホテル
（企画担当）

お客様の様子 ・集中対策期間の影響で足元の収入は厳しい状況が続
く。

□
旅行代理店（経
営者）

それ以外 ・旅行については全く動きがなく、同業他社も会社を
維持するために人員削減や店舗併合などを図ってい
る。

□

旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・引き続き出張や福利厚生に絡む法人需要は低迷して
おり、緊急事態宣言の影響は対象区域外にも及んでい
る。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが再開さ
れれば、売上は徐々に回復してくる。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・暖かくなってきて、新型コロナウイルスの影響もや

や緩和して、日中の人の動きは良くなってきている
が、飲みのため夜に外出する客は少ない。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・消費は低水準で推移している。

□
放送通信サービ
ス（総務経理担
当）

お客様の様子 ・一般家庭からの利用料の支払について延滞動向を注
視しているが、大きな変化はない。

□
通信会社（経理
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、リモート等が増加
し、ネット環境を必要とする客は多くなっているが、
３か月前と比べても、申込みは増加していない。

□
通信会社（工事
担当）

お客様の様子 ・客の様子を見る限り、景気に変化はない。

□
観光名所（館
長）

来客数の動き ・緊急事態宣言の延長により、全国的に人々が外出を
自粛する傾向にあるため、依然として、観光客は少な
い。

□
ゴルフ場（営業
担当）

お客様の様子 ・通常であれば３月から予約が回復してくるが、今年
は大都市圏が緊急事態宣言中ということもあり、予約
が伸びない。

□
競艇場（企画営
業担当）

販売量の動き ・１日平均の売上はほぼ横ばいである。

□

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、住まいに関する引き
合いがほぼない状況が続いている。先が見える状況に
ならないと、客が大きな投資をする気持ちにならな
い。

□

設計事務所（経
営者）

競争相手の様子 ・最近、仕事の発注形式において、大手対象のデザイ
ンビルド方式が増加してきたので、大手でない設計事
務所が入札できるケースが減少している。また、実際
指名されても、仕事にはつながらない状況にある。

□
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・年末年始という季節要因もあるが、来客数や問合せ
が伸びていない。

□
住宅販売会社
（営業所長）

単価の動き ・客の動きが良くなり、購買意欲も高まっているよう
に感じられるが、購入単価は低下傾向にある。

▲
商店街（理事） 来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、人々の気持ちが落ち

込み、景気が冷え込んでいる。
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▲
商店街（代表
者）

単価の動き ・景気は厳しい状況で、どうしても欲しい商品しか購
入してもらえない。

▲
一般小売店［印
章］（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で人の動きが悪い。

▲

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・前年を上回る部門がほとんどない。外出を控える人
が多いためか来客数も前年の80％程度である。物産展
を開催しても出店業者が出店を控えたりすることもあ
り、以前のようなにぎわいがない。

▲
スーパー（店
長）

来客数の動き ・曜日や時間帯に関係なく、全体的に来客数が減少し
ている。

▲

スーパー（財務
担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染拡大による一部地域の緊
急事態宣言発出及び一部の自治体が実施している
キャッシュレス還元事業により、来客数が前年を上
回っていたが、還元事業終了後、来客数が前年を下
回っている。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言の影響で、来客数が減少傾向にある。

▲
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、いろいろなイベント
が中止となり、客が着物を着る機会が減少している。

▲
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、客の消費意欲が低下
しているため、来客数が少ない。

▲
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・売上は前年比110％で推移しているものの、来客数
が前年比90％に減少しており、肌感覚では景気が良く
なっている感じはない。

▲
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・依然として新型コロナウイルスの影響があり、客の
財布のひもは固い。

▲
その他専門店
［布地］（経営
者）

お客様の様子 ・例年も２月は売上が少ない時期だが、新型コロナウ
イルスの影響で、人の外出が減っており、廃業する店
が出てきている。

▲
都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・例年もオフ期であるが、今年は緊急事態宣言やＧｏ
Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの一時停止が影響
し、更に厳しい状況になっている。

▲
タクシー運転手 来客数の動き ・緊急事態宣言は解除されたが、状況は良くなってい

ない。

▲
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・携帯キャリアの値下げに伴い、利用者の低価格プラ
ンへの移行が進んでいるが、当社では他社との差がな
くなり、新規の引き合いが減少している。

▲
テーマパーク
（管理担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、景気はやや悪くなっ
ている。

▲
美容室（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で減少した客が戻ってこ
ない。売上も前年から大幅に減少している。

×
商店街（代表
者）

販売量の動き ・客の購買量や売上が減少している。駅前通りの人通
りが少なくなっており、夜のにぎわいもない。

×
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響が続き、景気は悪くなっ
ている。

×
一般小売店［洋
裁附属品］（経
営者）

来客数の動き ・商店街の人通りも来客数も少ない。

×
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・前月は来客数が前年の85％であったが、今月は近隣
の府県が緊急事態宣言の対象区域となったため、来客
数が前年の80％まで落ち込んでいる。

×
衣料品専門店
（代表）

来客数の動き ・自粛期間の延長により、来客数が激減し、売上は前
年の４割近くまで減少している。

×
住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・平日だけでなく、土日祭日も来客数が少ない。

×
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・飲食店の営業時間短縮は解除されたが、営業時間短
縮期間中に客が遅くまで外出しないことが日常化した
ため、解除後も客が戻らない。

×

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・年末から始まった自粛要請が今月22日に解除された
が、自粛期間中は来客数が非常に少なく、店舗付近の
人通りも少なかった。解除されて以降、昼の来客数が
少し増加したが、夜に関しては自粛中と変わらない状
況である。

×
スナック（経営
者）

来客数の動き ・緊急事態宣言の発出以降、夜の人出が全くなくなっ
てしまっている。このままでは社交飲食業界で倒産や
廃業が相次いで出てくる。

×

その他飲食
［サービスエリ
ア内レストラ
ン］（店長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、景気は悪くなってい
る。
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× タクシー運転手 来客数の動き ・乗車率が低下している。

×
通信会社（広報
担当）

お客様の様子 ・客に新しいものを買おうとする様子がない。

×
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、客が外出を控え、巣
籠り需要に金を掛けているため、景気が上向かない。

◎ ＊ ＊ ＊

○
食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、家庭用の商品は順調
に推移している。

○
化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの感染拡大が取引先に影響を与
えているが、景気はやや良くなっている。

○
窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・鉄鋼業向け生産が回復しており、生産部門で実施し
ている臨時休業も規模が縮小している。

○
鉄鋼業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・ここ数か月受注の回復傾向が続いている。

○
非鉄金属製造業
（業務担当）

受注量や販売量
の動き

・金属価格が高値で推移し、電子材料素材の受注が伸
びてきているため、景気はやや良くなっている。

○
輸送用機械器具
製造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響が緩和し、景気がやや良
くなっている。

○
輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・通販やフリーマーケット市場を含め、荷物の個数は
増加している。特に個人市場の荷物の伸びが目立って
いる。

○
不動産業（総務
担当）

それ以外 ・来客数や成約件数が増加している。

○
会計事務所（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・人材不足の影響や新型コロナウイルス禍によるリス
クヘッジの動きによって、間接部門のアウトソーシン
グの新規の引き合いが増加しつつある。

□
農林水産業（従
業員）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、飲食店の集客が軒並
み落ち込んでいる。

□

繊維工業（監査
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注はほぼ前年並みで推移している。ある程度人の
動きも戻り、スマートフォンを活用した受注アプリを
開発したので、前年並みの受注は確保できる見通しで
ある。

□
鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・３か月前から特に変化はない。

□
金属製品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量は生産能力の50％程度しかなく、状況は３か
月前と変わっていない。

□
電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・電子部品関連は回復基調にあるものの、機械装置関
連は依然として取引先の設備投資再開までには至って
おらず、まだまだ時間を要する。

□
輸送用機械器具
製造業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスが落ち着いているが、主要客か
らの受注量は、主要客の部材不足により、下方修正と
なっている。

□
建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注予定時期が遅れ気味ではあるが、受注は順調に
推移している。

□
輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・景気は新型コロナウイルス発生前の水準には戻って
いない。

□
輸送業（総務・
人事担当）

受注量や販売量
の動き

・受注数量に変化がない。

□
金融業（融資企
画担当）

取引先の様子 ・地元完成車メーカーの世界販売が前年比で１割程度
の減少となっているため、系列の地元部品メーカーの
受注もおおむね前年比で１割の減少となっている。

□
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、受注量が減少傾向に
ある。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・寒暖差が大きく、季節商材の動きが激しい。全体的
に物量が低下している。

▲
木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・前年の夏以降、景気は回復傾向にあったが、１月頃
から新型コロナウイルスが拡大し、緊急事態宣言が出
たこともあり、景気はやや悪くなっている。

▲
金融業（貸付担
当）

取引先の様子 ・緊急事態宣言の影響で、企業の売上や収益は全般的
に悪化傾向にある。

×
通信業（営業企
画担当）

取引先の様子 ・データセンターの商談や見学の機会が激減、新規の
問合せも少ない。先行きが不透明な状況で、新たな投
資目的の活動も鈍い。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（支社長）

求人数の動き ・全体的に受注は回復傾向で、新型コロナウイルスの
ワクチン関連の受注も増加している。

企業
動向
関連

(中国)

雇用
関連
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○
人材派遣会社
（経営戦略担
当）

採用者数の動き ・新規求人の回復に伴い、採用者数が前年の水準まで
回復している。

○
民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・求人需要は相応に高く、一時的に凍結していた人材
募集も再開している。

○
その他雇用の動
向を把握できる
者

求人数の動き ・新型コロナウイルス禍の厳しい状況から徐々に回復
傾向にある。また、３～４月に掛けての求職者の動き
の活発化が期待できる。

□
人材派遣会社
（支店長）

採用者数の動き ・求人数、求職者数共にそれなりの数値となったが、
求人側と求職側のニーズに違いがあり、マッチングに
至らないケースが多くなっている。

□

求人情報誌製作
会社（営業担
当）

求人数の動き ・新卒採用の求人数は新型コロナウイルス禍でも大き
く減少していない。2022年卒の採用活動も始まり、
2023年卒のインターンシップを検討する企業も出始め
ている。

□

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

雇用形態の様子 ・新型コロナウイルスが企業の売上などに与える影響
が前年秋頃から顕著になってきている。採用は新卒が
現状維持、中途は見送りの状況が続いてきたが、今年
に入ってから徐々に元に戻り、現状は中途採用も前年
の７～８割まで戻っている。

□

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・有効求人倍率は全国トップレベルの水準ながら、雇
用情勢はやや悪化している。企業は人材不足を実感し
つつも、新たな求人を出しにくい状況にあり、求職活
動は長期化の傾向にある。

□
職業安定所（雇
用関連担当）

求人数の動き ・新規求人数が前年及び前月と比べ減少する状況が続
いている。

□

職業安定所（事
業所担当）

求人数の動き ・新規求人数は前年から12.4％の減少、有効求人数は
前年から19.5％の減少で、新型コロナウイルスの影響
による厳しい雇用情勢が続いている。直近３か月の新
規求人数も前年から19.3％の減少となっている。１月
の有効求人倍率は1.62倍、１月末時点の新規学卒対象
の求人状況を前年と比べると、高卒で求人数が25.5％
の減少、大卒等で求人数が24.7％の減少となってい
る。

□
民間職業紹介機
関（求人・人材
採用担当）

求人数の動き ・求人全体の状況に大きな変化はないが、飲食関係の
求人は引き続き少ない。

□
学校［大学］
（就職支援担
当）

雇用形態の様子 ・景気に変化はないが、新型コロナウイルスのワクチ
ンの情報が出始めるなど明るい兆しが出てきている。

▲
求人情報誌製作
会社（経営者）

周辺企業の様子 ・３か月前と比べ、周辺企業の景気は明らかに悪く
なっている。

▲
職業安定所（所
長）

求人数の動き ・企業が求人１件当たりの募集人数を必要最低限にし
ているため、製造業の新規求人数は前年から４割減少
している。

▲
学校［短期大
学］（進路指導
担当）

求人数の動き ・来年度卒業予定の学生を対象とした求人が例年より
も少なくなっている。

× － － －

　10．四国（地域別調査機関：四国経済連合会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）
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◎ － － －

○

衣料品専門店
（営業責任者）

販売量の動き ・景気が良いとはいえないが、マイナスの幅は縮小し
ている。売上は前年と比較して90％程度となってお
り、依然として状況は厳しいが、３か月前よりは良く
なっていると感じる。

○
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・新生活の準備のため、白物家電を中心に販売量が増
加している。

○
家電量販店（副
店長）

販売量の動き ・来客数は減少しているが、購入単価や買上点数が増
加しているため、売上については計画どおりに推移し
ている。

○
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染状況が落ち着いてきてお
り、気分的に緩んできたのか客の動きが活発になりつ
つある。

○ 通信会社社員 お客様の様子 ・最近は客への通信関連の提案件数が増えている。

(中国)

家計
動向
関連

(四国)
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□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染者数はかなり落ち着いて
きているように思うが、夕方以降の人出がまばらであ
り、特に飲食業は苦戦しているように感じる。

□

商店街（事務局
長）

販売量の動き ・一部の地域でワクチン接種が始まったが、高齢者が
２回の接種を終えるのは秋頃まで掛かりそうな見通し
である。緊急事態宣言はようやく解除となる見通しで
あるが、安心して外出や買物ができる環境にはまだな
いと考える人が多い。

□
一般小売店［書
籍］（営業担
当）

販売量の動き ・店頭売上、外商売上共に、前年同月比でほぼ同水準
であった。

□
一般小売店
［酒］（販売担
当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスと寒波の影響で人の動きがな
く、外食控えの傾向もあるため、料飲店への納入業者
としての販売量が激減している。

□
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・ふだん外食をする人が、内食のためスーパーを利用
するようになっている。

□

コンビニ（商品
担当）

単価の動き ・新型コロナウイルスの影響で外食機会が減っても、
コンビニ等の中食商品の売上が増えるわけではない。
さらに、レジ袋有料化でカウンターフーズも売りにく
い状況であり、併売数も落ちている。

□
コンビニ（総
務）

来客数の動き ・前年比で来客数が減少、客単価が増加という傾向は
変わっておらず、売上は微増だが企業努力によるもの
だと考えている。

□

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・３か月前と比べて景気は余り変わっておらず、洋服
や衣料品の販売状況も良くないままである。依然とし
て新型コロナウイルスの影響がかなり響いていると感
じる。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新車の受注状況は前年並みで推移している。

□
乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・消費税増税や新型コロナウイルスの感染が懸念され
ていた前年の数字とほとんど変わっていない。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・地元の人は用心深く、外出控えが続いている。

□

競輪競馬（マ
ネージャー）

お客様の様子 ・都市部を中心に緊急事態宣言が発出され、レジャー
や娯楽交遊業界にも自粛ムードが継続しており、事業
も大幅な縮小傾向にあるため景気は低調に推移してい
る。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・売上は減少したまま停滞している。

▲

商店街（代表
者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの感染再拡大の影響で都市部に
緊急事態宣言が発出されたため、当地域でも営業時短
要請が発出され、来客数が伸び悩んでおり販売量が前
年比で減少している。

▲

一般小売店［生
花］（経営者）

それ以外 ・県内の飲食店の営業自粛が解除になり、夜の店も営
業を始めたが、依然として人もまばらでほとんど通っ
ていない状況である。居酒屋などは客が２～３人入っ
ているところもあるが、ほとんどの店は開店休業の日
が多い。飲食店には給付金の給付があったが、繁華街
のその他の業種は救済がなく、経営が悪化している。

▲
百貨店（営業管
理担当）

来客数の動き ・１月に減少した来客数はやや持ち直しつつあるが、
依然として低調に推移している。

▲
スーパー（財務
担当）

来客数の動き ・キャッシュレス決済事業者が自治体と組んだポイン
ト還元のキャンペーンがあり、対象のスーパーやド
ラッグストアに客が流れている。

▲

コンビニ（店
長）

単価の動き ・来客数の減少を客単価の増加で補ってきた１年で
あったが、最近は客単価も落ち始めている。当地域の
感染状況は落ち着いてきたが、依然として来客数は
戻ってこない状況である。

▲

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・例年２月は非常に厳しい月ではあるが、改正特別措
置法の成立の影響により、更に売上が落ちていると感
じる。３月以降は気温も上昇し衣替えの時期にもなる
ため、徐々に売上が回復していくことを期待してい
る。

▲
乗用車販売業
（営業担当）

販売量の動き ・年末のキャンペーンが終了し販売台数は苦戦してい
るが、売上は前年とほぼ同水準で推移している。

▲

その他小売
［ショッピング
センター］（副
支配人）

来客数の動き ・緊急事態宣言が一部地域で解除される見通しである
が、依然として不要不急の外出控えは続いており、す
ぐに景気は回復しないと考えている。
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▲

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの第３波及び緊急事態宣言の発
出により、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン事
業の再開も未定であり、依然として客の旅行自粛が続
いている。

▲

タクシー運転手 お客様の様子 ・最近は客が減少していることに加え、客の移動も近
距離化している。新型コロナウイルスの影響による自
粛期間が長引いており、３～４か月ぶりに夜の街に出
たという客も多い。

▲
通信会社（営業
部長）

来客数の動き ・来客数が前年度と比べると１～２割減少している。

▲
設計事務所（所
長）

それ以外 ・自分が所属する社会奉仕関連のクラブでは、休会を
する人が増えてきている。

×

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス禍を転機とした、更なる消費者
の購買行動の変化が大きな時代転換をもたらすと思わ
れる。商品志向においては従来型の価値観が変わり、
購入方法においても更にネット化が進み、新たな流通
革命が到来していると感じる。

×

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染拡大による当地域独自の
自粛要請があり、人の動きがかなり悪かった。現在は
解除となっているが、人の動きは依然としてかなり鈍
い状況である。

×
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・緊急事態宣言の長期化により景気の不透明感が増し
ている。

×

タクシー運転手 来客数の動き ・依然として夜の街に人はほとんどいない。若者は多
少出ているが、タクシーを利用してくれる客はおら
ず、売上もさっぱりの状況である。昼も全体的に暇な
状態が多く、当社では休みを通常より５日ほど増やし
ている。

◎
輸送業（経理） 受注量や販売量

の動き
・新型コロナウイルスの影響により減少していた出荷
量のうち、国内輸送については低水準のままだが、海
外向けや特に中国向けの出荷量が増加してきた。

○

電気機械器具製
造業（経理）

受注量や販売量
の動き

・１～２か月前と同様に、新型コロナウイルスのワク
チンを保管する保冷庫の需要が伸びており、一過性の
特需に近いものであるが、一部の事業体で受注量や販
売量が改善している。

○

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・令和２年度の当初予算やこれまでの補正予算、前年
度繰越し等で公共事業量は前年度よりも多く、売上も
順調で業界の景気は上向きであった。加えて、年度末
の補正予算の執行で更に上乗せされ、新年度以降の仕
事量も確保できていることから景況感が好転してい
る。

○

通信業（企画・
売上管理）

受注量や販売量
の動き

・都市部の大企業の広告料は、上期に新型コロナウイ
ルスの影響でＣＭを控えていた反動で、下期からは復
調気味で、特に12月からは前年超えが多い。２月も引
き続き前年超えとなっているが、12月と比べると微増
である。

○
金融業（副支店
長）

受注量や販売量
の動き

・業種により偏重はあるものの、足元では前年同期比
の売上が回復基調にある取引先が増加傾向にある。

○
税理士事務所 取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響を受けていた企業の業績

が回復傾向に向かっている。

□
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・再生可能エネルギー関連の事業については、客から
の問合せはあるが、成約まで至らない状況が続いてい
る。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・１月以降、受注が伸び悩んでいる。

□
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・これ以上の下げ幅がない状況である。

▲

農林水産業（職
員）

受注価格や販売
価格の動き

・青果物の卸売価格は、例年の７～８割程度で推移し
ている。価格を押し上げる業務需要の動きが低調であ
り、青果物全体の基調価格を押し下げている。家庭消
費も一時期のような勢いはなく、巣籠りの定着により
家庭での食事が当たり前となり、低価格志向が強まっ
ている傾向にある。春商材の動きも例年より鈍い。

▲

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・当社の取引先のうち、地方の雑貨小売店やインテリ
ア家具などセレクト店舗の景気は悪くない状況であ
る。しかし、観光地の景気は低迷しており、それらの
地域の小売店は非常に厳しく、全体的には前年比90％
前後の売上推移である。

企業
動向
関連

(四国)
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▲
木材木製品製造
業（営業部長）

受注量や販売量
の動き

・緊急事態宣言の影響が２月後半の売上に出ていると
感じている。また、３月の受注量は大きく減少してい
る。

▲

化学工業（所
長）

受注量や販売量
の動き

・まだまだ新型コロナウイルスの影響を大きく受けて
いる状況に変わりはない。ただし、良くなる兆しも感
じており、来月以降は現時点より良い状態となると思
われる。

▲
鉄鋼業（総務部
長）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響が続き、受注残が減少し
ている。また、雇用維持のため臨時休業による雇用調
整助成金の受給を余儀なくされている。

▲

輸送業（営業） 受注量や販売量
の動き

・12～１月は第３波到来や二度目の緊急事態宣言発出
の影響があったにもかかわらず、大きな減少は見受け
られなかったが、２月に入り見受けられた。業界を見
渡してみると個人向けの消費を支える宅配便分野が好
調である一方、企業向けの商業物流分野は依然として
苦戦を強いられており、景気の回復を実感できるよう
な動向はいまだ見受けられない。

×
一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響もあって、海外での商談
が長引き、需要は前年割れが続いている。

◎ － － －
○ ＊ ＊ ＊

□
人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・登録者数は例年と変わらず、大きな変動は感じな
い。

□

人材派遣会社
（営業）

周辺企業の様子 ・飲食業の営業時短要請は解けたものの、いまだ警戒
期間であるため外食産業の経営状況は回復できていな
い状況である。旅行業や宿泊業、公共交通機関、公共
施設の集客も厳しく、企業は雇用確保の抜本的な見直
しを迫られており、離職者も増加している状況がうか
がえる。

□
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・サービス業以外の求人はあるが、以前と比べると求
人数が伸び悩んでいる。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響を受けていなかった分野
の広告出稿にも少しずつ影響が出始めている。

▲

求人情報誌（営
業）

周辺企業の様子 ・周辺企業では一部業界を除き、軒並み売上や利益が
前年と比較して厳しい状態である。観光や飲食を始め
とするサービス業界と、その周辺業界では壊滅的なダ
メージを受けているところもある。

▲

職業安定所（求
人開発）

周辺企業の様子 ・新型コロナウイルスの感染拡大による影響が様々な
産業において出ており、事業所閉鎖や事業縮小等によ
る人員整理を実施する事業所の発生が４月以降継続し
ている。緊急事態宣言の発出によって、都市部から地
方への人の移動が激減したことによる影響が、解除の
時期まで続くと思われる。

▲
学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・緊急事態宣言が都市部に発出されているなか、時短
営業を実施している飲食業や観光業、旅行取扱業者、
ホテル業界は深刻な状況が継続している。

雇用
関連

(四国)
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× － － －

　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・年度末で新型コロナウイルスの影響が出始めていた
前年を大きく上回っている。

○

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス発生後、周辺商店街を含め時短
営業や催事ＤＭ抑制もあり、高齢者中心に集客力が低
下している。来店客の減少や滞留時間短縮は継続して
いるが、上旬のバレンタインキャンペーンや中旬の全
店催事、また、下旬のクレジット催事と午前中心に客
足が戻りつつある。店頭では自家需要商品の紳士・婦
人衣料雑貨、寝具、家電製品やし好性の高い舶来雑
貨・時計・美術工芸品等は依然堅調である。店頭外で
のオンライン販売と物産催事開設では、好調な受注が
続いている。

○

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言下で、コンビニエンスストア利用の幅
が広がっており、来客数の改善がみられる。新型コロ
ナウイルス禍にあっても、滞在時間が短くて済むた
め、客の感じるリスクが軽減されていると考えられ
る。

○

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（支配人）

来客数の動き ・年末からの新型コロナウイルス感染者数拡大や近隣
の県での緊急事態宣言の影響もあり、かなり苦戦して
いたが、今月に入り回復の兆しが見えてきている。売
上としては、全体的に95％程度まで回復しており、旅
行等厳しい業種もあるが、客足は戻りつつあると言っ
て問題ない。一方、従業員が感染した場合のバッシン
グは根強く、誤解を招かないよう行政側の発信を強め
てほしい。

○
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・時短営業が解除となり、僅かではあるが、客は戻り
つつある。しかし、これまで外出自粛が続いたことに
より、外出を控える傾向が強くなっている。

○
通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・光インターネットのエリア拡大により、販売量が増
加している。

□

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・今月中旬に県からの緊急事態宣言が解除されてから
は、若干人の動きがあるが、午前中は生鮮食品の買物
がほとんどで、商店街を回遊する客は少なく、生鮮食
料品以外の物販は厳しい状態が続いている。

□
商店街（代表
者）

販売量の動き ・緊急事態宣言が間もなく解除されるが、人の動きが
非常に悪いために消費が抑えられている。最低限の必
需品以外は、購入しない状況になっている。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの政策で、飲食店が少しでも安
心して潤うかと考えていたが、厳しい状況は変わらな
い。新型コロナウイルスの感染状況に慣れてきても、
客が戻る気配がなく、不安がある。

□

一般小売店［青
果］（店長）

それ以外 ・ピーマン、きゅうり等当地産物の中央市場での相場
が上がりきらない。レタス、サニーは他県から入る
が、半値から1/3の価格である。品物の動きがなく、
業者は苦しんでいる。

□

百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・バレンタインは、プチぜいたくの自家需要もあり好
調に推移しているが、催事やイベントの中止、また、
延期、縮小等厳しい状況は継続している。家中需要と
いった家電や生活用品等は、引き続き堅調に推移して
いるものの、婦人服を中心としたアパレル関連は依然
苦戦している。

□

百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス禍が発生し、外出自粛等が始
まって１年が経過した。売上の実績は、前年も影響を
受けていたため、落ち込みが目立たなくなっている
が、来客数や客の外出減少、また、それに伴う購買減
少の状況は全く変わっていない。

□
百貨店（プロ
モーション担
当）

来客数の動き ・初回ほどの強力な自粛はみられないものの、再び緊
急事態宣言を受けて、特に夕方以降の来店が大きく減
少している。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・景気動向としては、大きな変動はないが、生活スタ
イルが家中であることは間違いない。食料品好調に対
して、衣料関連は苦戦している。

家計
動向
関連

(九州)
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□

スーパー（統括
者）

販売量の動き ・新型コロナウイルス禍のなか、緊急事態宣言もあ
り、内食率は相変わらず高く推移しており、１人当た
り買上点数の増加も続き、客単価は高い数値を維持し
ている。

□

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・病院内の店舗であるため、新型コロナウイルス禍の
影響で、来店客が激減している。また、医者を含む職
員が感染しないための予防策で、買物に消極的で売上
が大きく下がっている。ワクチン効果で新型コロナウ
イルスの感染が終息しなければ、厳しい状況が続く。

□
コンビニ（エリ
ア担当・店長）

お客様の様子 ・時短営業が解除され、弁当や総菜等家食のための食
材の売上が、アルコールよりも若干落ちている。

□
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・相変わらず新型コロナウイルスの感染拡大のため、
来街者及び来店客はない。

□

衣料品専門店
（取締役）

お客様の様子 ・買物をする人が少なく、来客数が少ない状況が継続
している。一部の客では、今まで買い控えしていた分
をまとめて購入するということがあり、若干の売上は
あるが、消費意欲がないことを危惧している。

□

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・１月は新型コロナウイルス感染急拡大及び近隣での
クラスター発生で来客数が激減したが、時間が経過し
落ち着きをみせると、３か月前と同様に巣籠り需要の
恩恵で、前年を上回る状態に戻っている。

□
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・新型コロナウイルス禍で２月は、過去５年間のなか
でも上位になっており、景気は良い状態である。

□
家電量販店（総
務担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルス関連の補助金やプレミアム付商
品券の後押しも徐々に弱まっている。駆け込み需要の
面が大きかったため、今後の反動が懸念される。

□
家電量販店（広
報・IR担当）

販売量の動き ・来客数は減少しているが、巣籠りやテレワーク需要
により、テレビや冷蔵庫、洗濯機、パソコン等大型家
電が伸びており、前年を上回る売上である。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・ここ最近は、個人でも全体でも売上が、さほど変わ
らない。

□
乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・新車販売台数が堅調に推移している。特に人気車種
は納期６か月超の車もあり、当面は売上利益の確保が
できる。

□
乗用車販売店
（代表）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響を受けている。

□
住関連専門店
（経営者）

お客様の様子 ・今月の各種キャンペーンで、新型コロナウイルス発
生前の売上まで回復しているが、店舗での販売では決
定までに時間が掛かり、来客数も少ない。

□

その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

お客様の様子 ・来客数が減少傾向にある。ただし、客の購入単価
は、巣籠り等の需要で増加している状態である。売上
等は前月と変わらない状態で横ばいである。今後、暖
かくなると外出も多くなり、来客も増加傾向になる。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（統括）

販売量の動き ・燃料油の小売価格は、やや上げの傾向である。県独
自の緊急事態宣言が解除され、感染者も１けた台で推
移していることで、客には安心感が出ており、販売量
は前年並みを予想している。

□

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（統括者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍の緊急事態宣言下で、客の来
場が大きく落ち込んでいる。

□
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・飲食店を含めた宿泊業は、緊急事態宣言の影響を大
きく受けており、売上増加が見通せない状況である。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・新型コロナウイルス対策は取っているが、客が少な

い。

□
ゴルフ場（従業
員）

お客様の様子 ・ゴルフブームの傾向もあるが、料金や購買状況は余
り変わらない。

□

美容室（経営
者）

販売量の動き ・２～３か月前から比較すると徐々に上がると予想さ
れるが、緊急事態宣言もあり横ばいの状態が続いてお
り、客の動きも悪くなっている。なかなか活性化して
いない。

□

美容室（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染拡大の影響で景気が良く
ならない。街に人通りがなく、店の状況が危なくなっ
ている。支援金対象ではないため、何らかの対策を講
じてほしい。

□
美容室（店長） お客様の様子 ・外出を我慢していた人が、久しぶりに外出している

状況である。
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□
設計事務所（所
長）

それ以外 ・新型コロナウイルスの感染拡大防止対策の影響で、
観光業や飲食業が閑散としており、金が回っていな
い。

□

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、集客が見込めない割
には、Ｗｅｂを通じて客の反応はある。計画どおり進
んでいる物件もあるが、外した企画の物件は伸び悩ん
でいる。景気は、計画に対し若干下降している。

□
住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・今回の緊急事態宣言発出後の来場者数は、やや減少
しているものの、前年の緊急事態宣言時ほどの減少は
ない。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・年末の第３波発生以来、１～２月は４月の第１波以
上に非常に悪い状況である。

▲

一般小売店［生
花］（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で売上は落ちてはいる
が、２月は取り立ててイベントもなく、12月の送別や
クリスマス、正月の花など需要が見込まれた月と比べ
ると、最悪の状況にはなっていない。

▲
百貨店（企画担
当）

来客数の動き ・緊急事態宣言発出による外出自粛の影響で、来店客
が減少している。

▲

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・今月は、緊急事態宣言の発出の影響が一番大きい。
新型コロナウイルスの感染拡大で来客数が落ち込んで
いる。緊急事態宣言の発出いかんで状況が変わってい
く。

▲

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・２月に入り緊急事態宣言が延長されたが、１年前の
ような買いだめに殺到する動きは見られない。１回当
たりの客単価は、前年超えで推移しているが、来客数
は前年割れが続いている。この１年で、新しい生活様
式が浸透しつつあり、デリバリーが普及しているが、
これまでのような巣籠り需要は、さほど期待できない
と考える。

▲

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍による緊急事態宣言が発出さ
れていない地域でも、新型コロナウイルス感染者の増
加とともに来店頻度が低下している状況である。家中
需要の傾向は変わらず、食品部門は来店頻度の低下に
伴い、買上点数増加による客単価増加にはつながって
がっているものの、衣服住部門はクリアランス時期に
もかかわらず、前年を大きく下回る状況が継続してい
る。

▲

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルス発生から１年が経過し、前年に
売行きが良かった商材が、大幅に落ち込んでいる。ま
た、気温が高いために、鍋物や汁物等の冬型商材の動
きが悪い。

▲

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・人の動きは減少しており、巣籠りのための生活必需
品や食料品購入の下支えはあるものの、イベントや旅
行、行楽での利用は大幅減少している。飲食店の時短
営業だけでなく、夜帯の仕事関係者の減少で深夜22時
～早朝６時の時間帯は来客数が少ない状態で継続して
いる。

▲

衣料品専門店
（総務担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染拡大により、緊急事態宣
言が独自に発出され、また、外出自粛も要請されたた
め、来街者が極端に少なくなり、来客数も減少してい
る状況である。

▲
家電量販店（店
長）

販売量の動き ・新型コロナウイルス特需が落ち着きつつあり、今後
もこの流れが続くのではないかと考えられる。

▲

住関連専門店
（従業員）

来客数の動き ・秋冬が繁忙期となるため、春が近づくにつれ客単価
が低くなっていくが、緊急事態宣言の影響で来客数も
落ち込んでいる。加えて、雪等で外出しにくい日が続
いたこともあり、落ち込みの要因として挙げられる。
また、例年であれば大学進学に合わせた新生活セット
を買い求める客も多いが、今年は極端に少ない。

▲
居酒屋（経営
者）

来客数の動き ・時短営業の影響もあり、企業や団体等での宴会等の
予約がなくなっている状況である。

▲

タクシー運転手 それ以外 ・現在の新型コロナウイルスの感染状況では、景気は
横ばいから下り坂である。ワクチン接種が早く始まれ
ば、かなり内需は上向いてくると考えられるが、まだ
先行きが見通せず、厳しいと懸念される。

▲
その他サービス
の動向を把握で
きる者（所長）

お客様の様子 ・会場貸しの引き合いが、全くない。来年度の予算策
定に当たって客からの経費削減要求の声が大きくなっ
ている。
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▲

その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

お客様の様子 ・季節要因による入院等の客減少に加え、新型コロナ
ウイルス第３波の拡大の影響で、売上高は、前年比及
び前月からも大きく減少傾向となっている。

▲
設計事務所（代
表）

来客数の動き ・緊急事態宣言を受けて、イベントの開催ができな
い。

×

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、客が商店街に来るこ
とがなく、また、飲食関係の業者も商店街に仕入れに
来ることがないため、客が減少している。今の状態で
は、厳しい状況が続いていく。

×
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・１年が経過しても新型コロナウイルス禍が収束しな
いため、一段と景気が落ち込んでいる。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・緊急事態宣言により、来客数が減少している。年度
末の繁忙期にしては、余りにも少ない。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、商店街では高齢者の
来街が極端に少なくなっている。緊急事態宣言が解除
された後に、客が戻ってくるかどうか心配である。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍で来客数が大幅に減ってい
る。客に聞くと制限は緩和されているが、外出はでき
るだけ控えている状態である。

×
一般小売店［精
肉］（店員）

販売量の動き ・緊急事態宣言の発出を受けて、飲食店向けの販売量
が激減している。

×
一般小売店［鮮
魚］（店員）

お客様の様子 ・客の購買意欲が変化し、必需品以外は極力買わない
ようにしている。

×

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

販売量の動き ・緊急事態宣言が再度発出され、不要不急の外出自粛
や飲食店の時短営業要請で、休業している店舗が多く
見受けられる。いつもの活気もなくなり、歩行者も少
ない状態で売上は上がらない。

×

百貨店（売場担
当）

競争相手の様子 ・今月の全体の売上は79％となり、３か月前から16％
落ちており景気は悪くなっている。部門別では、一部
の店舗で衣料品は87％、喫茶、食堂は56％で悪い状態
が継続し、食品も催事が今月はないことから68％に
なっている。

×
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍での緊急事態宣言の最中であ
り、テレワークが常態化している企業も多く、平日も
週末も、人の動きが戻っていない。

×
コンビニ（店
長）

販売量の動き ・２店の経営をしているが、どちらも前年の売上を下
回り始めている。

×
コンビニ（店
長）

それ以外 ・売上の減少や雇用問題、さらに、借金による赤字運
営で、飲食業界は限界である。

×
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・来店客がなく、例年の半分以下である。

×
衣料品専門店
（店員）

来客数の動き ・緊急事態宣言が発出されて、来客数は更に減少して
いる。

×

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・お弁当を始めたところ、最初は良かったが、すぐに
巣籠りになり、注文も少なくなり、耐えている状態で
ある。新型コロナウイルスの感染が収束し、ワクチン
接種が早く始まることを待っている。

×
高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・当店の客層は会社関係が多く、緊急事態宣言発出後
は自粛により全く客の来店がない。

×
一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・明らかに客の数が少なく、夜街に出ている人も少な
い。

×

その他飲食の動
向を把握できる
者［酒卸売］
（経理）

販売量の動き ・緊急事態宣言に伴う飲食店への時短営業要請によ
り、売上減少となり景気は下向きとなっている。

×

観光型ホテル
（総務）

来客数の動き ・県独自の緊急事態宣言により、外出自粛や飲食店へ
の時短営業要請があり、特に夜間帯の来客が激減して
いる。新型コロナウイルス感染防止対策として、外食
自粛が定着した感が強い。

×

観光型ホテル
（専務）

来客数の動き ・３か月前にはＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペー
ンの影響で、これまでにないほど多くの宿泊があっ
た。緊急事態宣言が出ている現在は、ほぼ休館状態に
なり最悪の状態である。

×
都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・緊急事態宣言発出後、稼働は今までにないほどに低
迷している。

×
タクシー運転手 来客数の動き ・緊急事態宣言のなかでも、昼間の人出はそこそこあ

るが、イベント縮小や夜間の繁華街の人出のなさ等景
気の低迷が続いている。
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× 競馬場（職員） 来客数の動き ・客を迎え入れられないため、状況は悪い。

◎
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今年に入り受注が急増し、２月以降はキャパオー
バーの状態が続いている。

○
電気機械器具製
造業（取締役）

受注量や販売量
の動き

・来期以降の具体的商談が増加しつつある。

○

その他製造業
［産業廃棄物処
理業］

受注価格や販売
価格の動き

・金属相場や貴金属相場は右肩上がりになっているた
め、徐々に回復傾向にあるが、生産量で考えるとまだ
減少傾向である。投機による上昇であり、生産増加に
よる上向きではない。

○
輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・ＥＣ通販向けは引き続き好調である。店舗販売から
ＥＣ通販に参入する客が増加しており、また、大手企
業からの健康食品の受注が増加している。

□
農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・従来下がる時期に上がっており、気候との相関がみ
られないことから、非常に不透明な需給となってい
る。

□

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注関係は前年度と比較すると良いが、３か月前と
比較するとそこまで良くない。市場関係の状態は、Ｗ
ｅｂでは波があり、通常の販売では思うようにはいか
ない。今後はＷｅｂが主力になると考えている。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・客の体制が大きく変わり、安定していない状態が２
～３か月続いている。

□
輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・相変わらず例年と比べても物量が下がり、人件費は
高騰したままである。

□
通信業（経理担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、横ばいが継続してい
る。

□

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの新規感染状況は落ち着きつつ
あるが、飲食やタクシー業界等では、回復への足取り
は重い。消費者には、ステイホームの意識が根付いて
おり、割引等の集客イベントへの反応も鈍い。

□
金融業（営業） 取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、モノ、ヒトの流れが

止まっている。製造、販売共に需要がない状況であ
る。

□
新聞社［広告］
（担当者）

受注量や販売量
の動き

・東京や大阪が回復傾向にあり、広告出稿が少し戻っ
ているが、地元九州の状況が悪い。

□
広告代理店（役
員）

受注量や販売量
の動き

・業績３か月予想がなかなか好転しない。競合プレゼ
ンテーションや新規の案件数も低位で安定してしまっ
ている。

□
経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・取引先に人材投資の計画を聞くと、大きな変化がな
い状況である。

□
経営コンサルタ
ント（社員）

それ以外 ・２月の研究会で最近の動きについて報告があった
が、決算整理が忙しく、新しい動きはみられず、新し
い取組は１件のみで低調であった。

□
経営コンサルタ
ント（社員）

取引先の様子 ・業務用卸売業が倒産寸前である。宅配を主にしてい
る業種は何とか前年比100％を維持している。

□
その他サービス
業［物品リー
ス］（職員）

取引先の様子 ・来期不透明感もあり、設備投資を行うか否かの判断
が難しいとの意見をヒアリングするケースが多い。

▲

農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・１月は厳しい状況であったが、２月に入り更に深刻
である。今月の売上は、対計画の70％になる過去最低
の予想である。好調であった量販店向けも２月は稼働
日数が少なく、厳しい売上になっている。冷食メー
カー向けも１～２月は本格的な稼働をしないため、３
月以降に期待したい。

▲
繊維工業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量が少なく、今月は予定外に５日程休みにし
た。競合他社では、もっとひどい状況の企業も少なく
ない。改善されていくのか危惧している。

▲

金属製品製造業
（事業統括）

受注量や販売量
の動き

・2021年度の建築案件の先行きが見えない。新型コロ
ナウイルスによる再度の緊急事態宣言にて営業活動に
支障を来しており、テレワークでは思うような情報が
得られず、受注量が芳しくない。

▲
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・引き合い案件が乏しい状況である。また、仕事量が
減っているため、コストも下がってきている。

▲

建設業（社員） 受注量や販売量
の動き

・ゼロ国債、ゼロ県債等の工事発注が大いに期待され
ているが、なかなか発注されてこない。特に、地方の
発注機関では対応が遅く、また、天候も良く工事期間
の短縮にもつながったため、今年は例年になく手持ち
工事の完成が早かった。工事の早期発注を期待してい
る。

企業
動向
関連

(九州)
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▲

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・前年の今頃は、新型コロナウイルスにより急激に出
庫が減少し、倉庫貨物が滞留し、倉庫は埋まっていた
ため、荷主もこの状況を踏まえて在庫調整をしてい
る。飲食店の休業や時短営業、在宅勤務等により一部
の商品は売れない状況となり大幅に在庫が減少してお
り、ワクチン接種が始まってもすぐには戻らないと予
想される。

▲
金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・緊急事態宣言が継続中で、飲食業を始めとするサー
ビス業に関して時短営業要請もあり、夜の人の動きも
止まっており、全体的に消費等が下向きである。

▲

その他サービス
業［コンサルタ
ント］（代表取
締役）

取引先の様子 ・例年では、年度末に近づくと市町村は補正予算の業
務を業者へ発注するが、今年度はその動きがほとんど
ないため、売上が伸びていない。新型コロナウイルス
感染対策のために、当県内にある事業所への隣接した
県等の市町村からは、問合せもない状況になってい
る。

×

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・輸出や公共事業関連企業は比較的高水準で推移して
いる。一方、新型コロナウイルスの感染拡大により、
緊急事態宣言が再び発出されたことから、百貨店や
スーパーマーケット等の売行きは伸び悩んでいる。

×

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・前年12月から新型コロナウイルス第３波の影響が出
ており、個人消費や企業生産活動は弱めの動きとなっ
ている。半導体や乗用車の新車登録台数等一部では持
ち直しつつあるものの、飲食店や旅行、観光等のサー
ビス業を中心に、感染再拡大の影響を受けており、企
業の資金繰りが厳しくなっていることから、３か月前
と比較すると景気は悪化している。

◎ － － －

○
新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・県独自の緊急事態宣言も解除され、飲食店等の時短
営業や移動制限も緩和されたこともあり、幾分は消費
活動も活発になっている。

□

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・求人数は相変わらず減少しており、後任を採用しな
い状況は変わっていない。新型コロナウイルス関連で
の短期注文はあるが、増員や欠員補充の注文は少な
い。

□

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・企業側の採用状況や求職者の動きどちらを見ても停
滞している。派遣受注状況が良くないため、新型コロ
ナウイルス関連の事務系も思ったほどの進捗は見られ
ず、前年と比べると減少傾向が続いている。

□

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・現在、取引ができている業界は、新型コロナウイル
スの影響を受けにくい業界であるが、当社では、新型
コロナウイルスの影響で打撃を受けており、緊急事態
宣言の解除が一刻も早くされることを期待している。

□
職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・月間有効求職者数が、前年比で大幅に増加している
状況であり、改善する材料が今のところ見当たらな
い。

□

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・2022年卒業の３年生の動きは、ＩＴ系企業等一部を
除き、採用予定人数が減少している。運輸や旅行等は
採用見送りのケースも多く、新卒の採用環境も厳しい
状況が続いている。

□

学校［大学］
（就職支援業
務）

求人数の動き ・2021年卒業生のうち、就職先がまだ決定していない
学生もいるが、該当する求人も余り届いていない。
2022年卒業の採用活動は、３月を前に少しずつ始まっ
ているが、選考を受けている学生も見受けられる。

▲
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・緊急事態宣言発出後に、受注が激減している。

▲

新聞社［求人広
告］（担当者）

採用者数の動き ・新型コロナウイルスの影響で外出機会が減少したこ
とで交通事故が減り、損害保険調査の求人募集が減っ
ている。新型コロナウイルスの影響が至る所に出てい
る。

▲
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・これまで社員の休業で、新型コロナウイルス禍に対
処していた大手の小売や宿泊業で、退職者の募集を開
始する等、雇用に直接影響が出始めている。

▲
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・長年大きな営業をしてきた事業所から、希望退職者
募集や出向、又規模縮小、事業譲渡の相談が出てい
る。

雇用
関連

(九州)
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×

新聞社［求人広
告］（社員）

周辺企業の様子 ・緊急事態宣言により、４～５月と同じ状況になって
いる。イベントの中止は前回ほどではないが、旅行広
告や宿泊施設の広告はほぼ止まっており、新聞広告量
も、前年と同じ状況まで落ち込んでいる。通勤ラッ
シュ時はそれなりに混雑しているが、昼間や夜間は緊
急事態宣言前と比べて明らかに少なく、通勤以外での
人の流れが減少している。

　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○

スーパー（販売
企画）

販売量の動き ・新型コロナウイルス禍により来客数減少と販売量
アップで、売上はマイナスが続いていたが、今月は地
域プレミアム付商品券や県のプレミアム付クーポン等
の効果、また自社によるポイント倍セールを増やした
ことにより販売量が増えている。うるう年であった前
年との比較では営業日が１日減少となるが、売上は前
年並みで終える予想である。

○
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・弁当や総菜の売上が増え、客単価が伸びている。

○
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・販売数が前年比110％と好調で、特に他キャリアか
らの乗換えが計画を上回り全体を引っ張っている。

□

百貨店（店舗企
画）

来客数の動き ・緊急事態宣言の発出で来客数が減少しているが、限
定商品の販売等では、反応があり増加する。前年４月
に比べ、感染防止対策が強化され、必要に応じて人の
動きが柔軟になっているようにみられる。前年は２月
から新型コロナウイルスの影響が出始め、前々年と比
べ来客数がマイナス20％となったが、本年は更にマイ
ナス20％となり、まだまだ回復には時間が掛かる。

□

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

それ以外 ・緊急事態宣言発出に伴い２月28日までは午後８時ま
での営業となれば、居酒屋ではこれからという時間で
終わりになり、ほとんど入客が取れないので、現在は
宣言解除までは全店休業としている。金銭的な面と、
スタッフのモチベーションを維持するのが極限に来て
いる。

□
住宅販売会社
（代表取締役）

販売量の動き ・個人住宅及び投資建築案件において一定の建築受注
を行っている。

□
住宅販売会社
（役員）

販売量の動き ・沖縄県独自の緊急事態宣言の真っ只中で、売上及び
客動向に変化はみられない。

▲
一般小売店
［酒］（店長）

販売量の動き ・具体的な新型コロナウイルスワクチン接種の開始
や、自粛期間などが曖昧である。

▲

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス禍の影響で内食の恵方巻き関連
は好調に推移する。その他旧正月や旧十六日需要は横
ばいとなるも来客数の減少が続き、バレンタイン需要
等で苦戦となる。

▲
コンビニ（副店
長）

来客数の動き ・緊急事態宣言解除の見通しはついているが、週末や
雨天時の来客数は激減している。また近隣の施設も約
半数が休業していて人通りが全くない。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスのワクチンができない限りは、
景気及び売上の向上は難しい状況となっている。

×

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・１月末からの沖縄県独自の緊急事態宣言発出以降、
沖縄県を訪れる観光客、ビジネスマンの姿が激減、１
日1000人以上だった来店客が700人程度に減少してい
る。近隣住民も夕方以降は自粛モードとなったことも
要因である。

×

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・そもそも人が歩いていない。客の財布のひもも固い
し、緊急事態宣言下であることと、飲食店への時短要
請などの影響で人の流れが完全に変わっている。景気
が悪くなるのは当然である。

×

観光型ホテル
（代表取締役）

来客数の動き ・大都市の緊急事態宣言と沖縄独自の緊急事態宣言に
より、宿泊部門は旅行需要が低下し客室稼働率は前年
が84％のところ15％と低迷し、飲食部門の時短営業、
営業自粛により夜の宴会は０件である。最低の状況に
あり、手も足も出ない状態である。

家計
動向
関連

(沖縄)
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×

観光型ホテル
（企画担当）

販売量の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンにより前年
11月のホテル販売室数が前年比27％増とプラスだった
のに対し、緊急事態宣言の影響で休館したことにより
２月の販売室数は前年比94％減とマイナスに転じてい
る。

×

旅行代理店（マ
ネージャー）

販売量の動き ・もともと個人旅行の取扱は少なくＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒ
ａｖｅｌキャンペーンの恩恵もそれほどないが、年末
から今年に入ってからは新規の個人旅行の予約がほぼ
ない。非常に厳しい状況となっている。

×
観光名所（職
員）

来客数の動き ・観光客は増えていない。土日に沖縄県民が増えてき
ているが、そもそもの来客数が違う。

◎ － － －

○
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新築の仮契約が増えてきている。

□
会計事務所（所
長）

取引先の様子 ・建設機材リースについても新規業務が先行き不透明
となっており、既存事業終了の後が心配である。

▲
窯業土石業（取
締役）

受注量や販売量
の動き

・公共工事、民間工事が減少傾向にあり、特に民間工
事の需要が新型コロナウイルスの影響で低調である。

▲
輸送業（経営企
画室）

取引先の様子 ・県独自の緊急事態宣言が延長され、外食関連の消費
が減少している。

×
食料品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・沖縄も緊急事態宣言が２月末まで延長され、観光客
の激減と夜の飲食店の時短による影響が大きい。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（総務担当）

求人数の動き ・急募案件が増えてきてはいるが、人手不足感が否め
ないためマッチングが厳しい状況である。

○
学校［専門学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・新卒向けの求人が例年と変わらないくらい届いてい
る。

□
学校［大学］
（就職支援担
当）

求人数の動き ・前年までは２月にも新卒募集の追い込みがあった
が、今年はほとんど話を聞かない。３月新卒の採用活
動はおおむね終了したようである。

▲

求人情報誌製作
会社（営業）

求人数の動き ・前年11月と比較すると求人数は減少している。１月
に発出された緊急事態宣言による影響で、企業におけ
る採用活動の停止継続、再開延長で求人数は減少して
いる。飲食店を含む接客、サービス系の求人数は依然
として増えていない。

× － － －

雇用
関連

(沖縄)

企業
動向
関連

(沖縄)
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